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「決して、人前でスカーフをとっては駄だ目めよ」

　母はそう言い聞かせつつ、愛する一人娘の頭にいつもスカーフを巻いた。




　半はん袖そでのブラウスの上にボディス、踝くるぶし丈たけのスカートの上にエプロンを着ける。

　そうして、頭ず巾きんのように頭にスカーフを巻くのが、ここいらの町娘の一いつ般ぱん的てきなスタイルだ。

　ここは、首しゆ都とから離れた田舎いなか町まち。

　町の高台には大昔の領りよう主しゆが建たてた古い城があり、城門の前まで続く道の両りよう脇わきには昔ながらの木組みの家が立つ。最近ようやく通りが舗ほ装そうされ、車の往おう来らいも増えてきた。ホテルやレストラン、土産みやげ物もの屋やなども多く並び、旅行客で賑にぎわう観光エリアとなっている。

　しかし、一本路ろ地じを入れば昔ながらの石いし畳だたみの道になり、住人の多くはまだ移動に馬車を使う。

　そんな路地裏の一いつ角かくに、小さな青せい果か店てんがあった。

　店を切きり盛もりするのは、まだ年若い娘である。

　娘は母の言い付けを守り、この日もまたふわふわとした金色の巻き毛の上に、お気に入りの花柄のスカーフを巻いていた。

「今年はレタスの出来がいいんだ。卸おろし値ね、サービスしておくよ」

「ありがとう、おじさん。いつも助かります」

　毎朝、町の外はずれにある畑から新しん鮮せんな野菜を届けてくれるのは、白しら髪が交まじりの農のう夫ふ。彼の作る野菜はどれも甘あまく瑞みず々みずしく、飛ぶように売れる。

「オレンジを一箱頼めるかしら？　中央で働く孫まごに送ってやりたくてねぇ」

「お任まかせください。とびきり甘いのをたくさん詰めておきますね」

　気前のいい近所の老ろう婦ふ人じんは、この春大学を卒業した孫が首都にある軍の庁ちよう舎しやに就しゆう職しよくしたのが自じ慢まん。首都では、果くだ物ものや野菜は田舎の倍近くの値ねがするらしい。

「何か変わったことはないかい？　日が落ちたら、早めに戸と締じまりをするんだよ」

「はい、町長さん。気を付けます」

　暇ひまさえあれば顔を出し、時に店番までしてくれるのは、恰かつ幅ぷくのいいこの町の町長だ。彼は、生まれた時から父親のいなかった娘を、我わが子このように気に掛けてくれている。

　母が亡なくなって、もう二ふた月つきが経たつ。

　たったの十五歳で独ひとりぼっちになってしまった娘の日常は、周囲の人々の優しさによって支えられてきた。

　母を亡くした悲しみが癒いえることはないが、娘は慎つつましくも穏おだやかな毎日を送っている。

「寂さびしい時は、遠えん慮りよなく泊まりにおいで。我わが家やはいつだって、君を歓かん迎げいするよ」

「ありがとうございます」

　この日も、夕刻近くまで店を手伝ってくれた町長は、娘を気に掛けつつ帰き途とについた。

　なんでも今夜は、町外れにある国こく軍ぐんの駐ちゆう屯とん地ちで大切な会議があるらしい。

　そこで振る舞う果物を、駐屯地で働く馴な染じみのコックが娘の青果店から仕入れてくれたのは記き憶おくに新しい。しかも、「中央の金持ちどもにとっては、こんなのはした金さ」とかなんとか言って、ちょっとばかり料金を上うわ乗のせして。

　町長を見送ってしばらくすると、太陽が遠くの山やま際ぎわに沈しずんで辺りはすっかり暗くなった。

　日が落ちれば、商売は終わりだ。

　斜ななめ向かいの生せい花か店てんも、花か弁べんを閉じた花々を店内へとしまい始めている。

　娘も店じまいをするために、店先に並べていた商品を片かた付づけようと表へ出た。

　すると、そこに佇たたずむ人影を見つけ、彼女ははっとする。

　いつの間にやってきたのか、店先の棚に陳ちん列れつしていたトマトを片手にとって、まじまじと眺ながめている者がいた。

　娘はすぐさま我われに返り、愛あい想そよく声を掛ける。

「いらっしゃいませ」

　客は、軍ぐん服ぷくを纏まとった若い男だった。

　軍人はトマトから娘に視線を移し、小さく首を傾かしげるようにして口を開いた。

「どうも、こんばんは。すみません……そろそろ店じまいの時間ですよね」

「いいえ。お気になさらず、ゆっくりご覧らんください」

　娘は笑みを浮かべてそう答え、歓迎の意を表すように店先の電でん灯とうを灯ともした。

「ありがとうございます」

　軍人は会え釈しやくし、丁てい寧ねいな口調で礼を言った。

　先にも述のべた通り、この町の外れには国軍の駐屯地もあるので、軍人の姿は別べつ段だん珍めずらしくもない。

　娘が切り盛りする青果店の常じよう連れんにも、軍人は幾いく人にんかいた。

　ところが、灯あかりの下で軍人を──その腕わん章しようを目にしたとたん、娘の表情は凍こおり付く。

「……っ」

　ごくりと唾つばを吞のみ込み、娘は一歩二歩と後ずさった。

　軍人はそれに気付かぬ様子で、手にしていたトマトをそっと陳列台のかごへと戻した。

　その隙すきに、娘は逃げるようにして店の中に戻ったが、ゆっくり見ていくようにと告つげた手前、扉を閉める訳にもいかない。

　ほどなくして、開け放したままの扉をくぐり、軍人が店内へと入ってきた。

　さらに明るい店内の電灯の下、軍人の姿が娘の目にありありと映うつる。

　闇やみに惑まどわされて灰色に見えた軍服だが、灯りの下では紺こん青じよう色いろであった。

「贈り物を見み繕つくろっていただきたいのですが」

　軍人は穏やかな声でそう告げつつ、店の扉を閉めた。

「は、はい、喜んで……」

　娘の胸は、ドクドクとうるさいほどに鼓こ動どうを打つ。

　心臓の音がどうか軍人の耳に届かぬようにと祈いのりつつ、娘は慌あわてて店の奥にあるカウンターの向こうに移動する。

　そうすると、カウンターを間に挟はさんだことで、少しだけ気持ちに余よ裕ゆうができた。

　娘は頭に巻いたスカーフにずれがないか確認すると、精せい一いつ杯ぱいの笑顔を作って口を開く。

「贈り物ということは、果物の詰め合わせでよろしいでしょうか」

「ええ、あなたの好きな物を好きなだけ詰めてください」

　ゆっくりとカウンターの方に歩いてくる軍人の言葉に、娘ははてと首を傾げる。

　娘の好きな物を好きなだけ……ということは、贈り物の相手は自分と同じくらいの女性だろうか。

　娘がそう問おうと口を開きかけるよりも一いつ拍ぱく早く、軍人が告げる。

「あと、花を入れていただけますか」

「花……ですか？」

　その言葉に、娘は戸と惑まどった。

　この店で販売しているのは野菜と果物ばかりで、あいにく生花は扱あつかっていないのだ。

　斜め向かいの生花店は、まだ開いているだろうか。

　娘はかの店の女主人の顔を思い浮かべ、花を分けてもらってこようかと考える。

　すると、ついにカウンターの前までやってきた軍人が、その上に左手を載のせて続けた。

「贈りたい花は、ここにあります」

「え……？」

　娘は、思わずまじまじと彼の顔を見上げた。

　髪は緋ひ色いろ、切れ長の瞳ひとみは青みを帯おびた鉛なまりのような灰色をしている。

　すっと通った鼻はな筋すじに薄うすい唇くちびる。

　軍人にしては肌が白く、無ぶ骨こつな感じがまるでない。

　それどころか、絵本に出てくる王子様のように端たん整せいな顔立ちをしていた。

　娘も普ふ段だんならば、年頃らしく頰ほおの一つも染めただろう。

　しかし、この後軍人が紡つむいだ言葉に、彼女の顔が強張った。

「シロツメクサです」

「──っ！」

　軍人の右手が、軍服の胸ポケットから一ひと房ふさの草花を取り出した。

　彼の言う通り、それは白い花弁のシロツメクサだった。

　ハート型の葉は基本は三枚、時とき折おり四枚になれば幸福の象しよう徴ちようともてはやされることもあるが、シロツメクサ自体はそこいらに群ぐん生せいしている野花である。

　こんなちっぽけな野花を、わざわざ贈り物に加えろと言うのだ。

　だが、軍人の要求を訝いぶかしく思うよりも先に、彼の続けた言葉に娘はおののいた。

「ウサギは、シロツメクサを好このむと聞きます──君も、好きでしょう？」

　娘はとたんに、彼の前から逃げ出した。

　カウンターの奥には扉があり、その向こうには居きよ住じゆうスペース、さらに行くと裏通りに続く勝かつ手て口ぐちがある。

　駆かけ足には自信があった。路地裏に出ればどんな相手でも撒まけると確かく信しんしていた娘は、一いち目もく散さんに扉に向かって突とつ進しんする。

　だが──

　──ダンッ！

　突然、後ろから大きな音が聞こえたと思ったら、娘の頭ず上じようが一いつ瞬しゆん陰かげった。

　さらには、あと一歩で扉に手を掛けようとした彼女の前に、大きな影が立ち塞ふさがる。

　あの軍人がカウンターを越え、その勢いきおいのまま娘の上を飛び越えて先回りしたのだ。

「ひっ……！」

　逃げ道を塞がれた娘は小さく悲鳴を上げ、慌てて店の入り口の方へ踵きびすを返そうとする。

　しかし、素す早ばやく伸びてきた手に腕を摑つかまれ、ぐいと引き寄せられてしまった。

　バランスを崩した娘の足はもつれ、その場に倒れ込んでしまう──かに思われた、次の瞬しゆん間かん。

「きゃっ……」

　力強い手が腰に回り、彼女の身体からだをふわりと持ち上げた。

　そのままくるりとターンするようにして、軍人と娘の位置が入れ替わる。

　トン、と静かに、娘の背中が奥の扉に当たった。

　バン、とすかさず彼女を囲うように、軍人が扉に両手をつく。

　娘はとっさにドアノブに手を伸ばすも、瞬しゆん時じにそれを悟さとった軍人が先回りをする。

　ドアノブは軍人の手に覆おおわれ、娘の逃げ道は完全に塞がれてしまった。

　ドッ、ドッ、ドッ、と今にも慎ましい胸を突き破って外に飛び出しそうなほど、彼女の心臓は激はげしく脈みやく打うつ。

　は、は、は、と息も浅く、速い。

「──大丈夫、大丈夫です。落ち着いて」

　スカーフを巻いた娘の頭に口元を寄せ、軍人が囁ささやいた。

　その声は穏やかではあったが、娘の鼓動が落ち着くことはない。

　娘は扉に貼り付くようにして身を縮め、少しでも軍人と距離をとろうとした。

「大丈夫ですよ」

　軍人は、怯おびえる獣けものを宥なだめるようにそう繰り返し、ドアノブを握にぎる手はそのままに、扉についていた方の手をそろりと離した。

　娘は怯えた目で、その手の行く先を追い──

「──っ！」
















　それが、自分が頭に巻いた花柄のスカーフに触ふれようとしていることに気付くと、喉のどを引き攣つらせて叫さけんだ。

「──やっ、いやっ!!」

　スカーフに掛かる軍人の手を振り払はらおうと、娘はがむしゃらに腕を振り回す。

　ドンドンと、目の前に迫った軍人の胸を叩たたいた。

　しかし抵てい抗こうも虚むなしく、軍人の手は娘のスカーフに触れ、さらにはそれを剝はぎ取ってしまう。

　柔やわらかに巻いた金色の髪が、ふわりと宙ちゆうを舞った。

「──!!」

　娘は声にならない悲鳴を上げ、両腕で頭を抱かかえるようにして扉の前に踞うずくまる。

　一拍置いて、剝ぎ取ったスカーフを持ったまま、軍人が娘の前に腰を落とした。

「大丈夫ですよ……」

　彼はまたそう繰り返し、スカーフを持っていない方の手を伸ばしてそっと触れた。

　娘の金色の髪と同じ色の毛──か細い腕では隠し切れずに飛び出した、長い長い耳の先に。
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　娘は、獣じゆう人じんだった。

　それも、長い耳を持つ、ウサギ族である。

　かつてこの世界を支配していた獣人は、やがて台たい頭とうしてきた人間の勢いに押され、生せい態たい系けいの頂点から引きずり下ろされた。

　すっかり数を減らした彼らは、今では人間の手により管かん理りされ、飼し育いくされている。

　種しゆの保ほ全ぜんと銘めい打うってはいるものの、それは獣人達に隷れい属ぞく的てきな服ふく従じゆうを強しいるものだった。

　獣人にだって誇ほこりがある。

　人間の奴ど隷れいとなることを嫌きらった彼らは、山や森に逃のがれて、あるいは人間に紛まぎれて息を潜ひそめた。

　ウサギ族の先せん祖ぞは、後こう者しやの道を選んだ。

　なにせ彼らは、頭から突き出た長い耳さえ隠かくせば、人間と変わらぬ容よう姿しをしているのだ。

　幸いこの国の田舎町では、女性は頭にスカーフを巻き、男も外へ出で掛かける時には帽ぼう子しを被かぶる習しゆう慣かんがあることから、ウサギの獣人は容易たやすく人間に紛れることができた。

　ところが、人間達はそんな彼らを見み逃のがしてはくれなかった。

　獣人は数では敵かなわなくとも、個体それぞれの能のう力りよくは人間にとって脅きよう威いであったのだ。

　人間は、ともかく彼らを支配し、管理下に置きたがった。

「四し六ろく時じ中ちゆう、耳をスカーフに押し込めていては、さぞ窮きゆう屈くつだったことでしょう……」

　軍人はそう言ってため息をつくと、まだ頭を抱えたまま震ふるえている娘を両腕で抱き上げた。

「やっ……！」

　突然高く持ち上げられて驚おどろいた娘は、不安定に揺ゆれる身体を支えようと、とっさに軍人の腕を摑む。

　ちょうどそこには、娘を最初に戦せん慄りつさせた腕章が付けられていた。

『獣人保ほ護ご庁ちよう』

　それは獣人を保護するため作られた、この国の特とく別べつ機き関かんである。

　獣人保護庁に属ぞくするのは軍人だが、彼らは〝保護官〟とも呼ばれている。

　鋭するどい牙きばや爪つめ、時には毒どくを持つ獣人達。そんな彼らと一対一でも対たい峙じできるほどの猛も者さばかり──大陸最強を誇るこの国の軍の中でも、精せい鋭えい中ちゆうの精鋭ばかりで編成された組織であった。

　さらに、自分を抱き上げた軍人の胸元に視線を落とした瞬間、娘のおののきは増した。

「長ちよう、官かん……？」

　目の前の軍人は、この青果店に顔を出すどの軍人よりも若く見える。

　それなのに、その胸元に輝かがやくバッジは、彼がエリート軍団のトップである──獣人保護庁の長官であると物語っていた。

　娘は愕がく然ぜんとした。

　目の前の軍人が、足の速さだけが取とり柄えの自分に敵うはずのない相手だと、まざまざと知らしめられたからだ。

　けれど、娘は再び暴あばれ出す。

　敵うはずもない相手と分かっていても、娘はなんとしてもその腕から逃れなければならなかった。

「はな、離してっ！　はなしてっ……!!」

　ウサギ族の母が、同じくウサギ族の娘に対し、幼い頃から必死に言い聞かせてきたこと。

　それは、ウサギの獣人であることを人間に知られてはいけない、ということだった。

　ウサギの獣人は、容姿が特に優すぐれている。そればかりか、人間にとって彼らの姿すがた形かたちは、ひどく嗜し虐ぎやく心しんをくすぐるものであるらしい。

　これまで人間に捕とらわれたウサギ族の若い娘は、ほとんどが高こう級きゆう娼しよう館かんで飼い殺しにされたという話だ。

　このまま捕つかまれば、自分も同じような目に遭あわされるに違いない。

　娘の──ウサギ娘の頭の中は、恐きよう怖ふでいっぱいになっていた。

「いやっ！　いやぁっ……!!」

　自分を捕らえる腕から逃れようと、ウサギ娘は必死に手足をばたつかせる。

　しかし、軍人──いや長官の腕は決して彼女を逃さない。

　長官は、恐きよう慌こうをきたすウサギ娘の長い耳に唇を寄せ、静かに囁いた。

「お静かに。騒さわぎに気付いた誰かが、今ここに駆け込んできてもいいのですか？」

「……っ」

　ウサギ娘はとたんに口を噤つぐんだ。

　悲鳴が届けば、近所の優しい人々はきっとウサギ娘を助けに来てくれることだろう。

　そうして、スカーフを剝がされた彼女の頭に突っ立つ、大きく長い二本の耳を目もく撃げきすることになるのだ。

　彼女が人間ではなく、ウサギの獣人であることが知られてしまう。




　──決して、人前でスカーフをとっては駄目よ




　長い耳の奥で、今は亡き母の声が響ひびく。

　ウサギ娘はがむしゃらに暴れるのをやめた。

「離して、ください……」

　ただただ弱々しい声でそう乞こいつつ、少しでも距離をとろうとするように、長官の胸に両手を突つっ張ぱる。

　そのか細い腕がふるふると震えている様子に、長官は痛ましげに眉まゆを寄せながら口を開いた。

「お気付きの通り、君のような獣人を保護するのが私の仕事です。この手を離すことは、もうできません」

　きっぱりと告げられたその言葉に、ウサギ娘は涙に濡ぬれた声で、いや、と呟つぶやく。

　長官は、小さくため息をついて続けた。

「この町に獣人が住んでいるという情報は、以前から我々も把は握あくしていたのです。ですが──まさか、町ぐるみで匿かくまっているとは思いませんでした」

「え……？」

　思いがけないことを聞かされ、ウサギ娘はぱっと顔を上げた。

　すぐ目の前には、彼女をまっすぐに見つめる鉛色の瞳。その強い眼まな差ざしに絡からめ取られ、ウサギ娘は視線を逸そらすこともできなくなる。

「この町の人々の多くが、君のことはもちろん、君の母親が獣人であることを知っていました。知っていながら、黙っていたのです」

「……」

　ウサギ娘は呆ぼう然ぜんとした。

　毎朝野菜を届けてくれる農夫も、気前のいい老婦人も、斜め向かいの生花店の女主人も──そして、父親のように慈いつくしんでくれた町長も。

　みんなみんな、娘が獣人であることを知っていたというのか。

　長官の声は淡たん々たんと続く。

「現在我が国の法ほう律りつでは、獣人はすみやかに保護すべき対たい象しようとされており、それを発見した場合、国民には軍に報告する義ぎ務むが課かせられています。義務を果たさぬことは、罪つみです」

　静かだが、厳しい声だった。ウサギ娘の身体がびくりと震える。

　長官は、彼女の濡れた茜あかね色いろの瞳をひたりと見み据すえ、さらに言った。

「君が、今ここで大人しく私に保護されなければ、町の人々が獣人隠いん匿とくの罪に問われることになります。罪を犯おかせば、人間は罰ばつを受けます」

　ウサギ娘は息を吞んだ。

　母を亡くし、独りぼっちになった彼女を支えてくれた、優しい人々の顔が次々と脳のう裏りに浮かぶ。

　ウサギ娘の長い耳は力をなくし、ぺたりと垂たれ下がって彼女の目元までを覆ってしまった。

　長官は、そんな二本の耳の間に顔を寄せ、小さな小さな声で言う。

「自分がどうすべきか、分かりますね？」

　長官を遠ざけようと突っ張っていたウサギ娘の両腕から力が抜けた。

　彼女は今度こそ一いつ切さいの抵抗をやめ、大人しく身を委ゆだねる。

　長官はそれに満足げに頷うなずくと、力の抜けた小さな身体を抱き直し、ウサギの耳が生えた頭を自分の肩へ引き寄せる。そうして幼おさな子ごをあやすように、彼女の頭を優しく撫なでた。

　ウサギ娘の茜色の瞳からは、はらはらと涙が溢あふれていた。まろやかな頰を伝い落ちた雫しずくは、長官が軍服の下に着た白いシャツの襟えり元もとを濡らす。

　長官は片手に持ったままだった花柄のスカーフを、ウサギ娘に返してやった。

　スカーフは、彼女が端は切ぎれを二つに切って縫ぬった、母とお揃そろいのものだった。

　母はその片割れを頭に巻いたまま棺ひつぎに入った。

「……っ、ふ……ひっく……」

　ウサギ娘はスカーフに顔を埋うずめ、声を押し殺して泣いた。

　自分を捕らえた長官に対する恐怖。

　これから自分はどうなってしまうのだろう、という不安。

　そして、自分を守ってくれる母はもうどこにもいないのだ、という悲しみ。

　それらが一気に伸のし掛かり、ウサギ娘の心をひどく苛さいなむ。

　涙は後から後から溢れ出し、今度は顔を埋めたスカーフに吸い込まれていった。

　その間も、長官の手はウサギ娘の金色の髪を優しく梳すいていた。

　やがて、長いウサギの耳の根元をそっと撫でながら、彼は朗ろう々ろうと告げた。

「これより君は、私の庇ひ護ご下かに置かれることになります。しかし、決して不自由を強いるつもりはありません」

　ウサギの耳が、ぴくりと震えた。

　そろりと、ウサギ娘はスカーフに埋めていた顔を上げ、不安そうな瞳を長官に向ける。

　自分は、娼館に送られるのでは──人間の欲よく望ぼうの慰なぐさみものになるのではないのだろうか。

　それとも、目の前の男が、自分を飼い殺しにするというのだろうか。

　ウサギ娘の怯えた視線を受け止めた長官は、また「大丈夫です」と言った。

　彼はいつの間に戻していたのか、再び胸元のポケットからシロツメクサを一房取り出して、ウサギ娘の手に握らせる。

「我が家の庭には、このシロツメクサがたくさん生えています。全て、君に差し上げましょう」

　シロツメクサは確かにウサギの、そしてウサギの獣人の好物である。

　娘はシロツメクサを握り締しめたまま、戸惑いをいっぱいに浮かべた瞳で長官の顔を見つめる。

　彼女の頰はまだ濡れていたが、涙はいつしか止まっていた。

　すると長官は、ここでようやく笑顔を浮かべる。

　冷たく見えていた鉛色の瞳が温ぬくもりを帯び、切れ長の目め尻じりが下がると、その顔は存ぞん外がい優しい雰ふん囲い気きになった。彼は、「その代わり」と続ける。




「君は、私のものですからね」




　こうして、ウサギの獣人の娘の、穏やかな隷属の日々が始まった。
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「──みなさん、お疲れ様です」

　軍服を着た若い男が、同じデザインの軍服の男達に向かってそう声を掛けた。

　後者は、声を掛けた男よりも明らかに年とし嵩かさの者ばかりだ。

　しかし、彼らは一いつ斉せいに椅い子すから立ち上がり、姿勢を正して「お疲れ様でございます」と言葉を返す。

　その内の一人──眼鏡めがねをかけた壮そう年ねんの男が、自分のデスクを離れて若い男に近づいた。

「長官、もうお帰りですか？」

　長官と呼ばれた男は、二十五歳という若さながら、数多くの猛者が顔を並べるこのフロアで最も高い地位にある。

　長官は帰り支じ度たくを整えながら、自みずからの片腕とも言える男の問いに頷いて答えた。

「ええ、次じ長ちよう。仕事が早く片付きましたので、お先に失礼します」

　ここは、首都の中央に聳そびえたつ、国軍庁舎の十六階。

　獣人の保護と管理を担になう軍の精鋭組織──獣人保護庁の事務所であった。

　壁掛け時計は午後五時半を回ったことを示している。

　昼間はそれぞれの担当地域を飛び回っている獣人保護官達も、この時間には全員事務所に戻ってきていた。

　仕事柄、荒あら事ごとの多い機関ではあるが、報告書をまとめるのも彼らの大切な仕事だ。
















　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの無骨な軍人達が、揃いも揃って軍服の上着を脱ぎ捨て白いシャツの袖を捲まくり、デスクに貼り付いて書類と睨にらめっこをしている。その光景は、なかなか滑こつ稽けいであると同時にどこか微笑ほほえましい。

　その内の一人──書類に穴が空あくんじゃないかというほどの高い筆ひつ圧あつで、一いつ心しん不ふ乱らんにガリガリとペンを動かしていた男が、帰り支度を終えて席を離れようとした長官に慌てて声を掛けた。

「ああ～！　待って待って、待ってください、長官!!　これだけ、判はんをくださいっ!!」

「──はい、主しゆ任にん」

　主任と呼ばれた男は、このフロアで唯ゆい一いつ、長官より年下の保護官だった。

　長官はバタバタと駆け寄ってきた彼から書類を受け取ると、それに目を通しながら今一度椅子に腰を下ろした。

　主任は上じよう官かんを引き止めてしまったことを申しわけなく思っている様子で、大きな図ずう体たいを縮こめて長官のデスクの横に立っている。

　その背中に苦く笑しようを向けながら、先に長官に声を掛けた眼鏡の次長がデスクに戻ると、カラカラカラ～とキャスターの音を響かせて、後ろの方から一人の男が椅子ごと近寄ってきた。

「なあなあ、次長。長官はここのところお帰りが早いですなぁ」

「そうですね、部長。といっても、定時は過ぎておりますが」

　獣人保護官の勤きん務む時間は、基本的には一般の国こつ家か公こう務む員いんと同じで、午前八時半から午後五時までとされている。

　現在午後五時四十分。定められた勤務時間は過ぎているので、長官が帰き宅たくしようとそれを咎とがめられる者も、また咎めるつもりの者も、この場にはいなかった。

　部長と呼ばれたのは、鼻の下に八の字に髭ひげを生やした壮年の男で、次長とは同い年である。

　部長は次長の肩越しに、主任の提てい出しゆつした報告書を読んでいる長官の横顔を眺め、にんまりとした笑みを浮かべた。

「そりゃあなぁ……可か愛わいい子が家で待ってりゃあ、早く帰りたくもなりますわなぁ」

　獣人保護庁のトップである若き長官。

　彼は一週間前、年若いウサギの獣人の娘を保護していた。

　さらには、獣人管理許きよ可か証しようなるものを取しゆ得とくし、彼女を自らの屋や敷しきで庇護する権利も得えた。

「まあ、申請書に許可の判を押したのも、長官ご本人ですけどね」

「かまいやしませんよ。一応は、正式な手続きを踏ふんでらっしゃるんですからな！」

　敬けい愛あいする長官の決定に異いを唱となえるつもりのない次長と部長は、そう言って笑みを交かわす。

　そして彼らは、一週間前の手続きの際さいに一度だけ、この獣人保護庁の事務所に連れて来られた獣人──ふわふわの金きん髪ぱつから二本の長い耳を生はやしたウサギ娘の姿を思い出していた。

「それにしても、本当に可愛い子でしたなぁ。ウサギの獣人は人間の庇護欲をそそると聞きますが、あれは確かにたまりませんわなぁ」

　部長が厳いかつい顔をデレデレさせて言う一方で、次長はどこか痛ましげな顔をして続ける。

「同時に、あの容姿は人間の嗜虐心を刺し激げきします。それゆえ、獣人保護の体たい制せいが整うまでは、ウサギ族は随ずい分ぶんと不ふ当とうな扱いをされてきたようですね……」

　亡き母がウサギ娘に聞かせた話──人間に捕らわれたウサギ族の若い娘のほとんどが、高級娼館で飼い殺しにされたという話は、かつて本当にあったことなのだ。

　ただし、獣人保護に関する法律が制定されてからは、そのような非ひ人じん道どう的てきな行いは刑けい罰ばつの対象となった。

　そして、獣人に対する違法な行為を取り締まるのもまた、獣人保護庁の仕事である。

　長官は獣人保護庁の仕事の一いつ環かんとしてウサギ娘を保護し、その後個人として、彼女の後こう見けん人にんに収まった形になっている。

「何たって長官は、二年も前からあのウサギのお嬢じようちゃん親子を見守ってらしたんでしょ？」

「町の住民達が彼女達を受け入れていたから、あえて手出しなさらなかったようですね」

　部長と次長の言う通り、長官はずっと早くからウサギ娘と母の所しよ在ざいを把握しながら、彼女達が人間社会に紛れて生活することを黙もく認にんしていた。

　それなのに一週間前、彼が突然ウサギ娘を強きよう制せい的てきに保護したのは何な故ぜなのか。

　もちろん、それには明めい確かくな理由があった。

「先日発表された、軍部内の人じん事じ異い動どうが原因かと思われます」

「確か、ウサギ族が匿われていた町の駐屯地でも、部隊長の交代が決定したんでしたっけ？」

　これまでかの駐屯地を任されていた部隊長は、長官とも親交のある懐ふところの広い人物であった。

　ところが、新しく赴ふ任にんすることになったのは、筋すじ金がね入りの堅かた物ぶつと有名な若い将しよう校こう。

　新任の部隊長は、管内に獣人が住んでいると気付けば、ウサギ娘を手荒く捕らえるばかりか、彼女を匿っていた町の人々にも矛ほこ先さきを向ける可か能のう性せいが高い。

　それを避さけるためにも、長官にはウサギ娘を迅じん速そくかつ確実に保護する必要があったのだ。

「ただ、急ぐあまり強ごう引いんに事を進めてしまったと、長官は少々後こう悔かいしていらっしゃるようですね」

　次長はそうため息をつきつつ、自分のデスクの上を片付け始める。彼も長官に倣ならい、帰り支度をするつもりのようだ。

　一方の部長は、自分のデスクの方を一いち瞥べつし、まだ半分も進んでいない報告書の白さにうんざりとした顔になる。彼は、今日中の提出を早そう々そうと諦あきらめた。

　そうこうしている間に、主任の報告書に目を通し終えたらしい長官が、一度はしまった判を引き出しから取り出している。

　すんません、と恐きよう縮しゆくする主任に、いいえ、と返す長官の声は穏やかだ。

　長官は、いつも誰に対しても穏やかで、もう五年の付き合いになる次長や部長も彼が声を荒あららげたところなど見たこともない。

　若いわりに達たつ観かんし過ぎている感はあるものの、寛かん容ようで情に満ちた人柄から部下にはたいへん慕したわれている。

　そんな長官の懐に迎え入れられた小さなウサギの娘。

「ウサギの嬢ちゃんは、まだ心を開いてくれないんでしたっけ？」

「長官もそれをお悩みのようです。今日も時々、物もの憂うげなため息をついていらっしゃいましたから……」
















　そう言葉を交わす部長と次長の視線の先で、受じゆ理りした主任の報告書を判と一緒に引き出しにしまった長官が改めて席を立った。

　彼は主任に労ねぎらいの言葉を掛けてから、手持ちのカバンと、それからデスクの上にあった空からのカップを持って扉の方へと向かう。途と中ちゆう、カップを回かい収しゆうにきた白はく髪はつの事じ務む官かんに、彼が淹いれてくれた紅茶の礼を言うのも忘れない。

「長官……ウサギの嬢ちゃんと、早く仲良くなれるといいですなぁ」

「ええ、本当に……」

　扉へ向かう長官の後ろ姿を見つめながら、部長と次長がそう呟く。

「俺……長官がもっと早く上がれるように、明日は報告書がんばろ……」

「はは、良い心こころ掛がけですねぇ」

　自分のデスクへ戻る途中の主任と、次長の空になったカップを回収に来た事務官が言葉を交わす。

　すると、彼らの視線に気付いたかのように、ようやく扉に辿たどりついた長官が立ち止まる。

　彼はくるりと事務所内を振り返り、柔らかな眼差しで部下達の顔を見回してから言った。

「それでは、お先に失礼します。みなさんも早く上がって、ご家族との時間を大切になさってください」

　それを聞いた保護官達は、またも椅子から立ち上がって姿勢を正すと、びしりと敬礼して声を揃えた。

「──御ぎよ意いにござります！」








































　首しゆ都との中央から車で三十分ほど走った郊こう外がいに、獣じゆう人じん保ほ護ご庁ちよう長ちよう官かんの屋や敷しきはあった。

　ここは、広い庭を有ゆうした大きな邸てい宅たくが建たち並ぶ、閑かん静せいな高級住宅街の一いつ角かくである。

　門を開かい閉へいした守しゆ衛えいを労ねぎらい、車を車庫に入れて屋敷の玄げん関かんをくぐった長官に、口の周りに白い髭ひげを蓄たくわえた老ろう紳しん士しが近づいてきた。

「おかえりなさいませ、だんな様」

「ただいま戻りました。あの……彼女は？」

　白髭の老紳士はこの屋敷の執しつ事じで、長官が幼い頃から世話になっている人物でもある。

　そんな執事に、帰き宅たく早そう々そう長官が尋たずねるのは、一週間前に保護したばかりの獣人のこと。

「少しは庭に出られましたか？　昼食は、ちゃんと召めし上がったのでしょうか？」

「残念ながら、今日もほとんど部屋に籠こもっておられました。昼食は……」

　当たり前のように、長官の足は真っ先にウサギ娘に宛あてがった部屋へと向かう。

　その一歩後ろを歩きながら執事が質問に答えていると、近くの部屋の扉が開いて、新たな人物が顔を出した。

「あぁら！　おかえりなさいまし、だんな様！」

　エプロンで手を拭ふきつつ現れたふくよかな婦ふ人じんは、家事一いつ切さいを任まかされた家か政せい婦ふだ。彼女もまた、長官やこの屋敷とは長い付き合いである。

　帰宅の挨あい拶さつもそこそこ、ウサギ娘の昼食を用意してくれたであろう家政婦に、長官はその時の彼女の様子を尋ねた。

　すると、家政婦は肩を竦すくめて苦く笑しようする。

「最初はお腹なかが空すいてないからいらないって言ったんですけどね、あの子。でも私が、せっかく作ったのに食べてもらえないなんて悲しいわって、泣き真ま似ねしたら慌あわてて食べてくれましたよ。根は優しい子ですね」

「そうですか……ありがとうございます」

　ウサギ娘をこの屋敷に迎えて一週間。

　長官が彼女と一緒に過すごせたのは、朝夕の食事の短い時間だけだった。仕事に出ている間も、ウサギ娘は裏庭でシロツメクサを摘つむどころか、部屋からほとんど出ないという。

　決して不自由を強しいるつもりはない。

　彼女を保護する際さいにした約束を思い浮かべつつ、どうしたものかと考えている内に、長官はウサギ娘の部屋の前に到とう着ちやくした。

　コンコンと扉をノックしながら、相手を怖こわがらせまいと優しく声を掛ける。

「私です。ただいま戻りました」

　すると一いつ拍ぱくおいてから、おかえりなさいませ、と消え入りそうな小さな小さな声が返ってきた。

「夕食まで、少しお話ししませんか？　ここを開けてもよろしいですか？」

　その問いには、すぐさま泣きそうな声で、ごめんなさいと返ってくる。

　長官は、小さくため息をついた。

　ウサギ娘は、嫌いやだ、とは言わない。

　拒きよ否ひの言葉の代わりに、ごめんなさい、許してください、と口にする。

　そう言われる方が不思議と無む理り強じいできないものだ、と長官はひっそりと苦笑した。

「分かりました。それでは夕食の際に、また声を掛けますね」

　長官が穏おだやかな声でそう告つげると、しばしの逡しゆん巡じゆんの後、ひどく弱々しい声で肯こう定ていの言葉が返ってきた。

「はあ……」

　扉から離れたとたん、長官はついついため息をこぼした。

　もう何度目かも分からない。

　それを耳にした家政婦が、彼の上着を受け取りながら笑う。

「ああ、もう、歯は痒がゆいわねえ。うちのだんな様ったら、まったく女の子の扱あつかい方が分かっちゃいないんだから」

「面めん目ぼくありません……」

　遠えん慮りよのない駄だ目め出しに、長官は思わずしょんぼりと肩を落とす。

　家政婦はあははと声を立てて笑うと、まるで喝かつを入れるように彼の肩をバンと叩たたいて言った。

「あのねぇ、だんな様。女の子と仲良くなりたいのでしたら、まずはその子の好きなものをプレゼントするといいんです」

「彼女の好きなもの、ですか……？」

　家政婦の言葉に、長官の鉛なまり色いろの瞳ひとみがぱちくりと瞬まばたく。

　その瞳には、廊ろう下かの窓の外に広がる裏庭の光景が映うつし出されていた。




　ウサギ娘のために用意されたのは、裏庭に面した広いテラスのある部屋だった。

　裏庭は一面のシロツメクサ畑。まさに、彼女のために用意されたような緑の葉っぱと白い花の群ぐん生せいである。

　ウサギ娘はそんな光景をぼんやりと眺ながめながら、今日も一日を過ごした。

　一週間前の夜、彼女を捕つかまえたこの屋敷の主あるじ──獣人保護庁長官が言った通り、ウサギ娘はここに来て何一つ不自由を強いられることはなかった。

　それどころか、衣服の詰まったクローゼットのある広い部屋を与えられ、黙っていても温かい食事が用意される。

　対たい価かを要求されることもなければ、母が懸け念ねんしていたように身体からだを求められることもない。

　その上、生まれた時からずっとスカーフの下に押し込めてきた長いウサギの耳も、隠かくす必要はないと言われた。

　それでも、人前で耳を晒さらすことに慣れていないウサギ娘は、今もまだあの花柄のスカーフを頭に巻いている。

　ウサギ娘は部屋に置かれたソファの上に膝ひざを抱かかえて座り、つい先ほど帰宅したばかりの長官のことを考えていた。

「どうして……私に、ただいまを言ってくれるんだろう……」

　そんな疑問が、彼女の唇くちびるからこぼれ落ちる。

　長官が仕事に出ている間、この屋敷の執事や家政婦、それから守衛と顔を合わせた。

　彼らは口を揃そろえて、だんな様の側そばにいれば大丈夫だ、と告げる。

　保護されて最初の日に獣人保護庁の事務所を覗のぞいた時は、長官が部下に慕したわれているということも知った。

　彼が、悪い人間ではないということは、ウサギ娘ももう十分分かっていた。

　ただ、出会った瞬しゆん間かん圧あつ倒とう的てきな力の差を見せ付けられてしまったから、本ほん能のう的てきに彼を恐おそれてしまう。

　優しく声を掛けられても身体が震ふるえてしまうし、側に寄られると耳がぺたりと伏せてしまう。

　けれど、いつまでもこのままではいけないと、ウサギ娘も分かっていた。

　生まれ育ったあの田舎いなか町まちには、もうきっと帰れないのだろうということも分かっていた。

　この世界を支配する人間達が交かわした書類の上で、彼女は長官のものになってしまったのだから……。

「……すごい、夕日」

　いつの間にか、空が真っ赤に染まっていた。

　故こ郷きようの田舎町と首都の外はずれにあるこの屋敷では、周囲の景色がまったく違うが、夕日はどちらで見るのも同じだった。

　つい先ほどまで緑と白のコントラストが美しかったシロツメクサ畑は、フィルターをかけたかのように赤色に支配されている。

　ウサギ娘はソファから立ち上がり、テラスに出た。

　彼女はしばしの間、夕日色に染まるシロツメクサ畑に見み蕩とれていたが、その一角にぽつんとした人影を発見し、夕日と同じ茜あかね色いろの瞳を瞬く。
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（あの人だ……）

　人影は、ウサギ娘が今しがた考えていた相手──この屋敷の主である長官だった。

　彼は、ウサギ娘に背中を向ける形でシロツメクサ畑の中に座り込み、下を向いて何やら両手を動かしている。

（何を、しているんだろう……）

　いっそ無む防ぼう備びなその背中を見ている内に、ウサギ娘の心にはじわじわと興きよう味みが生まれ始めた。

　あれほど、会うのも話すのも恐ろしいと思っていた長官に、今は近づいてその手元を覗き込んでみたいとさえ思う。

　ウサギ娘の足は、自然とシロツメクサ畑の中に入っていった。

　サクサクサク、とシロツメクサを踏ふみ締める音が小さく響ひびく。

　ドキドキドキ、とウサギ娘の鼓こ動どうも、夕日に染まった広い背中に近づくほどに高まっていく。

　長官は、軍ぐん服ぷくのズボンと白いシャツのままだった。
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　目め一いつ杯ぱい腕を伸ばせばその背中に手が届く、という一歩手前、ウサギ娘の足元からパキリと音がした。たまたま落ちていた木もく片へんを踏んだらしい。

　それを合図に、長官が後ろを振り返る。

　驚おどろいた様子がないことから、彼はすでにウサギ娘が近づいてきていることに気付いていたのだろう。

　ビクリとして立ち止まったウサギ娘に、長官は微笑ほほえみを向けた。

「シロツメクサは、お好きでしたよね？」

　突然の質問に、ウサギ娘が小さく首を傾かしげる。長官は笑みを浮かべたまま続けた。

「あなたと仲良くなりたいなら、まずは好きなものをプレゼントしてみるよう、助じよ言げんをいただいたんです」

「私と、仲良く……？」

「ただ摘んで渡すのでは芸がないので、編んで花はな輪わにしようと思ったんですが……難むずかしいものですね」

　そう言った彼の手には、確かに編みかけのシロツメクサの花輪があった。

　お世せ辞じにも上手じようずとは言えないそれを見て、ウサギ娘は案外彼は不器用なのだろうかと思った。

「そんなに見ないでください。さすがにこんな不ぶ格かつ好こうなものを押し付けるつもりはありませんよ。練習して出直します」

　長官は困ったように笑って、編みかけの花輪を隠すように膝の向こうへやってしまった。

　それにつられて、ウサギ娘の足が一歩二歩と進む。

　長官はその場から動かぬまま、顔だけウサギ娘に向けて言った。

「以前も申し上げましたが、この庭にあるシロツメクサはあなたの好きにしていいんですよ。農のう薬やくは使っていませんし、綺き麗れいな地下水を汲くみ上げて育てているので、安心して召し上がっていただけます」

　それを聞いたウサギ娘もその場にしゃがみ込み、シロツメクサを一ひと房ふさ摘む。

　今は夕日の色に染まってしまっているが、この庭のシロツメクサの葉は確かに青々として瑞みず々みずしく……つまり、ウサギ娘の目にはたいそう美お味いしそうに映っていた。

「そういえばどうやって召し上がるんですか？　レタスなどのように、生なまで？」

　長官にそう問われると、ウサギ娘は立ち上がってふるふると首を横に振る。

　そして、手の中のシロツメクサを見つめたまま小さな声で言った。

「生でも食べられますけど……お湯で茹ゆでておひたしにして食べるのが、好きです……」

「そうですか。私はいただいたことはないのですが、どんな味がしますか？」

「ちょっとだけ、苦いです」

　ウサギ娘がこの屋敷に来てから初めての、会話らしい会話。それが嬉うれしいのか、長官が笑みを深めて頷うなずく。

　一方、ウサギ娘は少しだけ困ったような顔になった。

「どうしました？」

　目め敏ざとく気付いた長官に顔を覗き込まれると、彼女は俯うつむいたままぽつりと告げる。

「シロツメクサが好きなこと……本当は、人に言ってはいけないのでした」

「おや、何な故ぜでしょう？」

「人間は、あまりシロツメクサを好このんで食べないから……獣人だと疑うたがわれないように、人間と違う嗜し好こうを晒してはいけないと、母が……」

「なるほど……」

　ウサギ娘の母は、人間に紛まぎれて生きながらも、人間のことをひどく恐れていた。

　そんな母が娘を守るために巻いたスカーフは、今も彼女の頭を覆おおっている。

　ウサギ娘は唇を嚙かみ締め、スカーフをぎゅっと握にぎり締めた。

　長官はシロツメクサ畑に腰を下ろしたまま、今度は身体ごと彼女に向き直ると、小さく苦笑して言った。

「すみません、秘密を暴あばいてしまいましたね。お詫わびに、私の秘密を打ち明けましょう」

「えっ？」

　長官は辺りをキョロキョロ見回してから、ちょいちょいと小さく手招きをする。

　思わずそれに従したがって、側に寄ってしゃがんだウサギ娘の頭──スカーフの下に隠されたウサギの耳元に、彼は口を寄せてこそりと言った。

「実はね、私はトマトが食べられないんです」

「トマト……？」

「幼い頃、意地の悪い知ち人じんに、お前の頭のようだとからかわれましてね」

「頭……？」

　ウサギ娘はまじまじと、長官の緋ひ色いろの頭を見上げる。

「いい大人が、食べられない野菜があるなんて恥ずかしいでしょう？　内ない緒しよにしててくださいね」

　そう言って、唇の前に人差し指を立てて苦笑する長官の顔は、さすがのウサギ娘ももう怖いとは思わなかった。
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　ウサギ娘は意を決し、長官と目を合わせる。

　彼の鉛色の瞳は、この時夕日の色が混まざり合って、とても温かな色合いになっていた。

　ウサギ娘はごくりと一度唾つばを吞のみ込んでから、口を開く。

「大丈夫、です……」

「え？」

「トマト……大人が食べられなくても、恥ずかしくないです。くせの強い野菜だから、そういう方は多いです」

「本当ですか？」

　ウサギ娘は青せい果か店てんを営いとなんでいただけあって、野菜についてはそこそこ詳くわしい。

　トマトは特に生食した場合、その独どく特とくの食感や強い酸さん味みのせいで好き嫌きらいが大きく分かれる野菜だ。

　さすがに長官のように見た目のせいで食べられない、という話はあまり聞いたことはないが、ウサギ娘の青果店を贔ひい屓きにする客にも、トマト嫌いな大人は少なくなかった。

　ウサギ娘は長官を見上げ、それに、と続ける。

「トマトが食べられなくても、死にません。だから、いいんです」

「……確かに、その通りですね」

　ウサギ娘の言葉に長官は一いつ瞬しゆん目を丸くし、しかしすぐに破は顔がんして頷いた。

　彼は笑みを穏やかなものにすると、そっとウサギ娘の顔を窺うかがうようにして続ける。

「君は……その、怒おこっていないんですか？」

「怒って？　あの……それは、誰に？」

　首を傾げるウサギ娘に、長官は困ったような顔をして「もちろん、私に対して」と答える。

「強ごう引いんに連れてきておいてなんですが、君はきっと私に怒っているに違いないと思って……本当は、面と向かって話すのは怖かったんです」

「こわい？　私が、ですか？」

「君をすみやかに説得するためとはいえ、無む理り矢や理りスカーフを外はずすなんて……あの時は、とんでもなく無ぶ礼れいな真似をいたしました。本当に申しわけありませんでした」

「い、いえ……」

　長官がペコリと緋色の頭を下げたため、天てつ辺ぺんにある綺麗な旋毛つむじが見えた。

　先ほどまでの会話と相あい俟まって、ウサギ娘にはそれが一瞬トマトのヘタに見えてしまったのは、ご愛あい敬きようということで。

　長官は頭を下げたまま続ける。

「反省の意味を込めて、始し末まつ書しよを書きました。ただ、軍の上じよう層そう部ぶに提てい出しゆつするよりも当とう事じ者しやである君に読んでいただくべきかと思いますので……後でお持ちしますね？」

「え？　えっと……」

　ウサギ娘は今度こそポカンとした。

　国こく軍ぐんのエリートで、屈くつ強きような部下を大おお勢ぜい従したがえているような男が、珍めずらしい獣人であるという以外はちっぽけな小娘に過ぎない自分を怖いと言う。

　その上、スカーフを強引に剝はがしたことを気に病やんで、始末書をしたためていただなんて……。

　ウサギ娘はなんだか急に可お笑かしくなってきて、じわりと頰ほおが緩ゆるむ。

　思えばこの屋敷に来て以来、長官はウサギ娘に対してずっと笑顔を向けていた。

　彼が恐ろしいことなど、一度もなかったのだ。

　ウサギ娘はついに、シロツメクサの上に座った長官の隣となりに腰を下ろす。

　そして、ぽつりと言った。

「怒ってないです……」

「本当に？」

　どこか不安げに問い返す長官に、ウサギ娘はこくりと頷き、自みずから頭に巻いていたスカーフに手を掛ける。

　そして、それを一気に引き剝がすと、傍かたわらからはっと息を吞むような気配がした。

　スカーフの下から飛び出してきたのは、金色の毛に覆われた二本のウサギの耳。

　しかしそれはもう、ぺたりと垂たれ下がってはいなかった。

　ずっと隠して生きてきた耳は、人間にとっては異い形ぎようかもしれないが、ウサギ娘にとっては母から受うけ継ついだ大切な身体の一部なのだ。

　そして、長官の前ではそれを隠す必要がない。

　シロツメクサのおひたしが好きなことだって、彼はもう知っているのだ。

　ウサギ娘はそろりと視線を上げ、長官の顔を見上げる。

　すると、彼は優しい表情をして、穏やかな声で言った。

「とても可か愛わいらしい耳ですね。隠しているのは、やはりもったいない」

　それを聞いて、ウサギ娘の胸はドキリとした。

　ずっとスカーフの中に押し込めていた耳を、こんなにも堂々と母以外の目に晒すのは初めてのことだった。

　だから、耳を褒ほめられるなんていうのも初めての経験で──彼女はこの時、長官の言葉を素直に嬉しいと思った。

　やがて太陽が沈しずみ、夜の闇やみが辺りを侵しん食しよくし始める。

「そろそろ、中に入りましょうか」

　長官の誘いに、ウサギ娘は小さくこくりと頷く。
















　その拍ひよう子しに、ぴょこんと揺ゆれたウサギの耳に目元を蕩とろけさせ、長官は続けた。

「夕食を、ご一緒していただけますか？」

「はい」

　ウサギ娘は、今度は彼の顔を直接見て、迷わず肯定の返事をした。
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　辺りが暗くなり始めた頃、屋敷の正面門へと足を運んだウサギ娘は、見慣れた背中を見つけて声を掛けた。

「あの、お疲れ様です」

　門を管かん理りするのは、この広い屋敷の警けい備びを一いつ手てに任されている守衛の役目である。

　蘇芳すおう色いろの制服に黒いブーツの守衛は、ウサギ娘を振り返り、にっと口の端はしを持ち上げた。

「やあ、お嬢じようちゃん」

　守衛の大きな口から鋭するどく尖とがった犬けん歯しが覗き、ウサギ娘は思わずそれを凝ぎよう視しする。

　瞳はウサギ娘と同じ赤い色をしているが、夕空の色を思わせる彼女のそれに比べ、守衛の瞳は血の色を彷ほう彿ふつとさせた。

　彼はそんな瞳を細め、二本の長い耳を生はやしたウサギ娘の頭を大きな手で──灰色の毛に覆われた巨大な獣けものの手で撫なでる。

「うん？　甘あま酸ずっぱい匂においがするな。これは……イチゴかな？」

「はい。今さっきまで、イチゴのパイを焼いてました」

　守衛は黒く濡ぬれた鼻をヒクヒクとさせ、また口の端を引き上げて大きな犬歯を見せる。

　獣人保護庁長官の屋敷で守衛を務つとめるのは、全身灰色の毛に覆われたオオカミの獣人であった。

　ウサギ娘は頭に突っ立つ長い耳を除のぞけば、見た目は人間と変わらない。

　一方守衛は、どうやっても人間に紛れるのが不ふ可か能のうなほど獣らしい見た目をしていた。

　頭部はオオカミそのもので、人間のように二本の足で立って歩くものの、全身が灰色の体たい毛もうで覆われている。

　人間が支配する今の世で、どちらが生いき難がたいかと問われれば、誰しもが断だん然ぜん後こう者しやだと答えるだろう。

　実じつ際さい彼も、かつては闇に紛れて生きていたという。

　そんなオオカミの獣人に、日の当たる世界で生きる道を与えたのが……

「こぉら、肉にく食しよく獣じゆう。甘あまい香りのウサちゃんを捕ほ食しよくすんじゃないわよ」

「……しませんよ」

　ウサギ娘の頭を撫でていた守衛の手──形けい状じようとしては獣の前脚を、白い手がいきなりぐっと摑つかんだ。

　その手の主ぬしは、肩のラインで切り揃えたまっすぐな緋色の髪と鉛色の瞳の美しい女性。

　彼女は、ウサギ娘の後こう見けん人にんとなった獣人保護庁長官の、そして守衛の雇やとい主であるこの屋敷の当とう主しゆの実じつ姉しだった。

　ウサギ娘が長官に保護されてから、そろそろ一ひと月つきが経たとうとしていた。

「もう、お帰りになる頃でしょうか……」

　時刻は午後六時を回ったところ。

　門の鉄てつ柵さくの隙すき間まから外を窺うウサギ娘の頭を、今度はオオカミの手ではなく、赤いネイルに彩いろどられたたおやかな手がぽふぽふと撫でる。長官の姉である。

　彼女はそのままウサギ娘のふわふわの金きん髪ぱつを梳すき、指の背で優しくウサギ耳の付つけ根ねを擦こする。

　ウサギ娘が少しだけ身を竦めて耳をピクピクさせると、長官の姉はにっこりと微笑んで言った。

「あー……可愛くて、たまんないわね」

　長官の姉はさらに、もう片方の手に摑んだままだった守衛の手──毛むくじゃらの掌てのひらを裏返し、ぶにぶにぶにと無ぶ遠えん慮りよに揉もみしだいた。彼の、その肉にく球きゆうを。

「あーあ、この感かん触しよくもたまんなーい。おっさんのくせにあざといわね」
















「そう言われましても、この手は生まれつきなもんで……」

　言いがかりとも思える長官の姉の言葉に、守衛は長い鼻はな面づらをヒクヒクとさせつつ困ったように答える。

　そんな二人のやりとりを、ウサギ娘は茜色の瞳でじっと見つめていた。

　守衛は、ウサギ娘が生まれて初めて出会った、自分と母以外の獣人だった。

　かつて人間との戦いに敗れた獣人は生せい態たい系けいの頂点から追い落とされ、ある種族は人に紛れ、またある種族は森に身を潜ひそめて生きてきた。ウサギの獣人は前者、オオカミの獣人は後者である。

　ウサギ娘が田舎町の青果店で人間に紛れて生活していたのに対し、守衛は森の奥深くに作られたオオカミの獣人の集しゆう落らくで生を受け、人間と接せつ触しよくすることなくひっそりと育てられていた。

　ところがまだ幼い頃、彼は狩りの最中にうっかり人ひと里ざとに近づき過ぎ、人間の猟りよう師しに捕とらわれてしまったのだという。まだ、獣人保護の制度が整っていない頃の話である。

　幼い守衛は見み世せ物もの小屋に売られ、やがてマフィアの手に渡った。

　マフィアは、オオカミの獣人ならではの優すぐれた身しん体たい能のう力りよくに目を付け、彼を暗あん殺さつ者しやへと育て上げる。

　ターゲットの多くは、敵対するマフィアの男達。いつしか、飛んでくる銃じゆう弾だんを爪つめで薙なぎ払はらってやった時の、相手の絶ぜつ望ぼうに満ちた顔を見れば血が滾たぎるほどになっていた。

　そんな彼が、初めてターゲットにした女こそが、長官の姉であったという。

　長官の姉は両手で優しく包つつみ込むようにして、守衛の片手を愛あい撫ぶする。

「この可愛いお手てで私を引き裂さこうとしたのは、今では懐なつかしい思い出ね」

「うっ……あの、そういう話は、お嬢ちゃんの前ではご勘かん弁べんください」

「あら、恥ずかしがることないわよ。私とあんたの馴なれ初そめは、午後のお茶を飲みながらばっちり聞かせといたから」

「な、なんて話をお茶ちや請うけにするんですか……っ!!」

　血ち腥なまぐさい話題とは無む縁えんそうなウサギ娘を気にする守衛を、長官の姉は朗ほがらかな笑みを浮かべて一いつ蹴しゆうする。

　二メートルを超える大きな身体のオオカミ男が、自身の胸の辺りまでしかない女性を前にして縮こまっている姿はいかにも滑こつ稽けいである。

　とはいえ、長官の姉が言った通り、紅茶とマフィンと一緒に守衛の過去を聞かされたウサギ娘は、彼が長官の姉に頭が上がらないのは当然のことだと思った。

　長官の姉は、とても美しいひとだ。

　数あま多たの男を虜とりこにし、しかし誰にもなびかなかった。

　そんな彼女にとある男が入れ込んだ。

　惚ほれて、惚れて、だが一いつ向こうに振り向かない彼女に対し、いつしか愛は憎ぞう悪おとなった。

　──あの生なま意い気きな女を殺せ。ボロ雑ぞう巾きんのように引き裂いてしまえ！

　男にそう命めいじられたのは、凶きよう器きと化していた頃の守衛だった。

　男は、彼が属ぞくしていたマフィアのボスの一人息子むすこだったのだ。

「気が進まない命令でも、聞かなきゃいけなかったのよね。あの時、あんたは哀あわれな飼い犬だったから」

　長官の姉はそう言って、今度は守衛の頭をよしよしと撫でた。

　守衛は尖った耳をへたりと垂れさせて、実に情けなさそうな様子である。




　──あらあら、大きなワンちゃんねぇ。戯じやれつく相手を間違えたんじゃなぁい？

　そう言って、背はい後ごから振り下ろした一いち撃げきを難なんなく避よけられ。

　──礼れい儀ぎを知らない子には、躾しつけが必要ね




　華きや奢しやに見える指をボキボキと鳴らしながら、ドスの利きいた声で言われたことを、守衛は思い出しているのかもしれない。

　ふさふさの尻尾しつぽ──彼専用の制服の後ろから飛び出している──が垂れ下がり、両足の間に逃げ込んでしまっている。

　あの時、長い顎あごを拳こぶしで下から突き上げられ、尖った靴くつの先を鳩みぞ尾おちに打ち込まれ、巻いて逃げようとしたオオカミの尻尾はアイスピックのように尖ったヒールで踏み付けられた。

　ボロ雑巾のようになって倒れ伏した彼に向かい、長官の姉は赤い唇をにいとつり上げて告げたという。

　──か弱いワンちゃん。仕方がないから、私が飼ってあげるわ。

「結局、あんたの元の飼い主は、他にも多くの獣人に不ふ当とうな扱いをしていたことが発覚して、うちの弟に組織ごとぶっ潰つぶされたのよね」

　長官の姉は、まだ守衛の片手をにぎにぎしながら、目を細めてそう呟つぶやく。

　獣人保護庁と国軍の両方による摘てき発はつを受け、属していたマフィアが壊かい滅めつしたおかげで、守衛は元の組織に連れ戻される心配も、口くち封ふうじに消される心配もなくなった。今から二年前の話である。

　その後、長官の姉は宣せん言げん通り、正式な手続きを踏んで彼の後見人となり、長官が守衛としての仕事を与えて今に至いたる。

　かつては血を見ぬ日がないほどの凄せい惨さんな日々を送っていたオオカミ男。

　その現在の仕事はというと、朝は出しゆつ勤きんする屋敷の当主のために門を開閉し、夜は帰ってきた彼のためにまた門を開閉する。昼間はたまに訪ねてくる客人を選せん別べつし、歓かん迎げいできない相手ならばさりげなく鋭い犬歯を見せつつ丁てい重ちようにお引き取り願う。

　そして彼がここ最近、雇い主によくよく頼まれているのが、裏庭にあるシロツメクサ畑の見回りと手入れ──そして、ウサギ娘の相手だった。

　そんなことは知らないウサギ娘だが、守衛の巨大で毛むくじゃらな手が、意外にも器用にシロツメクサの花輪を編めることは知っていた。

　彼女の茜色の瞳は、興味津しん々しんとばかりにその手を眺め、さらには飽あきもせずにそれを摑んでいる長官の姉を見上げて口を開く。

「お姉様は、守衛さんの手がお好きなんですね」

「まーね。特に、肉球なんて悶もん絶ぜつものよ。あなたも触さわってごらんなさい」

「もっちりしてます」

「もっちりしてんのよ」

　促うながされるままに、ウサギ娘も守衛の片手を摑んでみる。

　ウサギの獣人の手は人間のそれと変わらず、体毛も濃こくなければ肉球もない。

　そんなウサギ娘と長官の姉の白い手が、ぶにぶにぶに、と無遠慮に守衛の肉球を揉みしだく。

「あ、あの……お二人とも、ちょっと……」

　守衛は困こん惑わくした様子ながらも、彼女達のたおやかな手を強引に振り解ほどくことはできないらしい。

　ただただ尖った耳を伏せて、どうかご勘弁を、と呟いた──その時だった。

「ただいま戻りました」

　その場に響いた涼すずやかな声に、三人、あるいは一人と二匹は同時に顔を上げた。

　それまで夢中で守衛の肉球を揉んでいたウサギ娘は、とたんにそれを放り出し、パタパタと門の方に駆かけ寄っていく。

　そして、そっと鉄の格こう子しに両手を掛けて口を開いた。

「──だんな様」

　門の向こうには、この屋敷の主である長官が立っていた。

〝だんな様〟

　ウサギ娘が長官をそう呼び始めたのは、とても自然なことだった。

　何しろ、長官の姉以外のこの屋敷の住人──守衛と家政婦と執事が揃って彼をそう呼んでいるからだ。

　ウサギ娘の現状は、衣い食しよく住じゆうを完全に長官に頼らざるを得えない。

　それまで母と一緒に青果店で生せい計けいを立て、母が亡なくなってからは一人で店を切きり盛もりしていた彼女は、誰かに頼り切る生活というものに戸と惑まどいを覚えていた。

　ゆえに、雇われているわけではないが長官を〝だんな様〟と呼び、彼が仕事に行っている間は家政婦や執事の雑ざつ務むを手伝うことにしている。

　ちなみに、ついさっき家政婦と一緒に焼いたイチゴのパイは、今夜の夕食後のデザートである。

　とにかく、少しでもこの屋敷に貢こう献けんし、当主である長官に報むくいたい。

　そうすることで、ウサギ娘は自分の中の秩ちつ序じよを保たもとうとしていた。

「失礼いたしました。すぐに開けます」

　長官の姉の手から獣の手を抜いた守衛も、閉まったままだった門まで慌てて駆け寄ってきた。

　ガシャンと重い音を立てて南なん京きん錠じようが外され、大きな鉄の閂かんぬきが引き抜かれて門が開く。

　長官は、徒と歩ほでそれをくぐった。

　普ふ段だんは、軍ぐん庁ちよう舎しやまで自らの車で通勤している彼だが、出しゆつ張ちようなどでそれ以外の場所に赴おもむく日は、ハイヤーを利用したり部下の送そう迎げいを受けたりする。

　今け朝さはまだ夜も明けきらぬ時間に、八の字髭の部長が車で迎えに来た。

　帰りもいずれかの部下の車かハイヤーだろうということで、ウサギ娘は屋敷の門の前まで長官を出迎えに来たのだ。

「だんな様、お疲れ様でございます」

「あなたもご苦労様です」

　長官は生き真ま面じ目めな守衛に労いの言葉を返した後、眦まなじりを緩めて視線を下げる。

「ただいま戻りました。随ずい分ぶん待たせてしまいましたか？」

「いいえ、だんな様」

　ウサギ娘がふるふると首を横に振ると、その頭上に突っ立つ二本のウサギ耳も大きく揺れた。

　その様子に、長官はますます愛いとおしげに目を細め、そっと片手を持ち上げて頰に掛かった彼女の髪を除のけてやる。

　すると、ウサギ娘は彼の手を避けようとはしなかったが、少しだけ身体を強こわ張ばらせた。

　ウサギ娘は、長官が自分を害がいさないということをもう理解していた。

　彼と顔を合わせることにも、会話することにも、随分と慣れてきた。

　ただし、触ふれられると──特に、獣人を象しよう徴ちようするウサギ耳、それに近い頭や髪に触れられると、どうしても身体が竦んでしまう。母の優しい手を彷彿とさせる長官の姉のたおやかな手でも、それは同じだった。

　一方で、毛むくじゃらで巨大な守衛の手に頭を撫でられるのは平気。

　つまり、ウサギ娘はまだ、〝人間の手〟が怖いのだ。

　ガチャン……

　門は、再び守衛によって閉じられた。

　長官はウサギ娘を屋敷の方へと促しながら、重い南京錠を閉めた守衛の手につと鉛色の瞳を向ける。

　その視線に気付いたらしい守衛と目が合った。

　すると長官は、傍らに立つウサギ娘の長い耳には聞こえないほどの小さな声で、ぽそりと独ひとり言ごとのように呟いた。

「……羨うらやましくなんかないですよ」

　彼はそのまま口を噤つぐみ、ウサギ娘と共にさっさと屋敷の中へと入っていってしまう。

「……え？」

　もちろん守衛は、何が何だか分からない。

　彼は赤い瞳をまん丸にして、遠ざかっていく長官の背中をただただ見送るばかりだった。

　とたんに隣から、くすくすと、長官の姉の笑い声が聞こえてきた。

「あーあ、おっかしいわねぇ。うちの弟は、羨ましいんですって」

「いえ、だんな様は羨ましくない、と……。いったい何のことでしょうか？」

「何って、あんたのこの手のことに決まってるじゃない」

「……手？」

　長官の姉はまだくすくすと笑いながら、訝いぶかしげな守衛の手を摑んだ。

「ウサちゃんが楽しそうに触ってたからでしょ。あんたのこの肉球を」

「はあ……」

　ぶにぶにぶに、とその肉球を揉みしだき、肉球と肉球の間の溝みぞに白い指を押し込んで、まるで恋人同士が指を絡からめるようにしてぎゅっと握り締める。

　そうして長官の姉は、並んで歩く弟とウサギ娘の背中を眺めて言った。

「うちの弟が何かを羨ましがるだなんて、初めてじゃないかしら。急に可愛くなっちゃって」

　守衛も瞳をいくらか瞬かせてから、彼女の視線を追う。

　ちょうど長官とウサギ娘が玄関の扉をくぐったところだった。

「ウサちゃんも可愛いし、あんたの手も可愛い」

「……」

　守衛は口を閉じたままだったが、ブンブンと大きく振られている尻尾が彼の気持ちを雄ゆう弁べんに物語っている。

　それを見た長官の姉は、うふふと笑って言った。

「可愛いものは、好きよ」




　屋敷の中に入った長官は、執事と家政婦に労いの言葉を掛けてから一階の居間へとやってきた。

　無言のまま軍服の上着を脱ぎ、近くの椅い子すの背に向かってバサリと投げる。
















　続いて解いたネクタイも、いささか乱らん暴ぼうに放り投げた。

「……っ！」

　とたん、背後でビクリと竦む気配を感じ取り、長官ははっと我われに返る。

　慌てて首を後ろに巡めぐらせれば、金色の毛に覆われた長い耳をぺたんと伏せ、ウサギ娘が俯いてしまっていた。

「あ、あのっ……」

　焦あせった長官は、今度は身体ごと振り返る。

　すると、ウサギ娘は茜色の瞳でおずおずと彼を見上げ、唇を震わせて言った。

「だんな様、何か怒っていらっしゃるんですか……？」

　その声は、すでに涙に濡れていた。

　長官は、うっかり彼女を怯おびえさせてしまった己おのれの不ふ甲が斐いなさを呪のろう。

「怒ってなどいませんよ。どうか、泣かないで」

　長官は慌ててそう告げると、とっさにウサギ娘を両腕で包み込んだ。

　とたんに、彼女の小さな身体は強張った。

　伏せたままの長い耳はぷるぷると震え出し、大きな瞳はぎゅっときつく閉じられてしまう。

　それでも、腕を振り払われなかったことに安あん堵どした長官は、彼女の震える耳に唇を寄せた。

「大丈夫……大丈夫ですよ……」

　ウサギ娘はやはりまだ人間の手が怖いし、長官に触れられると緊きん張ちようしてしまう。

　ただ、大丈夫大丈夫と繰り返す声が必死で、それでいてとても優しかったから、彼女はやがて身体の強張りを解いた。

　長官の白いシャツに顔を埋うずめたまま、すんと小さく鼻を啜すする。

　するとその時、あまり嗅かぎ慣れない──しかも、あまり嗅ぎたくない匂いを感じ取り、ウサギ娘はぱっと瞼まぶたを開いた。
















（──血の、におい……）

　獣人の嗅きゆう覚かくは、人間のそれよりも優れている。

　嗅覚だけではなく聴ちよう覚かくや視し覚かくも、ほとんどの獣人は人間よりも鋭かった。

　ウサギ娘の視界を覆う長官の白いシャツには、血の染みなど一いつ滴てきも見当たらない。

　彼がどこかに傷を負おっている様子も見受けられなかった。

（だんな様の血じゃない……）

　何となくそう分かって、ウサギ娘はひとまずほっとする。

　ただし、目の前の身体から血の匂いがするのは事実で、この日、長官の側で誰かが血を流したことは確かだろう。

　そこでふと、ウサギ娘の脳のう裏りに、つい先ほどまで一緒にいた守衛の姿が浮かぶ。

　彼や他の獣人を解かい放ほうするため、かつて長官率ひきいる獣人保護官達と国軍は、マフィアのアジトに突とつ入にゆうしたのだという。

　マフィアが大人しく降こう参さんしたとは思えず、おそらくは銃じゆう器きや刃は物もので抵てい抗こうしたであろう。

　怪け我がをした保護官や軍人もいたかもしれない。

　長官の肌を掠かすめた銃弾もあったかもしれない。

　あるいは──彼もまた誰かに傷を負わせたかもしれない。

　ウサギ娘は急に背せ筋すじが冷たくなったような気がした。

「怖がらせてしまって、申しわけありませんでした」

　長官の声は、相変わらず優しい調子でウサギ娘の鼓こ膜まくを揺らす。

　こんなに穏やかで優しい彼の毎日が、決して安あん穏のんとしているばかりではないのだと、ウサギ娘はこの時にはじめて思い知った。

　とたんに彼女の心の中で、漠ばく然ぜんとした不安が頭を擡もたげる。

　長官は今日、軍庁舎の代わりにどこに行っていたのだろう。

　車で送迎した部長と一緒に、どこかで獣人を保護したのだろうか。

　抵抗されて、やむなく力ずくで取り押さえたりしたのだろうか。

　その時誰かが怪我を負って血が流れたのだろうか。

　それとも、守衛の時のように、獣人を不当に扱う人間と戦ったのだろうか。

　気が付けば、ウサギ娘は長官の背に両腕を回し、彼にぎゅうとしがみついていた。

「すみません、本当に……」

　一方の長官は、先ほどの自分の態度が、まだウサギ娘を怯えさせているのだと思っていた。

　眉まゆを八の字にした情けない表情で、何度も謝しや罪ざいの言葉を繰り返す。

　ただし、ウサギ娘が自らしがみついてきたことで、いくらか気持ちは上うわ向むきになったらしい。

　長官はウサギ娘のふわふわの金髪に頰を寄せながら、実は、と打ち明けた。

「恥ずかしながら、少しばかり妬やきました」

「……やく？」

「嫉しつ妬と、したのです。守衛さんの……あの手に」

「守衛さんの手、ですか？」

　思ってもみない長官の告白に驚いたウサギ娘は、血の匂いも、それと縁深い彼の日常に対する不安も、一いつ時とき忘れた。

　白いシャツの胸元から顔を上げ、瞼をぱちぱちと瞬かせる。

　長官はそんな彼女を鉛色の瞳で見下ろしながら続けた。

「彼の手を、君が随分楽しそうに握っていたものですから……」

「えっ？」

「守衛さんは、ずるい……あの手は、反はん則そくですよね」

「……」

　ウサギ娘は今度こそ、両目をまん丸にして長官を見上げる。

　長官は、普段からあまり表情が豊かな方ではないが、この時はどこか拗すねているようにも見えた。

「肉球が……君に触れてもらえる守衛さんの肉球が、羨ましい」

「にくきゅうが、羨ましい……？」

　ウサギ娘は長官の言葉を口の中で転がす。

　確かに彼女は長官の姉と一緒になって、無遠慮に守衛の肉球を揉みしだいていた。

　それを、長官は羨ましいと言う。

　つまり彼は、守衛の手に触れるように、ウサギ娘が自分の手にも触れることを望んでいるのだ。

　その時、ウサギ娘ははたと気付く。

　自分と長官の今の格好──お互いの背中に両腕を回し合って、ぴったり隙間なくくっついていることに。

　もはや、手を触れるだの握るだのという接触レベルではないというのに、ウサギ娘はそれをもう少しも怖いとは思わなくなっていた。

「だんな様、手を……」

　ウサギ娘は左手だけをそろりと持ち上げ、長官の前に掌を掲かかげて見せた。

　長官は一瞬不思議そうな顔をしたものの、すぐにウサギ娘の思いを察さつした様子で、右の掌を掲げて見せる。

　二人の顔の前で、二つの掌が重なり合う。

　ウサギ娘は一つ深呼吸してから、そっと口を開いた。

「守衛さんの肉球は可愛らしいと思いましたけど……私、だんな様の手が好きです」

「!!　……本当ですか？」

　一瞬顔を輝かがやかせかけた長官だが、しかしすぐに用心深く探るように問う。

　ウサギ娘は自分の左手と、それと重なる長官の右手を眺めながらこくりと頷いた。

「だんな様の手は、優しいから……」

　たとえその手から、シャツよりも濃い血の匂いがしたとしても。

　それがもしかして、長官自身の血の匂いではなかったとしても。

　獣人保護庁長官としてのその手が、時に人間や獣人に厳しかったとしても。

　今はこんなに──まるで壊こわれ物を扱うかのように、おそるおそるウサギ娘に触れてくれた大きな手を、彼女はとても慕わしいと思った。

「だんな様の手が、好きです」

　ウサギ娘はもう一度、そう繰り返す。

　とたんに、長官の右手が彼女の左手を握り込んだ。

　もちろん、力ちから加か減げんを過って壊してしまうことがないよう、ふわりと、優しく。

　さらに、背中に残っていた彼の左手は、無言のままウサギ娘を抱き寄せる。

「あっ……」

　身体が強張ったのは一瞬で、馴な染じみ始めた温ぬくもりに、やがて彼女は落ち着きを取り戻した。

　ウサギ娘は、またもや長官の白いシャツに顔を埋めることになった。

　しかしシャツからは、血の匂いはもうほとんど感じられなくなっていた。

　その代わりに、わずかに甘酸っぱい香りがする。

　おそらくは、ウサギ娘が最初に顔を埋めた時に、香りが移ったのだろう。

「……甘い香りがします」

　長官が、すんと鼻を鳴らして呟いた。

「だんな様は、イチゴのパイはお好きですか？」

　ウサギ娘は彼の胸元からもぞもぞと顔を上げ、小さく首を傾げるようにして問う。

　その拍子に、ぴょこんと揺れた金色のウサギ耳に目を細め、長官はくすりと笑って頷いた。

「──ええ、好きですよ」

























































































































　ウサギ娘が与えられた部屋には、大きなクローゼットが作り付けられている。

　中身は、長ちよう官かんの姉と家か政せい婦ふがティーン向けのカタログ雑ざつ誌しから選んで買い揃そろえたウサギ娘の衣服。

　彼女がこの屋や敷しきにやってきた時には、すでにクローゼットはほぼ満まん杯ぱいになっていた。

　トップスやボトムスに始まりインナーまで、全てが用意されている。

　ウサギ娘は最初、それらを身に着けることを躊ちゆう躇ちよした。

　だが、せっかく買ったのに着てもらえないなんて悲しいと家政婦に泣き落とされ、気に入らないなら全部処しよ分ぶんしてまた同じだけ買い直すぞと長官の姉に脅おどされて、結局は受け入れざるを得えなかった。

　真新しい衣服を身に着けて丁てい寧ねいに礼を言うウサギ娘に、長官の姉と家政婦は満足げに笑って口を揃えた。

「いーのよ。私達は、ただ好き勝かつ手て選んだだけだから」

「支し払はらいは、全てだんな様よ」

　そういうわけで、ウサギ娘は屋敷に来た翌日の夕食の際さい、同席した長官に慌あわてて礼を言った。

　ただその時はまだ彼のことがよく分からず、怖こわくて目も合わせられなかったから、それから一週間後、シロツメクサ畑で打うち解とけた日の夕食の席で、ウサギ娘は改めていろんなことについて感謝を述のべた。

　長官の姉と家政婦それぞれの趣しゆ味みで揃えられた衣服は、田舎いなか町まちの伝でん統とう衣い装しように馴な染じんでいたウサギ娘にとっては斬ざん新しんなものが多かったが、彼女はどれもこれも気に入っていた。

　ただし、ボトムスはスカートばかりを身に着けている。

　それには獣じゆう人じんならではの理由があるということが、とある夜に明らかになり──その翌日。

　家政婦とキッチンに並んで昼食の後あと片かた付づけをしていたウサギ娘に、長官の姉が声を掛けてきた。

「ウサちゃん、ちょっとお出で掛かけするわよ」

「はい、いってらっしゃいませ」

「違う違う。あ、な、た、も、行、く、の」

「私も……？」

　膝ひざ丈たけの濃のう紺こんのシャツワンピースに白いベルトをし、デコルテを華はなやかなビジューネックレスで飾った長官の姉は、有う無むを言わさずウサギ娘をキッチンから連れ出して出掛ける支し度たくをさせた。

　ウサギ娘は戸と惑まどいつつも、言われるままに少しだけ華やかな衣服に着替える。

　首元には、真ん中に赤い石の入ったチョーカーを、長官の姉が着けさせた。

　靴くつも、柔やわらかいバレエシューズから膝までの編み上げブーツに履はき替える。

　ちなみに長官の姉の足元は、驚きよう異い的てきな高さのピンヒール。

　踵かかとの高い靴を履き慣れていないウサギ娘ならば、おそらく一歩も歩けないだろう代しろ物ものだ。

　支度が済むと、長官の姉はウサギ娘の手を引き、ピンヒールをカツカツ軽けい快かいに鳴らして玄げん関かんを出た。

　表門はすでに開いており、その横には守しゆ衛えいが立っていた。

「行ってくるわ。遅くなるようなら連絡する」

「畏かしこまりました。どうぞお気を付けて」

　守衛に見送られて、ウサギ娘は長官の姉に手を引かれたまま門をくぐる。

　屋敷の敷地から出るのは、ここに住まうようになってからは初めてのこと──実に、一ひと月つき半はんぶりのことだった。

　門の向こうには、先立って執しつ事じが呼んでおいたらしいハイヤーが止まっていた。

　長官の姉も車の免めん許きよを持っているが、ハンドルを持つと血が滾たぎって危険──主おもに、周囲の車が──という理由から、運転は自じ粛しゆくしているという。

　ハイヤーの運転手は馴染みらしく、愛あい想そのいい笑みを浮かべて後こう部ぶ座ざ席せきの扉を開いたが……

「いつもご贔ひい屓きいただきありがとうご……」

　彼は、長官の姉に連れられて現れたウサギ娘を目にしたとたん、ぽかんと口を開けたまま固まった。

　思えばこれが、ウサギ娘が獣人として一いつ般ぱん人じんの目に晒さらされ、自分が異い形ぎようの者と認にん識しきされることを自覚した初めての瞬しゆん間かんだった。

　長官に保ほ護ごされた初日に国こく軍ぐん庁ちよう舎しやを訪れた際は、ウサギ娘はまだスカーフでウサギ耳を隠かくしていたし、屋敷で出会った長官の姉、執事や家政婦は、そもそも最初から彼女に好こう奇きの目を向けたりはしなかったのだ。

　ハイヤーの運転手は、長官やその姉と同じ年頃の若い男だった。

　長官の姉は呆ぼう然ぜんとしている彼にかまわず、ウサギ娘を促うながして後部座席に乗り込む。

　そこでようやく我われに返った運転手も、慌てて運転席に戻った。

　しかし、バックミラー越しにちらちら見られているのが分かり、ウサギ娘は居い心地ごこちが悪くなる。

　自然と顔は俯うつむき、金色のウサギ耳はしゅんと項うな垂だれてしまった。

　すると、並んで座っていた長官の姉が小さくため息をついたかと思ったら、コホンとわざとらしい咳せき払ばらいをした。

「この子が可か愛わいいからって、あんまりじろじろ見ないでちょうだいよ」

「ああっ、これはたいへん失礼しました！」

「そんなに物もの欲ほしそうな顔をしても、あげないわよ」

「はははっ、それは残念です」

　長官の姉の言葉で、運転手は自分がウサギ娘に不ぶ躾しつけな視線を送っていたことに気付いたようだ。

　彼は慌てて前を向き直し、エンジンキーを回しつつ尋たずねた。

「本日はどちらに参りましょうか？」

　それに対し、長官の姉はゆったりと背もたれに身体からだを預あずけ、「中央まで」と答えた。




　あらゆるものが集まる首しゆ都との中央。

　そのさらに中心には、獣人から覇は権けんを奪うばい取ってこの国に君くん臨りんした人間の末まつ裔えい──王族が住まう王宮が立っていた。

　王宮の外周を囲うように大きな通りがあり、それに沿そって獣人保護庁が入った国軍庁舎、行ぎよう政せい官かん庁ちようや司し法ほう官庁の庁舎、国こつ会かい議ぎ事じ堂どうなどといった中央政府の建物が並んでいる。

　ここは、元首である国王が憲けん法ぽうに則のつとって政治を行う、立りつ憲けん君くん主しゆ制せいの国こつ家かである。

　国王は首しゆ相しようを従したがえて国こく政せいを行うと共に、国軍においては元げん帥すいの地位にあり、それに続く軍上位の多くも王族が占しめていた。

　国王は世せ襲しゆう制せいのため、今もまだこの国を動かしているのは王族であると言えよう。

　現在のところ周辺各国との関係も良りよう好こうで、平和な世で繁はん栄えいを続ける国家に不満を覚える国民は少ない。

　王宮を囲うようにして立つ国家機き関かんの周辺には、様々な企業のビルや複ふく合ごう施し設せつがひしめき合い、この国のみならず大陸中の経済の拠きよ点てんとしても賑にぎわっている。

　そんな街の一いつ角かくで、長官の姉はハイヤーを停めさせた。

「一時間ほどしたらここに迎えに来てちょうだい」

「畏まりました」

　長官の姉は運転手とそんなやりとりをしてから、ウサギ娘を連れてハイヤーを降りる。

　とたんに、すぐ目の前の交差点を横おう断だん中ちゆうのビジネスマン風の男性に二度見され、ウサギ娘はきゅっと唇くちびるを嚙かんで俯いた。

　へなへなと垂たれ下がったウサギ耳に、あちこちから視線が突つき刺ささるのを感じる。

　きゅっと縮こまった彼女の肩を、指先を赤いネイルで彩いろどった長官の姉の片手が抱き寄せた。

「おいで」

　彼女はピンヒールをカツカツ鳴らしながら歩道を進み、歩ほ幅はばの違うウサギ娘は自然と小走りになる。

　やがて、長官の姉はとある扉の前で立ち止まり、取とっ手てに手を掛けた。

　チリン、チリリン……

　扉が開くと同時に響ひびいた可愛らしい鈴すずの音に、ウサギ娘の耳がピクリと反応する。

　顔を上げてみれば、扉の上部から細い革かわひもが垂れ下がり、その先ではアンティークな風合いのアイアンベルがスズランのように連なって揺ゆれていた。

　長官の姉がウサギ娘を内側に押し込んで扉を閉めれば、ベルはまたチリリンと鳴って訪問者を知らせる。

「いらっしゃいませ」

　ベルの音に呼ばれて、奥から一人の女性が現れた。

　とっさに、長官の姉の背中に隠れつつ、ウサギ娘はちらちらと辺りを見回す。

　そうして、ここがどうやら小さな商店──それも、衣服や装そう飾しよく品ひんを取り扱あつかうブティックであることに気が付いた。

　店内に置かれたラックやシェルフ、ワゴンなどといった什じゆう器きの上には綺き麗れいに畳たたまれた衣服が並び、側そばにはトルソーも立っている。

　ショーケースやウォールシェルフには靴や装飾品も置かれていた。店の奥の方にはカーテンで区く切ぎられたフィッティングルームも見受けられる。

　ウサギ娘が生まれ育った田舎町にも洋服屋くらいはあった。

　しかし彼女は、長官の姉がチョーカーの後ろに触ふれてきたのにも気付かぬほど、洗せん練れんされた店内の様子にしばし見み蕩とれてしまう。

「あらあら、可愛らしいウサギさんをお連れですこと」

　すると、先ほどのベルの音を聞いて店の奥から現れた女性が、微笑ほほえみながらそう言った。

　ハイヤーの運転手や街行く人々のように、ウサギ娘に驚おどろく風も不躾な視線を寄よ越こすこともない。

　女性はこの店のオーナーであるらしく、ウサギ娘の亡なき母よりもいくらか年上に見えた。

「本日はどのようなものをお探しですか？」

　ウサギ娘が物もの珍めずらしそうに店内を眺ながめている中、オーナーが長官の姉に尋ねる。

　長身でスタイルのいい長官の姉はどんな衣服でも着こなしそう。彼女の買い物に付き合うのは楽しそうだ、とウサギ娘はワクワクし始めていた。

　ところが……

「この子に合うものを何点か見み繕つくろってくれるかしら」

「畏まりました」

　長官の姉とオーナーはそう言い交かわすと、ウサギ娘を店の奥へと連れていき、有無を言わさず下着姿に剝むいてしまった。

「えっ……あ、あの……？」

　メジャーを取り出したオーナーが、戸惑う彼女の身体のサイズをてきぱきと測はかっていく。

　というのも、このブティックというのが実は、数少ない獣人専用のアパレルブランドの店だったのだ。

　自分の衣服を作るためにこの店に連れてこられたのだと、ここでようやく気付いたウサギ娘は、側のソファに座って眺めている長官の姉に慌てて言った。

「お姉様、あのっ、私……服はもう、クローゼットにたくさんいただいてますから……」

「あれは、あなたが〝ウサギちゃん〟だってことを失しつ念ねんして買ってたものもあるから、手直しが必要よ。当面着るものに困らないよう、今日はこの店でいくつか揃えましょう」

「で、でも、あの……」

「あなたは細かいこと気にしないでいーし、遠えん慮りよなんて何一つしないでいーの。服を着るのが嫌きらいなわけじゃないでしょ？」

　そう言われてしまうと、ウサギ娘は何も言えなくなってしまう。彼女だって年頃の女の子だ。洋服もお洒しや落れも嫌いなはずがないのだから。

　獣人向けのブティックは、扱う物が物だけに、基本的にはオーダーメード。

　ただ、ウサギ娘のような人間の少女とほとんど変わらない体型の場合は、人間用の既き製せい品ひんを獣人用に手直しする、というサービスも行われているらしい。

　長官の姉はウサギ娘に、オーナーが差し出してきたカタログから好きなデザインや色を選ばせ、スカートやパンツ、それに下着までも幾つか注ちゆう文もんした。

「気に入ったものがあったら持っておいで」

　さらに長官の姉は、ウサギ娘に店内をじっくり物ぶつ色しよくするよう勧すすめてくれた。

　もちろん、ウサギ娘にはこれ以上、何かを買ってもらうつもりなどない。

　ただ、オーナーが長官の姉にお茶を振る舞い始めたため、彼女がそれを飲み干ほす間だけ店内を見て回ることにした。

　陳ちん列れつ台だいには様々な服ふく飾しよく品ひんが並んでいた。

　耳が出せる仕し様ようになった帽ぼう子しや、尻尾しつぽを出す穴が作り付けられているボトムスなど、よくよく見てみれば確かに人間用とは少し違った縫ほう製せいになっている。

　獣けものの手の形をしたシルクの手て袋ぶくろを見つけた時に、ウサギ娘は思わず、守衛がそれを着けている姿を想像してしまった。

　そんなウサギ娘はふと、店の壁かべ際ぎわに置かれたトルソーの前で立ち止まる。

　そして、それが纏まとう衣服──赤い無む地じのワンピースをじっと見つめた。

　シンプスなＡラインのスタイルで、装飾と言えば左寄りの襟えりぐりに付いたリボンのみ。ただ、ビビットな赤色がとにかく印象的で、そのワンピースは一いつ瞬しゆんにしてウサギ娘の心を奪ってしまった。

「それさぁ、可愛いでしょ。私のおススメ」

「えっ？」

　突然背はい後ごから掛かった声に驚き、ウサギ娘は慌てて赤いワンピースから視線を引き剝はがす。

　ばっと後ろを振り返ってみれば、さらなる驚きが彼女を待ち受けていた。

「えっ……み、耳っ……？」

「何、びっくりしてんのよ。耳はあんたの方がスゴいじゃない」

「し、しっぽが……!?」

「尻尾は……私のほうが断だん然ぜんスタイリッシュよね」

　そこに居たのは、ウサギ娘と同じ年頃の少女だった。

　しかも、彼女と同じく人間ではなかった──獣人だった。

　艶つややかな黒髪に包つつまれた頭から、黒い毛を纏った三角形の耳が生はえている。黒いサスペンダー付きショートパンツの後ろからは、同じく黒い毛に覆おおわれた長い尻尾が伸びていた。

　少しばかり目め尻じりのつり上がった勝ち気そうな瞳ひとみは、薄うすい青色をしている。
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　そんな彼女の姿を見て、ウサギ娘の頭に思い浮かんだのは……

「ネコ……さん、ですか？」

「そうよ、ウサギ」

　黒いネコの獣人──ネコ娘は、このブティックのオーナーの元で暮らしているらしい。

　つまり彼女は、獣人ブティックの看板ネコというわけだ。

　ウサギ娘にとっては、守衛に続いて出会った二人目の獣人。しかも、同年代で同性となれば、とたんに親しん近きん感かんを覚える。

　店の奥では、長官の姉とオーナーがお茶を飲みながら話に花を咲かせていた。

　ネコ娘は薄青色の瞳でそれをちらりと見てから、ウサギ娘に顔を寄せて囁ささやく。

「ねえ、ウサギ。あんたの飼い主、アレ何者？」

「えっ？」

「随ずい分ぶん若い女じゃない。あの年で獣人を飼うなんて、いったいどれほどのセレブなわけ？」

「せれぶ……？」

　蓮はすっ葉ぱな相手の言葉遣いに面めん食くらいながら、ウサギ娘は首を傾かしげる。すると、ネコ娘は呆あきれたような顔をして続けた。

「あんた、まさか知らないの？　獣人は稀き少しようだから、所しよ有ゆうを許されてんのはごく一部の選ばれた人間だけなのよ。たとえば、うちのママみたいな資し産さん家かとかね」

〝うちのママ〟というのは、ネコ娘を所有しているオーナーのことらしい。

「うちのママは議員の娘だし、旦だん那なは官かん僚りようだし、そんじょそこらの成なり金きんとは違うのよ。だから、私を所有できてんの」

　ウサギ娘はネコ娘の話にふんふんと相あい槌づちを打ちながら、彼女はオーナーのことが好きなのだろうと思った。長官の姉のことを尋ねておきながら、ウサギ娘からその答えを聞くよりも先に、オーナーの自じ慢まん話ばなしをするのに夢む中ちゆうなのだから。

　ネコ娘は、同性のウサギ娘から見ても美しい獣人だった。

　年を尋ねてみればやはり同い年だったが、ウサギ娘よりも頭一つ分背が高く、手足が長くて大人っぽい。ブティックの看板ネコらしく、着用している尻尾を外に出せる仕様のショートパンツも、もちろんオーナーがデザインしたものだという。

　そんなネコ娘は、先ほどウサギ娘が目を奪われていた赤いワンピースをトルソーから脱がし始める。

「あんた、このワンピース試着してみたら？　合わないところがあれば、うちのママがささっとお直ししてくれるわよ」

「いえ、でも……」

「あのさぁ、あんた。変に遠慮ばっかりしてると、あんたの飼い主がケチなんだと思われるわよ？　あの女の顔に泥どろを塗ぬっていいの？」

「えっ……」

　思ってもみないネコ娘の言葉に、ウサギ娘はぎょっとして固まった。

　それを見てこっそりほくそ笑む、営業上手な看板ネコ。

　ところがその直後、突然店の扉が乱らん暴ぼうに開かれ、チリリン、リリリン、といやにけたたましい音を立ててドアベルが揺れる。

　そうして店内に飛び込んできた小さな影を見つけたとたん、ネコ娘の表情が凍こおり付いた。

「ママー！」

　現れたのは、白いシャツに灰色のベスト、黒い短パンを履いた小さな男の子だった。

　ママと叫さけんでオーナーに突とつ進しんしていったことから察さつするに、彼女の息子むすこだろう。

　男の子に続いて若い女性が一人扉をくぐり、オーナーに向かって申しわけなさそうに言った。

「奥様、すみません。幼よう稚ち園えんからお屋敷に戻ろうとしたのですが、坊ぼつちゃまがどうしても奥様のお店に行きたいとおっしゃって……」

　若い女性は、幼稚園が終わってからオーナーが帰き宅たくするまでの間、男の子の世話をするベビーシッターらしい。男の子のわがままを諫いさめられなかったらしい彼女に、オーナーは呆れた顔をして言った。

「あらあら、仕し方かたがないわねぇ。いいわ、この子はこのまま店で遊ばせておくから、あなたは今日はもう帰ってちょうだい」

「申しわけありません……」

　ベビーシッターはそのまますごすごと店の扉を出て行った。

　一方、自分の主しゆ張ちようを通してご満まん悦えつな様子の男の子は、今度はネコ娘に突進してくる。

「ただいまっ！」

「お、おかえりなさい」

　男の子は顔を強こわ張ばらせているネコ娘に飛び付くと、いきなり彼女の尻尾をむんずと鷲わし摑づかみにした。

「お客様がいらっしゃるから、お行ぎよう儀ぎ良くね」

　オーナーは男の子にそう声を掛けるだけで、ネコ娘への仕し打うちを叱しかる素そ振ぶりもないまま、一度店の奥へと引っ込んでしまう。

　そのため、「はーい」とお利り口こうな返事をしながら、男の子はなおもネコ娘の尻尾を引っ張った。

「……っ」

　ネコ娘が顔をしかめる。当然だ。尻尾を引っ張られると痛いのだ。

　けれど、ネコ娘は「やめて」とも「いやだ」とも口にすることなく、唇を嚙み締しめて耐たえている。

　ウサギ娘はどうしたらいいのか分からず、ネコ娘と男の子を見比べておろおろとするばかりだった。

　そんな中、男の子の瞳が彼女にも向けられた。

「うわあ！　ウサギだぁ！　かわいいっ!!」

　男の子は目を輝かがやかせて叫ぶ。

　そして、ようやくネコ娘の尻尾を離したかと思ったら、今度はウサギ娘に突進してきたではないか。

　彼は側にあったディスプレイ用のソファに土ど足そくで駆かけ上がり、迷うことなく小さな手を伸ばす。

　ウサギ娘はとっさに後ずさろうとしたが、一歩遅かった。

「──っ、やっ……!?」

「耳ながーい！　ふわふわー!!」

　男の子の手はウサギ娘の耳を摑つかみ、ぎゅうと容よう赦しやなく引っ張った。

　ウサギの耳は、毛もう細さい血けつ管かんがたくさん通っているとても繊せん細さいな器き官かん。

　それはウサギの獣人であるウサギ娘にとっても同じで、大事な耳に乱暴をされるのはとても恐おそろしいことであるし、強く摑まれれば当然ひどく痛むのだ。

「ひっ……い……っ」

　あまりの恐きよう怖ふと痛みに、ウサギ娘はろくに悲鳴を上げることもできないまま、目の前が涙で滲にじむ。

　その直前、真っ青な顔をしておろおろしているネコ娘の姿が視界の端はしに入った。

「ねえねえ、耳動かしてみてよ。幼稚園にいるウサギさんみたいに、プルプルッてしてみて」

　男の子は、とにかく無む邪じや気きだった。

　そして、利り己こ的てきで残ざん酷こくで無む知ちであった。

　しかし、その時だった。

「──やめなさい」

　凜とした声が、意識が遠のきかけたウサギ娘の耳にも届いた。

　声の主ぬしは長官の姉。

　それは、ウサギ娘が初めて耳にする、彼女の厳しい声だった。
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「……はあ」

　時刻は、午後四時半を回ったところ。

　場所は、国軍庁舎の十六階、獣人保護庁の事務所。

　そして、フロアの一番奥の席でため息をついたのは、若き長官その人である。

　今日は朝から庁舎内で書類の処しよ理りに追われていた長官だが、どうにも様子がおかしかった。

　元がん来らい真ま面じ目めな性格なので、仕事はてきぱきと滞とどこおりなくこなしているが、時とき折おりデスクの上に頰ほお杖づえをついてはため息を繰り返している。

　少し長めの前髪の下で切れ長の瞳を伏せた表情は、哀あい愁しゆうを漂ただよわせると同時にどこか艶めいて見えた。

　元より、端たん整せいな顔立ちの彼のこと。

　その憂うれいを帯おびた表情に思わずドキリとしてしまっても、部下達に罪つみはないだろう。

　とはいえ、長官が見た目通りの優やさ男おとこではないことを彼らはよくよく知っている。

　長官が実は、自分達が束たばになって掛かっても敵かなわないほどの剛ごう腕わんの持ち主でもあることも、時には国軍大たい将しようのみならず、元帥たる国王陛へい下かまでをも凄すごみを利きかせて屈くつ従じゆうさせることができるのも、部下達──獣人保護官の面々は知っていた。

「はああ……」

　そんな敬けい愛あいすべき最強の長官が、もう何度目かも分からないようなため息をついた。

　見かねた保護官達の代表として、ついに一人の男が長官のデスクの前に立つ。

「長官、今日はどうなさいました。何か、悩み事でもおありでしょうか？」

　穏おだやかな声でそう言って、温かいカフェオレが入ったカップを差し出したのは、白くなった髪を七三に分けた定年間近の事じ務む官かんだった。いつでも温おん和わな笑みを絶たやさない彼は、獣人保護庁の癒いやしとして後こう輩はい保護官達にも慕したわれている。

「もしかして、ウサギのお嬢じようさんのことでお悩みですかな？」

「……はい」

　事務官がにこにこしながら続けると、長官は彼からカップを受け取りつつ、少しばかり気まずげな様子で頷うなずいた。

　とたんに、耳を澄すまして長官と事務官のやりとりを聞いていた保護官達が騒さわぎ出す。

　なんだ、どうした、何があった、と一いつ斉せいに長官のデスクの前に集まってくる。

　獣人とのガチンコ勝負は厭いとわないが、書類仕事はできる限り遠慮したいと思っている屈くつ強きような男達が、ここぞとばかりペンを放り出した。

　いつもならばこんな時、書類仕事も大切ですよと注意をする長官までも、この日はペンを置いてしまう。

　そうして彼は、自分のデスクの周りに集合した無ぶ骨こつな面々を見回して、またもやため息をつきつつ問うた。

「ウサギの獣人について……みなさんはどれほどご存ぞん知じですか？」

「ウサギの獣人……ですか？」

　保護官達は顔を見合わせる。

　この時、彼らの脳のう裏りに浮かんだのはもちろん、一月半前に長官自みずからが保護し、そのあと正式な許きよ可か証しようを得て後こう見けんすることになったウサギ娘の姿だった。

「とにかく可愛らしいですよね。あの大きな瞳で見つめられると、頰ほおの筋きん肉にくがゆるゆるになります」

「耳がもっふもふで、髪がふっわふわで、ほっぺがピンク色で……あー、もう、食べたら甘あまそう！」

　真っ先に口を開いたのは、次じ長ちようと部長だった。

　出張などの際に長官を自宅まで迎えにいくことのある二人は、ウサギ娘と顔を合わせることが多々ある。

　一方、手続きのために獣人保護庁に来た初日以来彼女と会っていない主しゆ任にんや事務官、その他の保護官達は、次長と部長を羨うらやましそうに見ながらも、記き憶おくを辿たどりつつ口を開いた。

「ウサギの耳って、感情に左右されるみたいでしたね。あの時は怯おびえてたからか、スカーフの下でペタッて垂れてて可愛かったなぁ～」

「従じゆう順じゆんすぎて、少々痛いた々いたしくも見えましたな。たいそう庇ひ護ご欲よくがかき立てられます」

　主任と事務官がそう告つげれば、他の保護官達が一斉にうんうんと頷く。

　すっかり顔を緩ゆるませてしまった部下達を見回して、長官は少しだけ眉まゆ根ねを寄せた。

「彼女個人のことではありませんよ。ウサギの獣人全ぜん般ぱんの話です」

　するとその時、デレデレ顔をはっという表情に変えた主任が、慌てて口を開く。

「ウサギの獣人は、あの長い耳に目が行きがちですが……尻尾って、あるんですかね？」

「尻尾!?」

「しっぽ？」

「シッポ……」

　保護官達は互いに顔を見合わせ、それから一斉に長官を見る。

　すると長官は、少しだけ逡しゆん巡じゆんしてから答えた。

「実は……ある、らしいのです」

　まじっすか!?　うわぁ、見たい！　と保護官達が騒ぎ立てる。
















　獣人に尻尾があるのは何も珍しいことではなく、むしろほとんどにあると言っても過か言ごんではない。

　とはいえ、衣服を着ている限りやたらと見えるものでもないのだ。

　今度は次長が長官に問う。

「らしい、とおっしゃるということは……長官ご自身は彼女の尻尾をご覧らんになったわけではないのですか？」

「……ええ。昨夜、彼女と一緒に風ふ呂ろに入った姉が見たのです」

　それを聞いた保護官達の脳裏には、美しくて最強な長官の姉の姿が浮かんだ。

　さらに、魅み惑わく的てきなプロポーションの長官の姉と、ちまっ、ふわっとしたウサギ娘がお風呂で背中を流し合っている光景を想像し、またもや保護官達の頰が緩む。

「……こほん」

　珍しく不ふ機き嫌げんな顔をした長官が、わざとらしい咳払いををする。

　保護官達は慌てて表情を取とり繕つくろおうとしたが……

「……耳と同じ毛色の、小さな尻尾らしいんですよ」

　そう言って宙ちゆうを睨にらんだ長官を目にしたとたん、保護官達の表ひよう情じよう筋きんは完かん璧ぺきに弛し緩かんしてしまった。

　彼らは、ああ、なるほど、と頷いた。

　姉が見たというウサギ娘の尻尾を、長官も見たいのだろう、と合が点てんがいった。

　そして、ぜひとも自分達もウサギ娘の可愛い尻尾を見てみたい、と思った。

　獣人保護庁の心は、一つになった。

　──その時だった。

「こんにちは」

　男ばかりのフロアに、突とつ如じよ鈴を転がすような声が響いた。

「──!?」

　長官のデスクを囲っていた保護官達が、一斉に扉の方を振り返る。

　いつの間にか大きく開いていた扉の向こうに、女性が二人立っていた。

　一人は、長官と同じ緋ひ色いろの髪と鉛なまり色いろの瞳をした、すらりと背の高い美しい女性。長官の姉である。

　そしてもう一人は、ふわふわの金きん髪ぱつと長い耳、茜あかね色いろの瞳をした小こ柄がらな少女──彼女こそが、獣人保護庁の心を一つにしたウサギ娘であった。

　愛らしい声の主は、もちろん後こう者しやである。

　フロアの奥──保護官達の人垣の向こうに長官の姿をみとめると、彼女はふわりと微笑んだ。

「だんな様」

　慕わしげに長官を呼んだウサギ娘が、彼に向かってたっと走り出そうとする。

　ところが、彼女はすぐにくんと後ろに引かれてたたらを踏ふんだ。

　それを目にした長官が、椅い子すを倒さんばかりの勢いきおいで立ち上がり、珍しく声を荒あららげる。

「姉さん、早く！　放してやってください!!」

「うっるさいわねぇ、分かってるわよ」

　長官の姉は苦く笑しようしながら、ウサギ娘のチョーカーに掛けていた留とめ具ぐを外はずしてやる。

　留め具は革のリードを繫つなぐもので、リードの先は長官の姉の手に握にぎられていた。

「お姉様、ありがとうございます」

「うん」

　リードを外されたウサギ娘は、にこりと微笑んで長官の姉に礼を言うと、駆け寄ってきた長官に向き直った。

「何だっていきなり、ここに……？」

　長官はウサギ娘を引き寄せて、リードに繫がれていた首を撫なでてやる。

　質問に答えたのは、彼の姉だった。

「ショッピングに来たついでに寄ったのよ。ほら、この子のクローゼットに揃えてたボトムスは、どれも尻尾を出す穴がなかったじゃない。窮きゆう屈くつな思いをさせるの嫌いやだから、幾つか新しく買ったわよ」

「買うのは別にかまいませんが、通つう販はんがあるでしょう。わざわざ彼女にこんな思いをさせてまで、屋敷から連れ出さなくても……」

　長官は咎とがめるような目で姉を見つめながら、ウサギ娘の首についていたチョーカーまで外してしまう。

　彼は、ウサギ娘にリードを着けられていたことを腹はら立だたしく思っているようだった。

　そんな弟に呆れた顔を向けながら、長官の姉が腰に手を当てて言い返す。

「屋敷の中ばかりに居ては退たい屈くつだから、連れ出したのよ。リードは仕方がないわ。これは、獣人であるこの子を守るためのものだって、あんたも分かってるでしょ」

「ですが……」

「リードの先を握る人間がいれば、獣人は堂々と出歩くことができる。人間の管かん理り下かにあると証しよう明めいされている限り、獣人は人間に理り不ふ尽じんな仕打ちを受けることがない。そういう法ほう律りつ作らせたのは、あんたら獣人保護庁でしょうが」

「……」

　姉の言葉に、長官はついに口を噤つぐんだ。

　彼女の言う通り、人間に保護された獣人の扱いや権利を法律化させたのは、獣人保護庁である。

　人間が支配するこの国において、獣人はリードを受け入れることで害がい意いがないことを証明し、逆にリードのないまま街をうろつく獣人は野の良ら犬いぬと同じ扱いになる。それこそ、長官率ひきいる獣人保護官達の出番となるわけだ。

　とはいえ長官は、生まれてから十五年間人間と同じ生活をしてきたウサギ娘に、今さらリードを着けさせるのが忍しのびなかった。

　だからこそ、リードが必要になるような場所へ、彼女を連れ出すことがなかったのだ。

　それでなくても世間は、獣人を一部の特とつ権けん階かい級きゆうの愛あい玩がん物ぶつと認識している。

　稀少な彼らを巡めぐる非ひ合ごう法ほうな取り引きが行われることも少なくはなく、獣人が誘ゆう拐かいされたという話も時折紙面を騒がせる。

　オオカミの獣人である守衛のように自じ衛えいの術すべがあるならばまだしも、小さくか弱いウサギ娘が少しでも危険に晒されるのが、長官は耐えられないのだ。

「とにかく、姉さんは勝手な真ま似ねをなさらないでください」

　長官はそう言って姉を睨み付けた。

　彼の腕の中では、ウサギ娘が長官とその姉の顔をおろおろと見比べている。

　長官のデスクを囲った保護官達も、姉きよう弟だいのやりとりを固かた唾ずを吞のんで見守っていた。

　しかし、時には国王陛下の背せ筋すじさえも正させる男であろうと、姉にとってはただの弟。

　長官の姉はふんと鼻で笑い、リードを持っていない方の手をひらひらさせて言った。

「ぐちぐち文もん句くを言うのはそのくらいにして、そろそろその子の格かつ好こうをよく見てご覧なさいな」

「え……？」

　姉の言葉に、長官は改めてウサギ娘を見下ろした。

　とたんに、彼ははっと息を吞み、鉛色の瞳を大きく見開く。

　保護官達もウサギ娘の姿に注目し、一斉に両目をまん丸にした。

「あの……だんな様、似合いますか？」

　ふわふわのウサギ娘が、頰をピンク色に染めて首を傾げた。

　それだけでも、もう身み悶もだえしそうなほど愛らしい。
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　この時、ウサギ娘が身に纏っていたのは、シンプルなＡラインのワンピース。

　装飾と言えば左寄りの襟ぐりに付いたリボンのみ──そう、これは、ウサギ娘が長官の姉に連れて行かれた獣人専用のブティックにディスプレイされていた、あの赤い無地のワンピースである。

　丈は膝上と少し短い気がしないでもないが、膝までの編み上げブーツを履いているため、肌の露ろ出しゆつは多くはない。

　ところが、獣人ならではのとある部分が、長官や保護官達の目を釘くぎ付づけにしてしまう。

　長官が、どこか呆然とした様子で呟つぶやいた。

「……尻尾が……」

　そう、尻尾。

　長官の姉が昨夜風呂で見たと言ったウサギの尻尾が──長官に一日中ため息をつかせる要よう因いんとなった、金色でふわふわの尻尾が──ウサギ娘の赤いワンピースのお尻の部分から、ちょこんと顔を出していたのである。

　とたんに、フロアの奥からいくつもの声が上がった。

「うわぁあ、かわいいっ……!!」

「ぴ、ぴるぴる……ぴるぴるしてるっ……!!」

「ちょ、ちょっとだけ！　ちょっとだけ、もふらせてくださいっ!!」

　厳いかつい面をデレデレに蕩とろけさせた保護官達が、屈強な身体を捩よじって悶もだえている。

　その迫はく力りよくに驚き、ついでに少しばかり怯えたウサギ娘が、長官の袖そで口ぐちをきゅっと摑んだ。

　すると、しばし黙り込んでいた長官が、いきなり軍ぐん服ぷくの上着のボタンを外し始める。

　かと思ったらそれを脱いで、長官のバッジをつけたままウサギ娘に着せてしまった。
















「あの、だんな様……？」

「ちょっと、何するのよ。せっかく可愛い格好させたのに」

　ウサギ娘はきょとんとして瞳を瞬まばたかせ、長官の姉は不満げに口を尖とがらせる。

　そんな二人に対し、長官は難むずかしい顔をして、「いけません」と告げた。

「屋敷の敷地内ならともかく、外出先で尻尾を晒すだなんて無む防ぼう備びが過ぎます。よからぬ連中に目を付けられたら、どうするんですか」

　責せめるような言葉は、ウサギ娘ではなく姉に向けたものだった。

「普ふ段だんからウサギ耳は放り出してるのに、今さらでしょ。それに、よからぬ連中なんぞ、返り討うちにしてやるわよ」

　弟に次つぐ剛腕と噂うわさされる長官の姉が、手の指をボキボキ鳴らしながらそう言うが、長官は難しい顔のままだ。

　そんな彼をおずおずと見上げ、ウサギ娘が口を開く。

「だんな様……私、似合っていませんか？」

　大きな瞳をうるんと潤うるませて不安げな顔をする彼女に、長官は慌てて首を横に振った。

「いいえ、とても似合っていますし、とても可愛らしいですよ。だから余計に、隠してしまいたくなるんです」

　だって、ほら。私は嫉しつ妬と深ぶかいですから……。

　長官が、長いウサギの耳に口を寄せてそう囁く。

　彼が守衛の肉にく球きゆうに嫉妬したことがまだ記憶に新しいウサギ娘は、涙を引っ込める代わりにほんのり頰を染めた。

　ウサギの尻尾が早そう急きゆうに隠されてしまって、最初は残念そうにしていた保護官達も、彼女につられるように頰を赤らめる。

　長官の上着は、肩は落ち、袖はたっぷりと余り、とにもかくにも小柄な少女には大き過ぎ──つまるところ保護官達は、ブカブカの上着を羽は織おったウサギ娘に盛せい大だいに萌もえたのであった。

「あれが、世に言う〝彼シャツ〟ですか」

「いや、〝彼ジャケ〟だろ」

　次長と部長がヒソヒソと囁き合う。

「軍服ってところが、また萌えポイント高いっスね！」

「あの下に可愛い尻尾が隠れていると思うと、たまりませんなぁ」

　主任と事務官がそう言って笑みを交わす。

　そんな保護官達の熱い視線を背中に受けながら、長官はウサギ娘に着せた上着の両袖を丁寧に折り上げて手の先が出るようにしてやりながら、傍かたわらに立っていた姉に声を掛けた。

「今日の買い物の支払いは私がしますので、後で請せい求きゆうしてください」

「うん、まあ、注文した分はね。ただし、そのワンピースはもらった物だから、お代は必要ないわ」

「もらった？　たくさん注文する代わりに、サービスしてくださったんですか？」

「うーん、ちょっと違うわ。強しいて言うなら……慰い謝しや料りよう、かな？」

　姉の言葉に、長官は訝いぶかしい顔をして問うた。

「慰謝料──？　何か、あったんですか？」




　獣人用ブティックにて、ウサギ娘に暴ぼう虐ぎやくを働いた小さな男の子。

　長官の姉が、やめなさい、と声を掛けた時、彼はきょとんとした顔をした。

　何をやめろと言われたのか、何な故ぜ厳しい声を掛けられたのか、皆かい目もく見けん当とうがつかないという様子だった。

　長官の姉は仕方なく、ウサギ娘の耳から彼の手を強ごう引いんに引き剝がし、自分の耳をトントンと指で突つつきながら告げた。

「ちょっと、君。自分の耳をぎゅっと抓つねってごらん。痛くなぁい？」

「……いたい」

「でしょう。この子だって痛かったわ。それに、急に乱暴されて怖かったと思うの」

「ウサギさんも、ぼくみたいに痛いの？　ぼくのこと、こわかったの？」

　驚いた顔をする男の子に、長官の姉はウサギ娘を背中に庇かばいながら当たり前だと頷いた。

「獣人だって、人間と同じよ。君んちのネコちゃんも、さっきみたいに君に意い地じ悪わるされたら悲しいに決まってるじゃない」

「ぼ、ぼく、イジワルなんてしないよ！　だって、ぼくがしっぽや耳をさわっても、いつもヤダって言わないもんっ！」

　男の子は慌てた様子でそう言いながら、おそるおそるネコ娘の顔を窺うかがった。

　ウサギ娘に相あい対たいしていた時の威い勢せいはどこへやら、ネコ娘は男の子の視線から逃のがれようとするかのように、顔を伏せてしまっている。

　男の子は、利己的で残酷で無知であった。──しかし、愚おろかではなかった。

　彼は自分よりもずっと背の高い、けれどずっと立場の弱いネコの獣人に対し、震ふるえる声で問うた。

「イヤだったの？　ぼくのこと、イジワルだって、思ってた……？」

　ネコ娘は何も答えない。けれどそれは、答えないのではなく答えられないのだ、と長官の姉が言った。

「ネコちゃんは、君や君のママに嫌われるのが怖いから、イヤって言わずに我が慢まんしてたの。ずっと側にいられるように、いい子でいようと必死だったのよ」

「何も言わなかったから。ヤダって、いたいって、言ったことなかったから……大丈夫なんだと思ってた」

　ついには愕がく然ぜんとした顔になって俯いた男の子に、長官の姉は優しく諭さとすように続ける。

「でも、もう君は、ネコちゃんが何も言わなくても、彼女が嫌なことも痛いことも分かったわよね？」

「うん……」

「もう、やめてあげられるよね？」

「うん。僕もう、絶対しっぽ引っ張らないし、耳も摑んだりしない」

　男の子は真しん剣けんな顔をしてそう告げると、くるりとネコ娘に向き直った。

　そして、曇くもりの欠片かけらもないまっすぐな瞳で彼女を見つめて言った。

「ごめんね。もうイヤなこと、しないからね」

　とたんにネコ娘は泣きそうな顔になって、それから幼おさな子ごのように小さくこくりと頷いた。

　男の子は、その後ちゃんと、ウサギ娘にも謝ってくれた。

　そして、やっと店の奥から戻ってきて不思議そうな顔をする母親──ブティックのオーナーに、彼は拙つたない言葉で懸けん命めいに事情を説明した。

　幸いにして、このオーナーも愚かではなかった。

　彼女もネコ娘に対する配はい慮りよが足たりなかったことを反省し、息子を叱ってくれた長官の姉に感謝した。

　そして、ウサギ娘に痛い思いをさせてしまったお詫わびにと、件くだんの赤いワンピースをプレゼントしてくれたのである。

　そんな姉の話を聞き終わった長官は、静かに一つため息をついた。

「人間は往おう々おうにして、獣人は言葉が話せるのだから、自らの意思を余すことなく主しゆ張ちようできると思い込んでいます。そのため、獣人との意思の疎そ通つうに、動物を相手にするような努力や配慮の必要はないのだと楽らつ観かん視ししがちです」

　彼は、ウサギ娘の長い耳の生えた頭とう頂ちよう部分を見下ろしながら、心の中で続ける。

　人間の側で暮らす獣人は、所有されているという自覚がある。

　それに納なつ得とくしているかどうかはともかくとして、現在この世界で生きていくためには、彼らは人間の庇護が必要不ふ可か欠けつであることを知っている。

　人間と一緒にいる時間が長ければ長いほど、獣人は捨てられることを強く恐れる。

　捨てられないために、所有者に従順であろうとする。

　そうして、ブティックのオーナーに所有されているネコの獣人のように、人間の前では猫ねこを被かぶり、嫌なこと、辛つらいことも我慢するようになってしまう。

「獣人を側に置くならば、人間は彼らの意思を慮おもんぱかろうとしなければならない。そうしないと、彼らの不安と苦しみは一生続くことになります。それは、我々獣人保護庁としても看かん過かできない問題です」

　長官の言葉に、まだ彼のデスクを囲っている保護官達が、揃ってうんうんと頷いている。

　長官はウサギ娘のふわふわな金髪をそっと梳すきながら、優しい声で言った。

「耳、痛かったですね。違い和わ感かんなどありませんか？　念のため、お医者様に診みてもらいましょうか？」

「いいえ、だんな様。大丈夫です。小さい子だったから、大たいした力じゃなかったです」

「それでも、怖かったでしょう……」

「はい。でも、お姉様が助けてくださいましたし、私はもう平気です」

　心配そうな顔の長官を安心させたくて、ウサギ娘はにっこりと笑う。

　それから、そっと髪を撫でてくれる彼の手に、すりっと擦すり寄るような仕し草ぐさをしながら言った。

「耳も、根元なら……触さわっていただいても大丈夫です」

　それを聞いた長官は、さっそく彼女の長い耳の根元に触れる。髪よりももっとふわふわとした感かん触しよくの毛に覆われたそこを、優しく優しく、それこそ壊こわれ物を扱うように丁寧に撫でた。

　ウサギ娘は心地ここちよいのか、うっとりと瞳を閉じて続ける。

「お姉様が、教えてくださったんです。私達獣人も、人間に察してもらおうとするばかりではなく、ちゃんと言葉で伝えなきゃだめだって。したいこと、口にしていいんだって」

「そうですか」

　長官は穏やかな声で相槌を打ちながら、側に佇たたずむ姉をちらりと見る。

　高こう慢まんな女王のごとき態度が標準装そう備びな彼女だが、時には驚くほど面めん倒どう見みがいいことを、もう二十年以上弟をやっている長官は知っていた。

　長官の姉に背中を押されたというウサギ娘は続ける。

「だから私、わがままだと思いながらも……お姉様にお願いしちゃいました」

「ふむ、君のわがままとは何でしょうか？」

　長官が優しく問うてやると、ウサギ娘はもじもじしながらも、茜色の瞳を彼に向けて言った。

「だんな様に、会いたいって」

「──っ……」

　長官は、息を吞んだ。

　彼女が。ウサギ娘が。自ら、自分に会いたいと──そう言ってくれたというのだ。

　彼女が最初に立てた心の垣かき根ねは、ここ最近随分低くなってきていることには、長官も気付いていた。

　当然彼はそれを喜ばしく思いながら、早く自分とウサギ娘を隔へだてるものが全て取り払はらわれることを願っていた。

　それなのに、まさかウサギ娘の方が、それこそウサギのように垣根をぴょんと飛び越えて、自分の元にやってきてくれるなんて──。

「──たいへん光栄です」

　感かん極きわまった長官は両腕を広げ、目の前のウサギ娘を力一杯抱き締めようとした。

　ところが……

「だっめー」

　さっと伸びてきた長官の姉の手がウサギ娘を捕つかまえて、自分の後ろへと隠してしまう。

「姉さん……」

「長官殿どのはまだ就しゆう労ろう時間内よ。ウサちゃんとイチャつきたいなら、しっかりお給きゆう金きん分働いてからにしてくださいねー」

　ふてぶてしい顔をしてそう言い放った姉を、長官は恨うらめしげな目で見やる。

　しかし、その目をすぐさま壁掛け時計へと移すと、彼はズボンのポケットから鍵かぎを取り出し、姉の前に差し出した。

「定時に上がりますので、応接室で待っていてください」

「いやーよ。ダサい軍服なんかさっさと脱がせて、この子と向かいのビルのラウンジでパフェ食べるんだから」

「パフェでもケーキでも、お好きなものをご馳ち走そうしますから、とにかく待っていてください。私の車で帰りましょう」

「え～」

　長官の姉は、なおも不満そうな声を上げる。

　すると、ウサギ娘は今度は彼女の袖を引いて、甘い声で「お姉様」と呼びかけた。

「だんな様と一緒に帰りたいです」

「うーん」

「お姉様、お願いします」

「むむむ……すっかりおねだり上手じようずになっちゃって」

　ウサギ娘の上うわ目め遣づかいに早そう々そうと白しろ旗はたを上げた長官の姉は、いかにもしぶしぶという様子で弟の手から鍵を引ったくった。

「どうせなら、最上階でディナーが食べたい」

「お好きにどうぞ」

　長官が頷くと、姉はやっと満足した顔をして踵を返した。

　応接室は、保護官達が集まるフロアから出て、まっすぐ廊ろう下かを進んだ突き当たりにある。

　長官はさっさと歩いていく姉の方にウサギ娘を送り出しながら、もう一度だけ彼女の耳の根元を撫でて言った。

「すぐに参りますから、姉の機嫌をとりつつ待っていてくださいね」

「はい、だんな様」

　ウサギ娘は従順な様子で頷くと、長官の背後に居並んだ保護官達に、ぺこりと小さく頭を下げる。そして、長官の上着を羽織ったまま、たたっと駆け出した。

　その細い首には、首輪代わりのチョーカーもなく、リードも繫がっていない。

　軽やかに駆けていく後ろ姿は、まさしく愛らしい子ウサギのようであった。

　間もなく並んだ長官の姉とウサギ娘の姿が、応接室の中へと消える。

　それを見届けると、長官はくるりと部下達の方を振り返った。

「……こほん」

　そして、珍しく照れたような顔をして咳払いをし、告げた。

「こういうわけですから、今日も定時に上がらせていただきたいと思います。そのためには、目の前の仕事を終わらさねばなりません」

　それを聞いた保護官達の心は、この時再び一つになった。

　定時である午後五時まで、残り二十分。

　何としても、長官を定時に上がらせ、ウサギ娘を迎えに行かせねばならない。

　使し命めい感かんに燃えた保護官達は苦手な書類仕事を片付けるために、それぞれ自分の席へと駆け戻る。

　長官も自分のデスクへ戻ると、改めて一同の顔を見回して言った。

「手て前まえ勝がつ手てなことを言って申しわけありませんが、どうかご協力ください」

　もちろん、それに対する保護官達の答えは決まっていた。




「──御ぎよ意いにござります！」
















































































































「おはようございます」

　コンコンと二回ノックをし、ウサギ娘は声を掛けてから扉の取っ手を握にぎる。

　部屋の主あるじからの返事はない。

　鍵かぎの掛かっていない扉を開くと、部屋の奥に置かれたベッドはまだこんもりと盛もり上がっていた。

　ベットの足元を通って窓辺へと回り、そっと遮しや光こうカーテンを開く。

　薄うす暗ぐらかった部屋の中に、待ってましたとばかりに太陽の光が飛び込んできて、ウサギ娘は眩まぶしさに少しばかり目を細める。

　するとその時、ぼそぼそと小さな声が聞こえてきた。

『今日は、どうにも羽は根ねが重くていけないね』

『羽は虫むしもみな、ずっと低く飛んでいるよ』

　鼓こ膜まくを震ふるわせるというよりも、頭に直接響ひびくようなそれは、高くも低くもなく、美しくも嗄かれてもいない、何とも形けい容ようし難がたい声だった。

　二者が会話をしているようでありながら、二つの声は区く別べつがつかないほどに個性がない。

　ウサギ娘は開いたカーテンをタッセルで結わえながら、そっと窓の向こうを覗のぞき込む。

　すぐ目の前に立った木の枝に、地じ味みな羽根色をした小鳥が二羽とまってさえずっていた。

　ピピピ、チチチチ……という愛らしいさえずりに紛まぎれ、またぼそぼそと声が聞こえてくる。

『西の方から黒い雲がやってくるよ』

『中でピカピカしてゴロゴロしている、恐おそろしいやつだ』

　しきりに、そんな会話をしているのは、二羽の小鳥だった。

　その事実に、ウサギ娘が驚おどろく様子はない。

　何な故ぜなら、鳥や獣けものの声が聞こえるのは、獣じゆう人じんにとっては当たり前のことだからだ。

　鳥や獣は獣人や人間のように文字を用もちいることはないが、それぞれがそれぞれの言語を駆く使しして意思の疎そ通つうをはかっている。

　獣人は、それを理解する能のう力りよくを生まれつき持っていた。

　ただし、鳥や獣の言語を理解できても操あやつることはできないので、会話をすることは適かなわない。一方的に、彼らの話に聞き耳を立てることしかできないわけだ。

　犬や猫ねこといった人間の生活に寄り添そう獣達は、特に饒じよう舌ぜつだ。

　延えん々えん、飼い主ぬしの自じ慢まん話ばなしをしている者もあれば、その逆──飼い主への恨うらみ言ごとばかりを吐はいている者もいる。

　情報通なのは、断だん然ぜん鳥達である。

　大地に縛しばられない彼らは、自由に飛び交かい、あらゆるものを空から眺ながめているのだ。

　チチチ、とさえずりながら小鳥達が枝から飛び立つ。

『ずぶ濡ぬれになりたくない』

『飛べなくなるよ』

　彼らは口々にそう呟つぶやき、それぞれ翼つばさをはためかせる。

　それを目で追うウサギ娘の前には、雲一つない一面の青空が広がっていた。

「──今日は雨が降るのですか」

　ふいにそう声が掛かり、ウサギ娘ははっとして背はい後ごを振り返る。

　見れば、この部屋の主──獣人保ほ護ご庁ちよう長ちよう官かんがベッドの上に身体からだを起こしていた。

　彼は、少しだけ寝ね乱みだれた緋ひ色いろの髪を手て櫛ぐしで整えつつ、ウサギ娘に柔やわらかに微笑ほほえむ。
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「おはようございます。起こしにきて下さっていたのですね」

「おはようございます、だんな様」

　獣人保護庁は国こく軍ぐんの一いち機き関かんである。

　保護官達は職業軍人──つまりは国こつ家か公こう務む員いんであるからして、彼らも国家公務員法に基づく週二回の休日が保ほ障しようされている。

　もちろん、長官も例れい外がいではない。

「随ずい分ぶん、寝てました？　今、何時でしょうか？」

「ちょうど、十時半を回ったところですよ」

　休日の長官を起こすのは、いつの間にかウサギ娘の役目となっていた。

　というのも彼は、出しゆつ勤きんする日は朝あさ寝ね坊ぼうなど一度もしたことがないのに、休みともなるととたんに起きなくなるのだ。

　平日は長官の姉が一番起き床しようが遅いのだが、休日は彼が一番遅い。

　言うなれば、オンとオフの切り換かえがはっきりとしている、というところだろう。

　起き抜けでも爽さわやかな笑顔を浮かべているところを見ると、長官は別べつ段だん寝起きが悪いというわけではなさそうだ。

　ウサギ娘も青せい果か店てんを切きり盛もりしていた頃は、馴な染じみの農のう夫ふが朝取りの野菜を届けにきてくれるので朝が早かった。

　定休日などなかったが、そんな早起きな毎日が嫌いやだったわけでは決してない。

　だが、今日のようなゆったりとした朝を、ウサギ娘はとても心地ここちよいと感じ始めていた。

　顔を洗って着替えるらしい長官を残し、ウサギ娘は先に彼の部屋を出る。

　その時、廊ろう下かの窓が目に留とまって、彼女は少しだけ首を傾かしげた。

「こんなに、いいお天気なのに……」

　窓の向こうに広がる真っ青な空には雲一つなく、小鳥達が懸け念ねんしていたように天気が崩れる気配など、今はまだどこにも見当たらなかった。

　そういえば起き抜けの長官までも、今日は雨が降るのか、と呟いていたような気がする。

　ウサギ娘は不思議な心地で、しばし空を見上げていた。




　当とう主しゆである長官の仕事が休みの日、この屋や敷しきの朝はゆっくりと始まる。

　彼の起床に合わせ、屋敷に住まう全員でブランチをいただくのが習しゆう慣かんになっていた。

　長官とその姉、家か政せい婦ふと執しつ事じ、守しゆ衛えい、そうして新しん参ざん者もののウサギ娘を加えた六名が、広いダイニングルームで食卓を囲む。

　時計の針は、間もなく午前十一時を指そうとしていた。

　それぞれの席の前に並んでいるのは、スクランブルエッグとベーコン、野菜の付け合わせが載のった皿と、生野菜サラダが入ったガラスの器。

　さらに、温かなカボチャのポタージュを注そそいだ小さめのスープ椀わんと、色いろ鮮あざやかなフレッシュジュース。

　籐とうのかごの中でほかほかと湯気を上げているのは、焼き上がったばかりの数種類のパンである。

　長官の姉と守衛、それから執事はすでに自分の席に座って、コーヒーを飲んで寛くつろいでいた。

　長官が席に着くと、家政婦が待ってましたとばかりに彼のカップにコーヒーを注ぐ。

　続いて家政婦は、長官の隣となりの席に座ったウサギ娘に、ミルクがたっぷり入ったカフェオレのカップを差し出した。

「いただきます」

　ウサギ娘が両手でそれを受け取ると、ひとまず家政婦も自分の席に着いた。

　こうして、この家のブランチが始まる。

　ところが、温かいカフェオレのカップに口を付けていたウサギ娘は、ふと目の前の器を見下ろし、あっと小さく声を上げた。

　慌あわてて隣の席に顔を向けると、ちょうど同じ器──サラダ椀の中で、一ひと際きわ色鮮やかなトマトに視線を落とした長官が、大きく一つため息をついたところだった。

「だんな様……」

　長官がトマトを苦手だということは、出会って一週間が経たった頃、ウサギ娘も彼自身の口から聞いて知っていた。

　目の前のブランチを用意したのは家政婦だが、この屋敷の姉弟きようだいを幼い頃から面めん倒どう見てきたらしい彼女も、当然長官のトマト嫌ぎらいを承しよう知ちしている。

　しかし、姉弟の母親代わりを自じ負ふしている家政婦は、長官のトラウマを克こく服ふくしてやりたい一いつ心しんからか、時とき折おりこうして荒あら療りよう治じに出るのが玉にキズ。

　苦手な物であろうとも、一度食卓に出されたものを残すという選せん択たく肢しは長官にはない。

　ゆえに彼は、家政婦が親心を発はつ揮きする度にしぶしぶトマトを飲み込んできたのだった。

　今け朝さもまた、長官は意を決して、赤い色をしたトラウマにフォークを突き刺そうとする。

　ところがここで、思わぬ助け舟が入った。

「だんな様、だんな様」

「はい」

　ちょうど、執事がコーヒーのお代わりを頼んだため、家政婦が席を外はずした時だった。

　隣の席のウサギ娘が、彼のシャツの袖そでをちょいちょいと引っ張った。

　その仕し草ぐさが可か愛わいらしくて、トマトを前に沈しずんでいた長官の気持ちがいくらか浮ふ上じようする。

「どうしました？」

　優しく問いかければ、ふわふわの長い耳をピンと立てたウサギ娘が彼の方に顔を寄せ、内ない緒しよ話ばなしをするように小さな声で言った。

「だんな様のトマトと、私の苦手なの……取り替えっこしてもらえませんか？」

「君にも苦手なものが？」

「はい、あの……これ、です」

「これ、ですか……」

　ウサギ娘が指し示したのは、野菜の付け合わせの一つ──にんじんのグラッセだった。

　インゲンのソテーやバターコーンと一緒に、皿の上を鮮やかに彩いろどっていたそいつが、ウサギ娘は苦手だという。

「ニンジン、苦手なんです。色は綺き麗れいだと思うんですが、味が濃こくってダメなんです」

　ウサギはニンジン好き、という印象があるが、それはあくまで人間が勝かつ手てに作り上げたイメージである。

　肉にく食しよくの印象が強いオオカミの獣人である守衛だって、血の滴したたるレア肉よりもキュウリが好きだという。

　あのシャクシャクとした歯ごたえを気に入っているそうで、今も向かいの席で美お味いしそうに、サラダ椀に入っているキュウリを咀そ嚼しやくしている。

　獣人にだって、それぞれに個性があって嗜し好こうがあるのだから、ウサギ娘がニンジンを苦手であっても何らおかしいことではない。

「だんな様は、ニンジンは苦手ではないですか？」

「そうですね……トマトよりは、平気です」

「じゃあ、食べてもらえますか？　その代わり、私はトマトを」

「承知しました」

　ウサギ娘と長官の取り引きは、瞬またたく間に成立した。

　それを、執事は孫まごを慈いつくしむような目で見守っている。

　一方、二人の向かいの席に座った長官の姉からは、呆あきれたような声が上がった。

「こぉら、あんた達。好き嫌いするんじゃありません」

「よいではないですか。我々はお互いに苦手なものを回かい避ひしつつ、なおかつ用意された料理を残さずに済む最さい善ぜんの方法を見つけたんです」

　姉の苦く言げんへ流りゆう暢ちように反論しつつ、長官はウサギ娘の皿の上のニンジンをフォークで突き刺し口に放り込む。

　代わりに長官のトマトが、ウサギ娘の小さな口の中へと消えた。

「一時的に取とり繕つくろってどうしようってのよ。根本的な解決にはならないわ」

　長官の姉はそう言ってため息をつく。

　しかし、長官はトマトで頰ほおをぷっくりさせているウサギ娘に蕩とろけるような視線を向け、彼女がトマトを飲み込むのを待ってから口を開いた。

「トマトもニンジンも、食べられなくても死にません。だから、いいんですよね？」

「はい、いいんです」

　長官の言葉に、ウサギ娘が大おお真ま面じ目めな顔で同意する。

　それには長官の姉も心底呆れたような顔をして、好きにしなさいと吐き捨てた。

　そんな彼女の耳に苦く笑しよう交まじりに囁ささやいたのは、隣の席で好物のキュウリを平らげた守衛だった。

「ご友人の冗じよう談だんを真に受けてトマトがトラウマになってしまうなんて……だんな様も随分と可愛らしい時代がおありだったんですね」

「あの子は、昔はそれはそれは繊せん細さいで面倒くさい子だったわよ」

　長官の姉は食事を再開しながら、守衛とコソコソと囁き合う。

　トマトの件に関しては、長官本人はあまり口こう外がいしたくないトラウマらしいが、少なくともこの屋敷の住人は全員それを知っていた。

　守衛の言う通り、長官のトマト嫌いは、幼い頃に意い地じ悪わるな幼おさな馴な染じみが彼の緋色の髪をからかって発した言葉が原因だ。




　──トマトのような赤い頭だな。齧かじったら、ぶしゅっと中身が弾はじけるんじゃないか？




　幼馴染みとしては、軽い冗談のつもりだったのだろう。

　けれど、姉曰いわく〝繊細で面倒くさい子供〟だった長官は、それ以来トマトが苦手になってしまった。

　件くだんの幼馴染みはさらに、大きな失敗をしていた。

　トマトのような赤い頭……のくだりを、長官の姉にまで聞かせてしまったのだ。

　長官と同じく、緋色の髪をした彼女にまで……。

「鼻からトマトの汁が出るまで食わせてやったから、そいつも立りつ派ぱにトマト嫌いになってるわよ」

「うわぁ……」

　長官の姉の眩まばゆいばかりの笑みに、厳いかついオオカミ男が震え上がる。

「ちなみに、私はトマトが大好きよ」

「さようでございますか……」

　若い身み空そらで、国軍の中でも腕うで利ききが集められた獣人保護庁のトップに立つ長官も、幼い頃は繊細な子供だったという。それなのに、その姉は子供の時からすでに最強だった。

　赤い唇くちびるに真っ赤に熟うれたトマトを放り込んだ長官の姉を眺め、守衛は一生かかっても彼女には敵かなわないだろうと確かく信しんを深める。

　そんな中、長官の姉のサラダ椀から守衛のそれへ、次々とキュウリが移動してきた。

「キュウリ、お嫌いでしたっけ？」

「別に。あんたが食べてる方が面おも白しろいから」

「はあ……では、代わりにトマトを差し上げましょうか？」

「いらないわよ」

　目は口ほどに物を言うと言うが、守衛の場合は尻尾しつぽが口よりも物を言う。

　それを証しよう拠こに、守衛の長い尻尾が椅い子すの後ろでバサバサと揺ゆれている。彼は相当なキュウリ好きらしい。キリギリスでもあるまいし、と長官の姉に呆れた顔をされるのも厭いとわない。

　ちなみに、ウサギ娘の小さな尻尾も嬉うれしい時には揺れる。

　数日前に獣人用ブティックで尻尾を出せる衣服を揃そろえてから、屋敷の敷地内で彼女の尻尾がお披ひ露ろ目めされ、その感情をおおいに周囲の者に伝えるようになっていた。

　今も、彼女の尻尾はぴるぴると揺れている。

　ウサギ娘は賑にぎやかな食卓が好きだ。

　母を亡なくして天てん涯がい孤こ独どくの身となり、彼女は一人きりで食事することの寂さびしさを知った。

　そんな彼女を、町長や向かいの生せい花か店てんの店主など親しい町の人々が、頻ひん繁ぱんに食事に誘ってくれたり家に泊めてくれたりしたのだ。

　たとえ、誰もいない家に戻った時にいっそう独ひとりぼっちを実じつ感かんして悲しくなったとしても、ウサギ娘は誰かと一緒に食卓を囲むのが好きだった。

　だからこそ、長官に保護されてすぐ──まだ彼に対して警けい戒かいしていた頃でも、夕食の誘いを断ことわらなかったのである。

「あらあらあら、だんな様？　もうトマトお食べになったんです!?」

　コーヒーで満たしたサーバーを持って、家政婦が席に戻ってきた。

　長官の皿に目をやって、彼女はとたんに顔を輝かがやかせる。

「いつもは最後の最後まで残しているのに。もしかして、トマト嫌いを克服できました？」

「いえ、あの……」

「でしたら記念に、夕食はトマトづくしにしましょうかしらねぇ。丸ごとトマトグラタンに、フレッシュトマトのパスタ、トマトとモッツァレラのカプレーゼ、トマトとズッキーニのタルト……」

「……っ」

　家政婦の言葉に咽むせた長官の背中を、ウサギ娘は思わず擦さすった。




　屋敷の二階には、長官の書しよ斎さいがある。

　ウサギ娘をこの屋敷に連れて来たその日の内に、長官は彼女をそこに案内し、好きに出入りをして本を読む許きよ可かを与えた。

　今では裏庭のシロツメクサ畑と並んで、ウサギ娘のお気に入りの場所となっている。

　ブランチを終えた後、ウサギ娘は長官と一緒にその書斎へとやってきた。

　壁一面に作り付けられた大きな本棚には、びっしりと本が詰まっている。

　本の種類も様々で、ウサギ娘が初めて目にするような外国の文字が書かれたものから、小さな子供が読むような絵本まで所しよ蔵ぞうされていた。

「うんしょ……」

　本棚から箱に入った大きな本を引っ張り出したウサギ娘は、椅子に腰を下ろした長官の前のテーブルにそれを置いた。

　箱から出して開いてみれば、中には色鮮やかな絵が所ところ狭せましと描かれている。

　それは、植物の図ず鑑かんだった。季節の草木や花々、果実や野菜の生り方から育て方まで、様々な情報が記されている。

　ウサギ娘は図鑑をパラパラとめくっていたが、とあるページ──トマトの詳しよう細さいが記されたページで手を止めた。

　先ほどのブランチでのこと。

　夕食をトマトづくしの刑けいにされるのが堪たえられなかった長官は、自分のトマトをウサギ娘に食べてもらったことを、正直に家政婦に告つげた。

　そのとたん、いつもは大らかな家政婦の眦まなじりが、みるみるつり上がっていった。

「自分の苦手なものを女の子に押し付けるなんて、男の風かざ上かみにもおけない！」

　彼女がそう長官を叱しかり始めたものだから、ウサギ娘も慌ててしまった。

　ウサギ娘は、取り引きを持ちかけたのは自分であること、代わりにニンジンを食べてもらったことを打ち明けた。

　それを聞いた家政婦は、一いつ瞬しゆんぽかんとした様子だったが……

「あらあら！　まあまあまあ！　だんな様ったら、思わぬ味方を得たわねぇ！」

　家政婦はそう言って、弾かれたように笑い出した。

「根本的な解決にはならないって、忠ちゆう告こくはしたのよ」

　食事を終えた長官の姉が、コーヒーのお代わりを飲みながらそう告げる。

　しかし長官は、爆ばく笑しようする家政婦に目を丸くしているウサギ娘を見下ろして、澄すました顔で言い切った。

「──いいんです。今後も、助け合っていきますので」

　それを聞いた長官の姉は、守衛と顔を見合わせて肩を竦すくめる。

　家政婦は豪ごう快かいな笑いを抑おさえる代わりに、慈しむような眼まな差ざしを長官とウサギ娘に向けた。

　一方、ずっとにこにこして一同を見守っていた執事はというと、そこで初めて「そういえば」と口を開いた。

「最近は、黄色いトマトなんてものもあるそうじゃないですか」

　それを聞いて、はっとしたのがウサギ娘である。

　曲まがりなりにも青果店を切り盛りしていた彼女のこと。黄色いトマトも存在だけは知っていた。

　ただ、田舎いなかの青果店では、珍めずらしさよりも味と鮮せん度どが重ちよう宝ほうされる。トマトなんてものは特に顕けん著ちよで、赤ければ赤いほど売れ行きが良いものだから、そもそも黄色いトマトの需じゆ要ようなど皆かい無むであった。

「だんな様の書斎に図鑑があります。それに、詳くわしく載っておりましょう」

　黄色いトマトに興きよう味みを持ったウサギ娘に、執事がそう教えてくれた。

　以上が、ウサギ娘と長官がトマトのページの前で頭を突き合わせるに至いたった経けい緯いである。

「だんな様、これです。黄色いトマト」

「ああ、本当に黄色いのですね」

　執事が言った通り、図鑑にはトマトについて詳しく載っていた。

　一言にトマトと言っても、様々な種類がある。一いつ般ぱん的てきに食卓に上のぼるトマトはピンク系と分類され、酸さん味みの強い赤系は主おもにジュースなどに加工されるらしい。

　さらに、黄色系や紫むらさきに近い黒色系のトマトは、ピンク系の酸味と甘あまさに近づくように品ひん種しゆ改かい良りようが進んでいることも記されていた。

「赤いトマトの見た目が駄だ目めなのでしたら、黄色いのだったら平気でしょうか？」

「トマトだと思わなければ、大丈夫かもしれません……」

　図鑑には、各種トマトの育て方も載っていた。

　ウサギ娘は野菜や果くだ物ものについての知ち識しきはいくらかあったが、実際に育てたことがあるのは店先の花か壇だんの花くらい。

　それを告げると、長官は書斎の窓から見える表の庭を指差して言った。

「家庭菜園なら、翁おきなが趣しゆ味みでやっていますので詳しいですよ」

　翁とは、執事のことだ。彼も家政婦同様、この屋敷の姉弟の血けつ縁えんではないが、我わが子こか孫のように大切に想い長く寄り添ってきた。

　ちなみに、長官達は家政婦のことを〝おばさん〟と呼ぶので、ウサギ娘もそれに倣ならっている。

「裏庭のシロツメクサ畑同様、表の庭も好きに使っていただいてかまいません。興味があるなら、種を取り寄せて育ててみますか？」

「えっと、黄色いトマトを……？」

「ええ」

「……」

　長官の提案に、しかしウサギ娘はすぐに頷うなずくことができなかった。

　播は種しゆ時じ期きや品種にもよるが、トマトは育いく苗びように六十から七十日、さらに定てい植しよくして開花、収しゆう穫かくまでも同じほど──つまりは、種をまいてから食卓に上るまで、四ヶ月以上かかると図鑑には記されている。

（今から、四ヶ月後……）

　ウサギ娘がこの屋敷にやってきて、まだ二ヶ月。

　それなのに、四ヶ月後に自分がどうしているのかなんて、彼女は今はまだ、想像もできていない。

「えっと、あの……少し考えてみます」

　そう答えることしかできないことに申しわけなさを覚えつつ、ウサギ娘は植物図鑑を閉じ、そっと長官の顔を窺うかがった。

　彼女がこの屋敷に来て二ヶ月。それは同時に、長官と出会ってからも二ヶ月ということだ。

　その間に、ウサギ娘は自分を側そばに置く彼がどのような人物であるのか、随分と分かってきていた。

　長官は、誰に対しても物もの腰ごし柔らかで紳しん士し的てきである。

　一つ違いの姉の傍ぼう若じやく無ぶ人じんにさえ、苦言を呈ていすことはあっても、声を荒あららげることなど滅めつ多たにない。

　それに、彼が自分に対しては特別優しく接してくれていることに、ウサギ娘ももう気付いていた。

　今もまた、煮え切らない返事しかできない彼女に眉まゆをひそめることもなく、長官はにこりと笑って言った。

「ええ、ゆっくり考えてみてください」
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　休日の長官は、出で不ぶ精しようでもあった。

　ウサギ娘を側に置くようになって二ヶ月の間にも休日は何度かあったが、彼が私用で外出したことは一度もない。

　だいたいは今日のように、朝はゆっくり起き出して家人とブランチを楽しみ、午後からは書斎に籠こもって本を読んでいる。

　ただし、今日はいつもの休日と少し様子が違っていた。

　午後から、長官には来客の予定が入っていたのだ。

　ウサギ娘は客人が何者なのかは知らないが、あまり歓かん迎げいしたい相手ではないのだろうなということは、彼の様子を見ていれば分かった。

「客が帰ったら声を掛けますね」

　守衛から客人の到とう着ちやくを知らされた長官にそう言われたので、自分は相手と会わない方がいいのだろうということも察さつした。

　そのためウサギ娘は、客人の目に付かない場所で午後を過すごすことにした。

　幸い、表の庭に面した客間と、裏庭のシロツメクサ畑に面した彼女の私室は真逆の位置にある。

　ウサギ娘は私室のテラスに置かれたベンチに座り、長官の書斎から借りてきた植物図鑑をめくっていた。

　ピピピッ……チチッ……

　そんな中、どこからか鳥の鳴き声らしきものが聞こえてくる。

　それはたちまち言語に変へん換かんされ、ウサギ娘の頭の中に響いてきた。

『いたいいたいいたい』

　相変わらず、高くも低くもなく、美しくも嗄れてもいない、何とも形容し難い声である。

　それが、ひたすら『いたい』と繰り返している。

「どうしたんだろう……」

　ウサギ娘は植物図鑑から視線を外し、裏庭の方を見回して声の出で所どころを探った。

　すると、シロツメクサ畑の中ほどで、小さな鳥がばたばたと羽根をばたつかせているのに気付く。

　ウサギ娘は慌ててテラスから飛び出し、小鳥の側へと駆かけ寄った。

　小鳥は、今朝長官の寝室の窓から見た二羽とは違っていた。

　鮮やかな黄色い羽色と姿すがた形かたちから、おそらくカナリアだろうとウサギ娘は推すい測そくする。

　どこかで飼われていたことを象しよう徴ちようするように、片方の足には個体識しき別べつ用ようの足輪が着けられていた。

　その輪に、どこで引っ掛けたのか天て蚕ぐ糸すのようなものが絡からまり、さらにはもう片方の足と尾お羽ばねにまで絡まって、飛べなくなってしまったようだ。

「じっとしてて。取ってあげるから」

　ウサギ娘はシロツメクサ畑に腰を下ろしてカナリアを掬すくい上げ、絡まった天蚕糸を解ほどこうとする。しかし……

『こわいこわい、いやだいやだいやだ、こわいこわい』

　カナリアは狂くるったようにそう繰り返し、あろう事か自分の身を支えるウサギ娘の手を突つつき始めた。

「いたっ、痛い。もう……取ってあげてるのに」

　ウサギ娘は小さな嘴くちばしの攻こう撃げきに堪たえつつ、素す早ばやくカナリアから天蚕糸を引き剝はがす。それと同時にぱっと手を離せば、カナリアは大慌てでその場から飛び立っていった。

　当然のことながら、ウサギ娘に対して礼の一つもない。

　彼らは、自分達の言語を獣人が理解できるなんて知らないのだから、仕し方かたがないといえば仕方がないのだろう。

　少しばかりもやっとした気持ちをため息で押し殺し、ウサギ娘はカナリアの姿を目で追った。

　自みずから鳥かごから逃げてきたのか、それとも飼い主に捨てられたのか。

　足輪を着けたままのカナリアは、高く空へと舞い上がっていく。

「人間の手から離れて、いったいどこまで行けるの……？」

　シロツメクサ畑に座り込んだままのウサギ娘の口からは、ふとそんな言葉がこぼれる。

　カナリアを追って見上げた空は、いつの間にか雲に覆おおわれていた。

　ふいに、ぽつりと頰に水すい滴てきが当たる。

　本当に雨が──朝の小鳥達や起き抜けの長官の言葉通り、雨が降り出したのだとウサギ娘が気付いた、その時──

「みーつけた」

「──っ!?」

　突然、背後の頭ず上じようから聞き覚えのない男の声がしたかと思ったら、ウサギ娘は何者かに両りよう脇わきを摑つかまれ、ぐいっと持ち上げられてしまった。
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　彼女の足はシロツメクサの絨じゆう毯たんを離れ、飛び立つカナリアのように浮上する。

　驚いたウサギ娘は身を捩よじり、自分を持ち上げる男が何者かを確かめようとしたが……

「おおっ、尻尾！　本当にあるんだなぁ！」

「ひっ……」

　ワンピースの後ろから飛び出していた尻尾にふっと息を吹きかけられ、ウサギ娘は硬こう直ちよくする。

「顔を埋うずめてもふもふしてもいい？」

　続いて、男はとんでもないことを言い出した。

　ウサギ娘はとにかくがむしゃらに暴あばれて、ひとまず見知らぬ手から逃のがれる。

　シロツメクサの上に飛び降りると同時に、ウサギの獣人ならではの瞬しゆん発ぱつ力りよくを活いかしてその場から逃げようとした。

　ところが、今後はガッと腕を摑まれて引き戻されてしまう。

「きゃっ……!?」

「待って待ってー。逃げないでよ」

　結局、シロツメクサの上にへたり込むことになったウサギ娘は、おののきながら相手を見上げた。

　ウサギ娘の細ほそ腕うでを大きな手で鷲わし摑づかみにしているのは、金色の長い髪を後ろで束たばねた、青い瞳ひとみの青年だった。

　年の頃は、長官と同じくらいだろうか。身に纏まとっているのは上品なスーツとループタイ。

　端たん整せいな顔立ちをしているが、残念なことにその面おもてを覆っているニヤニヤ笑いが全てを台無しにしてしまっている。

　ウサギ娘は戸と惑まどいと警戒心いっぱいの瞳を彼に向けた。

「くくく……あー、かーわいいなー」

「あ、あの……」

「ウサギの獣人は嗜し虐ぎやく心しんをそそるって言うけど、これは相当だな」

「あの……離して、くださいっ……」

　男はウサギ娘の腕を摑んだまま、側にしゃがんで彼女の顔をじろじろと覗き込んでくる。

　ウサギ娘がその不ぶ躾しつけな視線から顔を逸そらそうとすれば、腕を摑んでいない方の手が伸びてきて顎あごを捕とらえられた。

　乱らん暴ぼうではないものの、有う無むを言わせぬ力で上うわ向むかされ、ウサギ娘の顔は再び男の視線に晒さらされる。

　男は、ふふ、と笑いをこぼしながら続けた。

「ほっぺがピンクで顔色もいい。唇の血色も申し分ない。毛け艶づやも上じよう乗じよう。あの堅かた物ぶつが、子ウサギなんぞ面倒見れるのかと思ったが、これは相当目を掛けていると見える」

「……っ」

　男はウサギ娘をまじまじと眺めて感心したように頷くと、彼女の顎から上の方へと手を移動させ始める。

　その手が、あろうことか、今度は耳に触ふれようとしていることに気付き、ウサギ娘は慌てて身を引いた。

「だーいじょうぶだよー。優しくするから、お耳もふもふさせてー」

「や、いやっ……！」

　男の猫ねこ撫なで声に、ウサギ娘は全力で拒きよ否ひを唱となえる。

　耳を触さわられるのは、恐ろしいのだ。

　数日前の獣人用ブティックで、幼おさな子ごに乱暴に摑み上げられた際さいの痛みと恐きよう怖ふが甦よみがえってきて、ウサギ娘の身体はガタガタと震え始める。

　茜あかね色いろの大きな瞳はみるみる内に潤うるみ、視界がぼやけた。

「あー、あー、泣かないで泣かないで！　コワクナイヨー！」

　さすがに男も慌てた様子で、ウサギ娘を宥なだめにかかろうとする。

　しかし、彼女の頭の中は、男に対する恐怖でいっぱいだった。

（こわいこわいこわい！）

　さっきのカナリアの気持ちが、今なら分かる。

　恐怖に支配された時、相手の真意がどうかなんて、推おし量はかる余よ裕ゆうなどあるはずがなかった。

　ぽつぽつと、時折頰に当たる雨あま粒つぶが冷たい。

　ぎゅっと目を瞑つむれば、瞼まぶたから溢あふれた雫しずくも頰を伝い落ちた。

「だ、だんな様っ……だんな様っ……」

　気が付けば、ウサギ娘は震える声で助けを呼んでいた。

　その時だった。

　──ドカッ……

「うぶっ……！」

　鈍にぶく重い音がすると同時にうめき声が聞こえ、ウサギ娘の腕を摑んでいた手が離れた。

　彼女がはっとして顔を上げると、今の今まで目の前にいたはずの男が、後ろにふっとんだところだった。

　それに驚きの声を上げる間もなく、今度はウサギ娘の身体が宙ちゆうに浮く。
















　とっさに上げようとした悲鳴は、すぐさま聞こえた声に押し止とどめられた。

「──大丈夫ですか!?」

　焦あせったようなその声の主は、長官だった。

　ウサギ娘はとたんに安あん堵どを覚え、抱き上げてくれた彼の首に両腕を回して縋すがり付く。

「だんな様っ……!!」

「怖こわかったですね。もう、大丈夫ですよ」

　長官も両腕でウサギ娘の身体を包つつみ込み、首くび筋すじにしがみついた彼女の金きん髪ぱつに頰を寄せた。

　長官の腕の中で、ウサギ娘の身体の震えはみるみる収まっていく。

　同時に、彼女を支配していた恐怖も消え去ろうとしていた。

　ところが……

「……痛い。殴なぐるだけならまだしも……蹴けったな？」

　不満げな台詞せりふと共に、シロツメクサ畑にひっくり返っていた男が起き上がってきた。

　鉛なまり色いろの瞳を冷ややかに細めて見み据すえる長官に、男はふてくされたような顔を向ける。

「ひどいじゃないか、兄弟きようだい」

「私の兄弟は、姉ただ一人です」

「つれないこと言うなよ。共に竹ちく馬ばをブイブイ乗り回した仲じゃないか」

「そのような過去は存在しません」

　男を前にした長官の態度は、ウサギ娘が初めて目にするものだった。

　視線は凍こごえそうなほどに冷たく、口調は丁てい寧ねいなままながらも声には一いつ切さい温ぬくもりを感じられない。

　とたんにウサギ娘は不安になって、しがみつく腕に力を込める。

　長官は、彼女が男に怯おびえているのだと思ったのか、なおも冷たい声で言った。

「客間に案内しようとした執事を騙だまして、他人の家の中を勝手にうろつくなんて。それが曲がりなりにも王子の肩書きを持つ者のすることですか。恥はじを知りなさい」

　それを聞いたウサギ娘は、突然自分の前に現れた男こそが、本日の長官の客人だということに気付いた。

　同時に、長官の台詞の中に混まざっていたある単語に、瞳をぱちくりさせる。

「おうじ……？」

　先ほど長官に蹴られたらしい横よこっ腹ぱらを押さえて立ち上がった男が、よれたループタイを締しめ直しつつ、胸を張って言った。

「そもそもは、お前が噂うわさのウサちゃんをさっさと俺に紹しよう介かいしないから悪い。ていうか、曲がってないし！　ちゃんと王子だし！」

「おうじって……？」

　ウサギ娘は問うように首を傾げると、長官は小さくため息をついてから至し極ごく残念そうに言った。

「──信じ難いことですが、あれがこの国の王子です」

　王子は現国王の第一子であり、この国の玉ぎよく座ざは世せ襲しゆう制せいのため、順当にいけば彼が次の国王となる。

　また国軍においては、元げん帥すいである国王に継つぐ地位──大たい将しようの位を持つ。

　獣人保護庁は国軍の機き関かんの一つなので、つまり王子は長官の上じよう司しなのだ。

「そういうわけだから、そこの可愛いウサギさん。俺のことを存ぞん分ぶんに敬うやまいたまえ」

「敬われるべきところがまったくないくせに、よくもそんな発言ができますね」

　ふんぞり返った王子を冷ややかに見据えながら、長官はウサギ娘を抱き直す。

　ウサギ娘は長官にしがみついたまま、ちらちらと王子の様子を窺いつつ、困こん惑わくの表情を浮かべた。

「あの人が、王子、様……？　本当に……？」

　見た目だけなら確かに、幼い頃絵本で読んだ、素敵な王子様──白馬に乗っている──に見えなくもない。

　長い金髪は風になびいてさらさらとしているし、青い瞳も美しい。黙ってさえいれば、儚はかなげな美び貌ぼうにも見える。

「ほんと、ほんと。だからほら、おいで、ウサちゃん。王子様が抱っこしてあげるよー」

　ただしその言動は、理想の王子像とはほど遠い。

　彼が口を開く度に、ウサギ娘の中にあった〝王子様〟に対する幻げん想そうがガラガラと音を立てて崩れていくようだった。

「あれの言うことは、何一つ相手にしなくていいですよ」

　一方で、ウサギ娘にとっては、長官こそが〝王子様〟のイメージにぴったりだ。

　自分をしっかり抱いて守ってくれる彼の腕に、ウサギ娘は我が身を預あずけた。

　王子はやはり長官と同じ年で、幼い頃からの付き合いらしい。

　そして、何を隠かくそう彼こそが、幼き長官の緋色の髪をからかってトマト嫌いにし、その後彼の姉の逆ぎやく襲しゆうによって自らもトマト恐怖症になった幼馴染みである。

　王子がこの屋敷を訪れた目的は、幼馴染みの長官が引き取ったウサギ娘に会うことだったらしい。

　会ってどうするつもりだったのかと長官が問えば、王子は何故か頰を上気させて答える。

「耳に、リボンを結んだ姿を見たい！」

「……はい？」

「だって、ほら！　ウサギの女の子のキャラクターって、だいたい耳の根元にリボン付いてるだろ？　あれ、可愛いと思うんだよ！　リアルで見たいんだっ!!」

「……」

　拳こぶしを振り上げて力りき説せつする王子に、長官は一瞬言葉を失うしなったようだった。

　しかしすぐに、眉み間けんに深々と皺しわを刻きざんだかと思ったら、彼は怒ど気きをたっぷり含んだ声で言い放つ。

「──お引き取りください」

　それでも怯ひるまぬ王子は、なかなか肝きもが据わっているというか、図ず太ぶとい。

　ウサギ娘が長官にぴったりとくっついているのを見て、彼は唇を尖とがらせた。

「お前ばっかりズルい。俺にも、ウサちゃん抱っこさせろ」

「お断りします。彼女の意いに沿そわぬことを、何一つさせる気はありませんので」

　長官はウサギ娘の髪を撫なでながら、きっぱりとそう告げる。

　そして、王子が何ごとか反論する前に、彼の後ろに向かって声を掛けた。

「──王子がお帰りです。守衛さん、よろしくお願いします」

「承知しました。摘つまみ出せばよろしいですね」

　突然、王子の背後にぬうんと現れた守衛が、文字通り彼の首根っこを摘まみ上げる。

　王子も長身だが、二メートルを超す守衛のそれには敵わない。

　王子は宙に浮いた足をばたつかせて、守衛の雇やとい主たる長官に抗こう議ぎする。

「おいおい、客人に対してこの扱あつかいはないんじゃないか？　っていうか、こちとら王子様ですけど？　お前の上司様ですけど!?」

「ここは私の屋敷、ここでは私がルールです。あなたが王子だろうと大将だろうと、知ったことではありません」

　長官はぴしゃりと冷たくそう言い放つと、優しい手付きでウサギ娘の頭を撫でながら続けた。

「そもそも、私の家族に無ぶ礼れいを働くような人間に、尽つくす礼れい儀ぎなど持ち合わせてはおりませんので」

　長官の言葉に、ウサギ娘の長い耳がピクリと反応する。

　ウサギ娘は間近にある長官の顔をまじまじと見つめ、小さな声で問うた。

「かぞく……？」

　すると長官は、直前まで王子に向けていた冷たい表情を一いつ変ぺんさせ、蕩けるような笑みを浮かべて頷いた。

「君はもう、この屋敷の一員──私の大切な家族です」

　それを聞いたとたん、ふいにウサギ娘の心が凪ないだ。

　この屋敷に来て二ヶ月。黄色いトマトを育てようにも、それが実を成す四ヶ月後の自分を想像できなかったのは、つい数時間前のこと。

　長官も、その姉も、守衛も家政婦も執事も、みんなみんなウサギ娘に優しくしてくれるが、それがどうしてなのか、彼女には分からなかった。

　優しさの理由が分からないから、それがいつまで続くのかも分からない。

　数ヶ月後の自分が、まだこの屋敷に置いてもらえているのかも分からない。

　ただ、人間に紛れて生活していた頃には戻れないことだけが分かって、ウサギ娘はずっと不安だった。

　けれど今、長官は教えてくれた。

　ウサギ娘がこの屋敷に居ていい理由を、はっきりと。




　──家族だと、言ってくれた。




「君を脅おびやかそうとする者は全て排はい除じよします。どうか安心してください」

　長官の優しい声が、ウサギ娘の耳に響く。

　王子と相あい対たいした時とは正反対の涙が、ウサギ娘の茜色の瞳に滲にじんだ。

　大きくなり始めた雨粒が、またぽつりと頰を打ったが、もう少しも冷たいとは思わなかった。

「だんな様ぁっ……」

「大丈夫、大丈夫ですからね」

　ウサギ娘に囁く長官の声はどこまでも甘い。
















　幼い頃からの付き合いだという王子も、ここまで蕩けた彼の声を聞くのは初めてのことだったようだ。

　ぽかんとした顔の王子が、ぽつりと呟く。

「なんだ、ここは。お花畑か？　──ああ、お花畑だったな……」

　守衛に首根っこを摘ままれたままの王子は、どこか呆ぼう然ぜんとした様子でシロツメクサ畑を見回した。

　降り出した雨の雫が、ハートの形をした緑色の葉達をしっとりと濡らし始めている。

　さくり、とそれを踏ふみ締める音がして、王子が慌てて顔を上げれば、ウサギ娘を抱いたままの長官が背を向けて歩き始めたところだった。

　つれない幼馴染みに、王子は懲こりずに口を尖らせる。

「おいおいっ。せっかく訪ねてきたんだから、お持てなしくらいしてよー」

　それに対する答えは、すぐ後ろから降ってきた。

「お持てなしなら、自分めが。守衛を任まかされた身としては、よそ者の勝手を許してはおけませんので」

「おお……およしよ、ワンちゃん」

　守衛の鋭するどい獣の目に、明らかな身の危険を感じて、王子が顔を引き攣つらせる。

　さらに、それに拍はく車しやをかけるような台詞を投とう下かしたのは長官である。

　ウサギ娘の私室のテラスに辿たどりついていた彼は、顔だけ振り返って言った。

「守衛さん、王子を埋うめるなら表の花壇にお願いします。肥ひ料りようくらいにはなりそうですが、シロツメクサにそれの血ち肉にくが混ざるのは我が慢まんなりませんので」

「おおお……およしよ、兄弟」

　さすがの王子も、ついには両手を上げて降こう参さんのポーズ。

　しかし、それで許されるほど世の中は──いや、この屋敷の中は甘くはなかった。

　本格的に降り出した雨の中、二階にある私室の窓から顔を出したのは……

「──げ、姉さん……」

「誰が〝姉さん〟よ。あんたみたいな可愛くない弟、持った覚えはないわ」

　王子に対してこの世で最も辛しん辣らつな人──長官の姉は、オオカミ男に摘ままれている無ぶ様ざまな男を冷ややかに見下ろすと、守衛に向かって言った。

「ワンちゃんったら、つまらないものを持ってるわね。──今すぐ門の外に捨ててらっしゃい」

「──御ぎよ意い」

　長官の姉の言葉に頷いた守衛は、王子を摘まんだまま歩き出そうとする。

　焦った王子は両足をばたつかせて暴れた。

「へ？　え？　待って待って、ちょっと待って！　く、車！　俺の車、屋敷の車庫に入れてあるんですけど!?」

「あー、うるっさい。ワンちゃん、さっさとソレ、捨ててきてちょうだい」

「御意にございます」

「待って待って！　待ってってばーっ!!」

　結局、王子は自分で運転してきた車を長官の屋敷の車庫に残したまま、本当に門の外に放り出されてしまった。

　その頃には、雨はざあざあ降りになっていた。

　ゴロゴロと、雷らい鳴めいも近づいてきている。

　鉄の門の前で車を返せと暴れるのを諦あきらめた王子は、泣く泣く近くの商店まで歩いて、ハイヤーを呼んでもらって帰って行った。

　王子の愛車は、翌日、菓子折りを持って謝りに来た、彼の若い侍じ従じゆうに返へん却きやくされた。

「うちの王子が馬ば鹿かで、ほんっとーに、すみませんでしたあっ!!」


























































　平日の獣じゆう人じん保ほ護ご庁ちよう長ちよう官かんは、午前七時きっかりに家を出る。

　そんな彼にここ最近、出しゆつ勤きん前まえの楽しみができた。

　第一ボタンまできっちり留とめた白いシャツと軍ぐん服ぷくのズボンを身に着け、黒いブーツを履はいた長官が、いそいそと長身を屈かがめる。

　そうしてようやく目線の合う小こ柄がらな相手に、彼は今け朝さもにこりと微笑ほほえんだ。

「よろしくお願いします」

「はい、だんな様」

　長官の甘あまく蕩とろけた鉛なまり色いろの瞳ひとみを見つめ返し、こくりと頷うなずくのは、茜あかね色いろの瞳をしたウサギ娘である。

　ウサギ娘は一いつ瞬しゆん爪つま先さき立だちになって、手に持っていた細長い布を長官の首の後ろに回し、それを彼の襟えりの下にくぐらせる。

　踵かかとを床に戻した彼女は、右手と左手に持った布の両りよう端たんを、長官の顎あごの下で交こう差ささせた。

　何のことはない。

　ウサギ娘は長官のネクタイを結ぼうとしている、ただそれだけである。

　もちろん長官は、自分で自分のネクタイを結ぶことができる。

　それどころか、慣れていないウサギ娘よりも、彼の方が数倍素す早ばやくうまく結べるはずだ。

　しかしながら、これこそが──ウサギ娘にネクタイを結んでもらうこの一ひと時ときこそが、長官にとっては至し福ふくの時間だった。

　獣人保護庁の制服たる紺こん青じよう色いろの軍服に合わせた、黒い無む地じのネクタイ。

　その両端を握にぎり締しめたウサギ娘の表情は真しん剣けんそのものだ。

　一方、ウサギ娘がネクタイを結びやすいように背を屈めた長官の顔は、ちょうど彼女の頭の上──そこに突っ立つ二本のウサギ耳の間にあった。

　長い耳を包つつむ柔やわらかな金色の毛が、長官の両りよう頰ほおにふわふわと触ふれる。

　鼻先をウサギ娘の前髪がくすぐり、彼の表ひよう情じよう筋きんは一瞬にして弛し緩かんした。

　ちょうど通りかかってそれを目もく撃げきした長官の姉が、盛せい大だいに顔をしかめる。
















「ちょっと、そこの狼おおかみ。ウサちゃんを齧かじるんじゃないわよ」

「──えっ!?　そんなことしませんよっ!!」

　長官の姉の言葉にぎょっとしたのは、彼女の後ろから歩いてきた守しゆ衛えいだった。

　長官の姉は呆あきれた顔をして彼を一いち瞥べつし、「あんたのことじゃないわよ、ワンちゃん」とため息をつく。

　しかし、彼女はすぐに、上じよう機き嫌げんな長官に向き直って言った。

「朝っぱらから、弟のデレまくった顔なんて見せられたくなかった」

「別に、姉さんに見せているつもりはありませんよ」

　長官とその姉がそんなやりとりをする中、ウサギ娘はひたすらネクタイと向かい合っていた。

　彼女の手は、ネクタイの幅はばの広い方──いわゆる大だい剣けんを上にして交差させてから、小しよう剣けんと呼ばれる幅の狭せまい方にぐるっとひと巻きする。さらに、大剣をもう一度小剣の上に通し、裏側から輪になった部分にネクタイの先を入れれば結び目の出来上がり。

　あとは、結び目の位置や大きさ、大剣と小剣の長さのバランスを調整すれば完成だ。

　これはプレーンノットと呼ばれる、ネクタイの結び方としては最も基本的で簡単なもの。一ひと重え結びなので少々緩ゆるみやすいが、着ちやく脱だつしやすいというメリットもある。

　しばしの試し行こう錯さく誤ごの後、ようやく自みずからの仕事に及きゆう第だい点てんを与えたらしいウサギ娘は、ネクタイの結び目に手を添そえたまま長官を見上げて問うた。

「あの、だんな様。苦しくないですか？」

「ええ。むしろ、もう少しぎゅっと締めてもらっても平気ですよ」

「ぎゅっと？」

「はい。こう、ぎゅうっと」

　長官の答えを聞いて、ウサギ娘は遠えん慮りよがちにネクタイの結び目を押し上げる。

　襟元が締まるのに連れん動どうするように、両腕で彼女を抱き締めた長官は、心底幸せそうだった。

「新しん婚こんさんか」

　長官の姉が、間かん髪はつを容いれず寸すん言げんを吐はく。

　朝から盛大に当てられたのが面おも白しろくなかったらしい彼女は、隣となりに佇たたずんでいた守衛の胸ぐらをいきなり摑つかむと、綺き麗れいに結ばれていた濃のう紺こんのネクタイをぐぐっと締め上げた。

　ただの八やつ当あたりである。

「うわっ、ちょっ……やめてください！」

「そもそも、あんた。その肉にく球きゆうのお手てで、どうやってネクタイ結んだのよ」

「首、首っ……絞しまってますって！　パワハラ反対!!」

「お黙り、ワンちゃんめ」

　必死に抵てい抗こうする守衛の毛むくじゃらの太い腕を、長官の姉の一見すると華きや奢しやな腕が有う無むを言わさず押さえ込んだ。

　そんな姉と守衛の戯じやれ合いをよそに、長官は軍服の上着を羽は織おってボタンを留める。

　ようやく身み支じ度たくを終えた彼はウサギ娘に向き直ると、出勤前のお決まりの文もん句くを口にした。

「それでは、行って参ります。定時には上がって帰りますので」

「いってらっしゃいませ、だんな様」

　そんな長官とウサギ娘に対し、守衛の巨きよ体たい越しにまた「新婚さんか」という長官の姉の呟つぶやきが聞こえた。
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　月末が近づいた週の始め。

　獣人保護庁の事務所では、この日どの保護官も出しゆつ動どうの予定がなく、それぞれのデスクの前に陣じん取どって苦手なデスクワークに勤いそしんでいた。

　長官も例れい外がいではなく、軍の上じよう層そう部ぶに提てい出しゆつする書類を作成しつつ、部下達が提出した報告書に目を通す。

　そんな中、ある一枚の書類に視線を落とした長官は、すぐさま顔を上げて部下の一人を呼んだ。

「主しゆ任にん、すみません。ちょっといいですか？」

「はいはーい、長官。なんでしょー」

　すぐさま長官のデスクまでやってきた主任は、彼が手にしている書類に気付いて、ああ、と合が点てんがいったように頷く。

　それは、二ヶ月余り前に長官が保護したウサギ獣人の少女の、身しん辺ぺん整せい理りに関する報告書であった。

　あの夜、長官は必要最低限の荷物だけを持たせ、夜よ闇やみに紛まぎれるようにしてこっそり彼女を首しゆ都とに連れ帰ったのである。

　町長を筆ひつ頭とうに、母親を亡なくして天てん涯がい孤こ独どくになったばかりのウサギ娘を気にかけていた町民達は、突然姿を消してしまった彼女を心配した。

「町民に行方ゆくえ不ふ明めい者しやが出れば、通常は町の自じ警けい団だんが捜そう索さくし、それでも見つからない場合は近くに駐ちゆう屯とんしている軍の部隊に協力を要よう請せいするようですけど……あそこの町長はそうしなかったみたいですね」

　長官からウサギ娘の身辺整理を一いち任にんされていた主任は、自らが書いた報告書の内容を思い出しながら続ける。

「町長も、新しん任にんの部隊長は融ゆう通ずうが利きかなさそうだと感じたんでしょうね。賢けん明めいだと思います」

　長官がウサギ娘を連れ去ったあの夜。

　町長も参加した町まち外はずれの駐屯地で行われた会議では、部隊長の交代が発表されていた。

　その際さい挨あい拶さつに立った新任の部隊長を見ていた町長は、行方不明となったウサギ娘のことを彼に相談するのは得とく策さくではないと判はん断だんしたようだ。

「軍がウサギちゃんを見つけ出してくれたとしても、新任の部隊長に彼女が獣人であることがバレてしまえば面めん倒どうなことになりますから……」

　主任の言葉に、長官も確かにと頷く。

「彼女は結局町に居られなくなるでしょうし、彼女の存在を隠いん蔽ぺい、あるいは黙もく認にんしていた町民達にも何らかの罰ばつが与えられるかもしれない。そう、町長は考えたんですね」

　この国の法ほう律りつでは、獣人はすみやかに保護すべき対たい象しようとされており、国民がそれを発見した場合は軍への通つう報ほう義ぎ務むが課かせられている。

　獣人はそもそも戸こ籍せきを持たない。

　行方不明者として捜索する前に軍に身元を調べられてしまえば、ウサギ娘に戸籍がないこともすぐにばれてしまうだろう。

「ウサギちゃんのことは心配だけど、町全体に軍の疑うたがいの目が向けられるようなことがあってもいけない。町長は、それこそハゲを作るほど悩んだようです」

「それは……申しわけない事をしました」

　結局主任は、元よりウサギ娘が獣人だと知っていたらしい町長にのみ、獣人保護官という身分を明かして事情を説明していた。

　ウサギ娘が生まれ育った青せい果か店てんは、町一番の大おお地じ主ぬしである町長からの借地だったため、そのまま彼に返へん却きやくされることになったらしい。

「その手続きの際に知ったんですが……もともと青果店を経営してたのって、獣人とはまったく関係のないおばあさんだったそうですよ。何でもそのおばあさんが、大っきなお腹なかを抱かかえて途と方ほうに暮れていたウサギちゃんのお袋ふくろさんを保護して、一緒に住むようになったとか」

　しかしながら、主任の言う、ウサギ獣人の母おや娘こを匿かくまっていた老ろう婆ばも、すでにこの世にいない。

　老婆は豊ほう富ふな知恵と経験から町民に敬うやまわれていた存在で、町長などはその遺い志しを継つぐ形でウサギ娘とその母を守ってきたようなものだった。

「なんにしろ町長は、ウサギちゃんが今は何不自由ない状態で、耳を隠かくさずに元気に生活していることを伝えたら喜んでましたよ。彼女が、ありのままで生きられる場所があるのなら、その方がいいって言ってました」

「そうですか……」

　町長は、突然いなくなったウサギ娘を心配する町民達に、彼女は首都に住む親しん戚せきの家に引き取られたと説明したという。

　いつか機会があれば、この町長だけでも屋や敷しきに招待し、ウサギ娘の元気な姿を見せてやった方がいいかもしれないと思いつつ、長官は主任の報告書に判はんを押した。

　そうこうしている内に、時刻は午後三時を回った。

　いの一番に書類仕事を終えた事じ務む官かんが、そろそろお茶でも淹いれようかと席を立つ。

　ちょうどその時、獣人保護庁の事務所の扉をくぐった者がいた。

「──邪じや魔まするよ」

　そう一言断ことわって、しかし答えを待つこともなくズカズカと中に入ってきたのは一人の男だ。

　男は、書類に目を通している長官のデスクの前までやってくると、何な故ぜか胸を張った。

「やあ、兄弟きようだい！　今日も今日とて、馬ば車しや馬うまのように働いているかい!?」
















　そう横おう柄へいに告つげた相手に、しかし長官は一瞥をやることもなく吐き捨てた。

「どうぞお帰りください。さようなら」

「待って！　まだ、さよならしないで？　今来たところだからね!?」

　塩しよっぱ過ぎる長官の対応に、男が不満げな様子でデスクをガタガタと揺ゆらす。

　さすがに長官も心底迷めい惑わくそうな顔をして男を見た。

　保護官達もそれぞれの書類から顔を上げ、突然の闖ちん入にゆう者しやに向かって口を開く。

「あっ、おーじだ」

「本当だ、おーじだな」

「おーじ、何の用っすか？」

　おーじだおーじだの大だい合がつ唱しように、男は眉み間けんに皺しわを寄せて振り返る。

「おーじ、おーじって、渾あだ名なみたいに呼ぶなっ！　それと、もうちょっとくらい王子様に敬けい意いを払はらってもいいんじゃないかなあっ!?」

　両手を振り上げてそう抗こう議ぎする男──長官とは一応幼おさな馴な染じみらしいこの国の王子に、居並ぶ保護官達は癇かん癪しやくを起こす幼おさな子ごを見るような生なま暖あたたかい眼まな差ざしを向けた。

「それで、本当に何の用ですか？　暇ひまなんですか？」

「暇じゃないよ。王子様も結構忙しいのよ。税ぜい金きん泥どろ棒ぼうって言われないように、それなりにご公こう務むしてるフリしなきゃいけないしさ」

「フリじゃなくて、ちゃんと働いてください」

「生せい理り的てきにムリ」

　長官は視線を書類に戻し、おざなりに王子の相手をする。

　そんな彼の態度を気にする様子もなく、王子は長官のデスクの端はしにどっかりと腰を下ろした。

　デスクが大きく揺れ、長官の眉間に深々と皺が刻きざまれたが、王子はやっぱり気にしないままに口を開く。

「今夜、向かいのビルのラウンジで会議ね。各省庁の次じ長ちよう以上に招しよう集しゆうかかってるから」

「そのような予定は聞いておりません」

「だから、今知らせにきてやったんじゃないか。王子様の俺が、わざわざ、直じき々じきに」

「まったくありがたく思える要よう素そがないですね。そもそもラウンジで会議だなんて、意味が分かりません」

　軍ぐん庁ちよう舎しやの向かいには商業ビルが立っており、その最上階は展てん望ぼう台だい付きのラウンジになっている。

　ラウンジは、昼間はカフェとして営業しているが、日が落ちると会員制のレストランバーになる。

　とてもじゃないが、国のトップが集まって会議をするような場所ではなかった。

　しかし、王子は心配するなと笑って続ける。

「会議とは名ばかりで、実じつ際さいはしょぼくれてるうちの親父おやじを元気づけるための飲み会だからな」

「あなたの親父殿どの……国王陛へい下かに何かあったんですか？」

「こっそりセクシーパブでハメ外はずしてたのをゴシップ誌にすっぱ抜かれて、それがお袋さんの目に入って、一週間前から家庭内別べつ居きよが始まっております」

「……」

　突然明らかになった王家のスキャンダルに、長官はげんなりとした顔で口を噤つぐむ。

　代わりに、自分のデスクに戻っていた主任が、知ってる知ってる、と手を上げた。

「車内吊つり広告で見ましたよ、それ。なんか、秀しゆう逸いつな見出しが付いてて、たしか……」

　──『僕らの国王陛下、夜は暴ぼう君くん!?』

「暴君って……!!　僕らの国王陛下は、仁に王おう立だちする王おう妃ひ様の前でブルブル足を震ふるわせて、生まれたてのバンビみたいだったからっ!!」

　腹を抱えてゲラゲラ笑う王子に合わせ、彼が腰を下ろしている長官のデスクも揺れる。

　長官のこめかみに浮かんだ青あお筋すじに気付いた部長が、すかさず王子の首根っこを摑んでデスクから離した。

「……おい、兄弟。守衛といい部長といい。お前の周りのヤツって、俺への対応が雑ざつ過すぎないか？」

「国王陛下には、王妃様に土ど下げ座ざでもなんでもして、早そう々そうに許してもらえとお伝えください」

「俺の主しゆ張ちようは無視か。というか、今夜はお前も強きよう制せい参加だから」

「職しよく務むとは無関係のことで残業を強制されるいわれはありません」

　今日も定時に上がって帰る予定の長官は、国王陛下からの誘いだろうと、王子からの誘いだろうと、迷うことなく断るつもりだった。

　ところが……

「そんなこと言っていいのか？　〝すみませ～ん、獣人保護庁さんだけ欠席です～。やっだー、付き合い悪ーい。来年から予算減らしちゃう～？　賛成賛成～！〟……ってな展開になっても、俺は知らないからな！」

「……」

　王子の台詞せりふに、長官はそんな馬ば鹿かなことがあるかと思いつつも、予算を引き合いに出されると無む碍げにもできなくなるのが辛つらいところ。

　民みん主しゆ主しゆ義ぎを掲かかげる社会において多数決という手法は、理り不ふ尽じん極きわまりない結果を生うむことが少なくないのだ。

　するとここで、王子の襟首を摘つまんだままの部長が、苦く笑しようしつつ口を挟はさんだ。

「仕し方かたないですよ、長官。今夜ばかりは国王陛下を慰なぐさめてやりましょう。──王子、今日は次長が休みなので、自分が代わりに出席させていただいてもいいですかね？」

「いいとも。俺が許す」

　こうして部長の進しん言げんにより、長官もしぶしぶ会議の場への出席──正しくは、王妃に怒おこられた国王を慰めよう会への出席を承しよう諾だくした。

　長官は深々とため息をつきつつ、デスクに置かれた電話の受話器を取る。

　それに目ざとく気付いた王子が、どこに電話するのかとしつこく絡からんできた。

「どこって、もちろん家ですよ。今日も定時に上がって帰ると言って出てきましたので」

「それって、ウサちゃんに？　もしかして、毎朝見送ってもらったりしちゃってる？」

「ええ、ネクタイも結んでもらいます」

「何だそれっ！　新婚さんかよ!!」

　羨うらやまし過ぎると言って地じ団だん駄だを踏ふむ王子の姿に、長官はこの時、いくらか優ゆう越えつ感かんを覚えた。




「……ふーん、あっそ。遅くなるんだ？」

　長官がかけた電話に出たのは、姉だった。

　事情を話すと、電話の向こうの姉が何やら考え込んでいるような気配がある。

「何か、ありましたか？」

　違い和わ感かんを覚えた長官がそう問えば、姉はいつも通りの愛あい想そのない声で「別に」と答えるも……

「まあ、できるだけ早く帰ってきなさいよ」

　今まで言われたことのないような台詞が続いて、ますます違和感が増す。

　そうこうしている内に、まだその場に留とどまっていた王子が、ウサギ娘と話がしたいと言って傍かたわらで騒さわぎ始めた。

　王子の相手にうんざりしていた長官は、受話器を彼の耳に押し付ける。

「ウサちゃーん!?　やあやあ、君の王子様だよー!!」

　王子は猫ねこ撫なで声ごえでそう言ったが、電話の向こうにいるのはウサギ娘ではなく……

「──全身、穴という穴に、プチトマト詰め込んでやろうか？」

　ドスの利いた声でそう答えたのは、長官の姉であった。

「およしになって……っ!!」

　とたんに、王子は悲鳴を上げて受話器を放り出し、一いち目もく散さんにその場を逃げ出した。

　もちろん、獣人保護庁の中には誰一人としてそれを引き止める者はいない。

　長官もせいせいしたとばかりに彼の背中を見送ってから、受話器を拾い上げてもう一度耳に当ててみる。

　ツー、ツー……

　電話は、すでに切れてしまっていた。
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　長官が、会議とは名ばかりの飲み会から解かい放ほうされて自宅に帰り着いたのは、午後九時を回った頃だった。

　ウサギ娘が待つ屋敷に早く帰りたい一いつ心しんで、彼は国王夫ふう婦ふの喧けん嘩かの仲ちゆう裁さいを買って出たのだ。

　国王の話には一いつ切さい耳を貸さなかった王妃も、長官が電話をすると落ち着いて話を聞いてくれた。

　長官はとりあえず、国王に謝しや罪ざいと弁べん解かいをする機会を与えるという約束を王妃から取り付けた。

　それをおおいに喜んだ国王によって半なかば無む理り矢や理り酒を飲まされたため、長官は車を運転できなくなってしまう。

　酔よいは早々に醒さめたものの、帰りは部長に送ってもらった。

　部長は見た目に反して下げ戸こなので、酒は一いつ滴てきも飲まなかったのだ。

「だんな様、おかえりなさいませ」

　そうして、屋敷の門の前で部長の車を見送っていると、長官の帰き宅たくに気付いて屋敷から出てきた守衛が素早く門を開けた。

　常つねならば、帰宅した長官を一番に出迎えてくれるのは、尻尾しつぽをプルプル震わせたウサギ娘だ。

　ただし、日が暮れた後は外には出ないよう、長官は日頃から彼女に言い含めている。

　そのため、彼女が今この場にいないことは何らおかしいことではない。

　しかし……

「──何かありましたか？」

　守衛の瞳が動どう揺ようをありありと浮かべていることに気付き、長官の顔は瞬しゆん時じに強こわ張ばった。




　──おばあちゃんは、魔ま女じよなんだ。

　ウサギ娘は幼い頃、そう思っていた。

　真っ白い髪と真っ白い肌の祖そ母ぼが、自分と母のようなウサギの耳ではなく、人間と同じ耳をしているように見えるのは、彼女が魔女で魔法を使っているからだと本気で思っていたからだ。

　何しろ祖母は、いわゆる民みん間かん療りよう法ほうに精せい通つうしていて、町民からも白魔女と呼ばれて慕したわれている。

　ハチミツ漬づけの大根が咳せき止どめ薬になるとか、磨すり下ろしたレンコンの搾しぼり汁じるにショウガの搾り汁とハチミツ、熱湯を加えて飲めば熱冷ましの効こう果かがあるとか、火傷やけどには磨り下ろしたジャガイモの搾り汁を塗ぬると湿しつ布ぷ代わりになるとか……。

　祖母の知ち識しきは、ウサギの獣人であることを隠しているがために、病気や怪け我がに見舞われても町の病院に行くことができないウサギ娘とその母をいつも助けてくれた。

　ウサギ娘がやっと、祖母だと思っていた老婆がまったくの赤の他人で、魔女でも獣人でもないただの人間だと知ったのは、彼女が亡くなった時だった。

　魔女ではなかったから、祖母だと思っていた老婆はぽっくりと、実にあっけなく死んでしまった。

　彼女を慕したっていた町の人々は泣きながら、寿じゆ命みようだ、天てん寿じゆを全まつとうしたのだ、と口々に言った。

　ウサギ娘の母は老婆から青果店を受け継ぐと共に、民間療法の知識も学んでいたのだが、彼女の最さい期ごもやっぱりあっけなかった。

　そんな二人の死を経へて、ウサギ娘は命とは儚はかなく脆もろいものだということを知った。

　そして、自分の命もまたあっけなく散るのだろうと感じたのは、この日の正しよう午ごを過ぎた頃だった。

「ねえ、ウサちゃん。あなたちょっと熱っぽくない？」

　昼食を終え、後あと片かた付づけを手伝おうと席を立ったウサギ娘を、長官の姉が呼び止めた。

　長官の姉は、きょとんとして立ち止まったウサギ娘を強ごう引いんに引き寄せ、額ひたいに手を当てる。

　とたんに、彼女は秀しゆう麗れいな眉まゆをひそめた。

「血色のいいほっぺをしているとは思ってたけど」

「おでこ、熱いですか……？」

「熱いのなんのって。額の上で目玉焼きが焼けそうよ」

「目玉焼き……」

　ぼんやりと呟くウサギ娘の身体からだを、長官の姉は有無を言わさず抱き上げる。

　その場に居合わせた守衛が、自分が運ぼうかと申し出たが……

「他のオスに触さわらせると、嫉しつ妬と深ぶかいうちの弟が拗すねるでしょ？」

　長官の姉はそう言って、自らウサギ娘を部屋へと連れて行き、ささっとパジャマに着替えさせてベッドに放り込んだ。

　その頃には、ウサギ娘も身体の不ふ調ちようを自覚するようになってきていた。

　全身が怠だるくて重い。頭が痛くてぼんやりとする。

「──四十度!?　うわ～……こんな数字見るの、何十年ぶりかしら？」

　ウサギ娘の脇わきの下から引っこ抜いた体温計を眺ながめて、長官の姉が苦笑する。

　幼い頃は長官もよく高い熱を出し、その度に姉が面倒を見たのだという。

「おねえさま……」

「だーいじょうぶ。環境が大きく変わったから、疲れが出てきただけよ。ゆっくり休んだら、熱も下がるわ」

　熱に冒おかされるウサギ娘に、長官の姉は穏おだやかな声で応こたえて、そっと頭を撫なでてくれた。

　自分を労いたわり慰めようとしてくれている長官の姉の優しさが、ウサギ娘には痛いほど分かった。

「何も心配しなくていいから、眠りなさい」

　長官の姉が枕元でそう告げたが、ウサギ娘は眠るのが怖こわかった。

　眠ってしまったら、もう二度と目覚められないのではなかろうか、と思えてならなかった。

　祖母だと思っていた老婆も、大好きな母も、朝になったらベッドの中で冷たくなっていたのだから。

　しかし、いよいよ呼吸をするのも難なん儀ぎなほど、身体が重苦しくなってきて……

　ウサギ娘は結局、気を失うしなうようにして眠りについた。

　高熱のせいで浅い眠りは、ウサギ娘に様々な夢を見せた。

　楽しい夢もあっただろう。

　しかし、最後に見たのは悪あく夢むだった。

　ウサギ娘はどこだか分からない薄うす暗ぐらい場所に、ぽつんと独ひとりぼっちで立ち尽つくしている。

　すると突然、そこかしこから黒い手が伸びてきて、彼女の身体を我われ先さきにと摑もうとする、そんな夢だった。

　ウサギ娘は必死に逃げるが、黒い手はどこまでも追ってきて、今にも追いつかれそうな恐きよう怖ふに彼女は悲鳴を上げる。

　──こわいこわい……!!

　その時遠くに、頭に見覚えのあるスカーフを巻いた母らしき人影が現れた。

　──お母さんっ、助けてっ!!

　ウサギ娘はその背中に、必死に助けを請こおうとする。

　ところが、よくよく目を凝こらして見てみれば、母らしき人物は、ウサギ娘を捕つかまえようとするのと同じような黒い手に静かに手を引かれていた。
















　唐とう突とつに、ウサギ娘は理り解かいした。

　黒い手の正体が、死である、と──。

　死は、遅かれ早かれ誰にでも平等に訪れる。

　祖母だと思っていた老婆には百歳近くなってから、母はその三分の一ほどの歳で──そして、自分には十五の歳でそれがやってきた、ただそれだけのことだ。

　ウサギ娘はそう理解した。

　逃げるのをやめると、黒い手は彼女の全身に絡み付いてきた。

　不ふ快かいではない。ただ、触れられた部分は冷たくなって、だんだんと感覚が失われていく。

　やがて、黒い手の一本が前に出て、こっちだよ、と言うようにウサギ娘の左手を引っ張った。

　すると、自分の意思とは関係なく、右足が地面を離れて一歩前へ出ようとした。

　──私、死ぬんだ……

　唐突に訪れた死を、ウサギ娘は静かに受け入れようとする。

　その時だった──




「いかないでください」




　突然そんな声が聞こえたかと思うと、ウサギ娘の右手を、どこからか伸びてきた手が力強く摑んだ。

　白くて大きくて、それにとても温かい手だった。

　とたんに、黒い手の冷たさが顕けん著ちよになって、ウサギ娘は震え上がった。

　一度受け入れたはずの死が、とてつもなく恐おそろしくなったのだ。

　ウサギ娘は左手を引いていた黒い手を振り払い、右手を握ってくれている白い手に両手で縋すがり付く。

　その瞬しゆん間かん──ウサギ娘の全身に絡み付いていた黒い手が、強い風に吹き飛ばされるようにして一気に搔かき消えてしまった。

　辺りは突とつ如じよとして真っ白い光に包まれ、ウサギ娘は眩まぶしさにぎゅっと両目を瞑つむる。

　しばらくして、おそるおそる目を開けた先には……

「目が覚めましたか？」

　自室の天てん井じようをバックに、ほっとした様子の長官の顔があった。

「……だんな、さま……おかえりなさい、ませ……」

　長官は軍服の上着だけを脱いで、ネクタイはまだきっちり締めたままの格かつ好こうだった。

　長官の顔を見たとたん、ウサギ娘の口からは、帰宅した彼に掛けるいつも通りの言葉がこぼれ出た。

　それを聞いた長官は、くしゃりと今にも泣き出しそうに顔を歪ゆがめ、震える声で応えた。

「ただいま帰りました。遅くなって、申しわけありません」

　すると、長官の横からふっと白い手が伸びてきて、ウサギ娘の脇から何かを抜き取った。

　白い手の主ぬしは長官の姉で、彼女は体温計の数字を眺めて頷いた。

「三十八度五分、か。まだ高いには高いけど……おそらく山は越えたわね」

　長官の姉は穏やかな声でそう呟くと、ウサギ娘の額に小さく畳たたんだタオルを載のせ直し、それを搾った洗せん面めん器きを持って部屋を出て行った。

　冷たいタオルが額の熱を吸い上げてくれる心地ここちよさに、ウサギ娘はほっと一つ息をつく。

　相変わらず頭は痛く、全身も怠くてたまらなかった。

　それなのにいつの間にか、右手は長官に握り締められていて、さらにそれを自分の左手が縋るように握っていることに気付く。

「だんな様……」

「はい、ここにおりますよ」

　夢の中で、死からウサギ娘を救ってくれたのは、長官の手だったのだろうか。

　容易たやすく死を受け入れようとする彼女を、いかないで、と引き止めてくれたのは、彼だったのだろうか。

　長官は、ウサギ娘の右手をぎゅっと握り締めたまま、痛ましげな瞳で彼女を見つめて口を開いた。

「お母様の夢を、ご覧らんでしたか？」

「え……？」

「しきりに、お母様を呼んでいらっしゃいました。お母様が、恋しいですか……？」

「……恋しい、です」

　長官の言葉を聞いている内に、ウサギ娘の茜色の瞳には涙の膜まくが張った。

　夢の中で死の象しよう徴ちようたる黒い手に連れて行かれる母は、ついぞウサギ娘の方を振り向くことがなかった。

　夢でも幻まぼろしでもいいから、もう一度だけでも母の顔を見たかった。

　そう思うとウサギ娘の瞳からは涙が溢あふれ、それが頰を伝う前に、長官の空あいた方の手が受け止めてくれる。

　しばらくの間、そうしてウサギ娘の涙を拭ぬぐっていた長官だが、やがて彼はぽつりと告げた。

「私は……君のお母様を救えませんでした」

「だんな様……？」

　問うように見上げるウサギ娘の濡ぬれた瞳と、長官の苦く渋じゆうを滲にじませた鉛色の瞳がかち合った。

　長官が、もう二年も前から自分と母の存在を知っていたのだと、ウサギ娘はこの時初めて聞かされて驚おどろいた。

　しかも母は彼と直接会って話したことがあり、保護の申し出を拒こばみ続けていたのだという。

「ウサギの獣人が、過去に人間から受けた仕し打うちを思えば、お母様が慎しん重ちようになられるのも無理のないことでした。幸い、あの町の人々は君とお母様を受け入れて守ろうとしていましたから、私は無理に保護を敢かん行こうすべきではないと思っていたのです」

　現在この国では、獣人は発見次し第だいすみやかに保護すべき対象と位置づけられている。

　稀き少しような彼らを保護し、管かん理りすることこそが獣人保護庁の役目であり、長官はその責任者である。

　にもかかわらず彼は、周囲に理解のある人間がおり、獣人自身が望むのならば、獣人達が人間社会に紛れて生きるのを黙認してきた。

　獣人保護庁が動くのは、獣人が人間に虐しいたげられている、もしくは人間と共きよう存ぞんできずに悪事を働いていると判断した場合に限られていたのだ。

　だが、と長官は苦しそうな顔をして続ける。

「私は、判断を誤あやまったのかもしれません。もっと早く、君とお母様を保護できていれば……お母様をちゃんとした医者に診みせることができた。そうしたら、お母様はもう少し長く生きられたかもしれない」

「そんなこと……」

「君が独りぼっちになってしまったのは、私が不ふ甲が斐いないからかもしれない……」

「だんな様……」

　長官が母の死に責任を感じているだなんて、ウサギ娘にとってはまったく寝ね耳みみに水みずの話だった。

　しかも話を聞く限り、彼が責せめ苦くを負おう必要があるとは思えない。

　むしろ、母の意思を尊そん重ちようしてくれたことを感謝すべきだと感じ、ウサギ娘は口を開いた。

「母は、獣人でありながら人間の社会で生きていくことのリスクを承しよう知ちしていました。耳を隠し続けなければならないことも、お医者様にかかれないことも、全部覚かく悟ごの上でした」

　ウサギ娘はそこで一旦言葉を切って、ふうと息を吐き出した。

　まだ熱は高く、長く会話を続けるのは辛い。

　だが、彼女は自分を奮ふるい立たせて言葉を続けた。

「それでも母は、きっとあの町が好きだったんです。いろんなリスクを背せ負おってでも、あの町に居たかったんです。だから、あそこで最期を迎えられて、母は幸せだったと思います」

　それを聞いた長官は、ウサギ娘の右手を握っていた手に力を込めた。

　そして、僅わずかに震える声で言う。

「君も、あの町が好きだったでしょう。私はそんな君の意思を無視して、強引にあの町から連れ出しました。──でも、後こう悔かいはしていません」

　それはまるで自分に言い聞かせるような、どこか虚きよ勢せいを張るような言いざまだった。

「君の所しよ有ゆう者しやとなることで、君だけは守りたかった。君を私のものにしてしまえば、遠ざけられる危険や面倒がたくさんありますから」

　──あの時ほど、自分の肩書きを誇ほこらしく思ったことはありません。

　そう言って、長官は自じ嘲ちようした。

　ウサギ娘を半ば無理矢理保護したことは、彼の獣人保護官としての秩ちつ序じよに反していた。

　それでも、母を助けられなかった時のような後悔をしたくなくて、彼は動いたのだという。

「前にも言いましたが、君はもう私の大切な家族です。お母様の代わりにはなれないけれど、お母様の分まで私が守ります」

　長官は両方の手でもってウサギ娘の右手を握り締め、それに額を押し付ける。

　そして、祈いのるように言った。

「だからどうか……いかないでください」

　長官の言う「いかないで」が、「逝いかないで」であることに、ウサギ娘はようやく気が付いた。

　彼は、ウサギ娘が簡単に死を受け入れようとしていることを感じ取っていたのだろう。

　だから必死になって、彼女を側そばに繫つなぎ止めようとしている。

　独りぼっちで死に抗あらがうのは困こん難なんであった。

　けれど、こんなに自分の生を望んでくれる人がいるのなら、自らもなりふりかまわず死に抗ってみよう。

　ウサギ娘はこの時、そう思った。

　ウサギ娘の右手は、いまだに長官の両手に捕まったままだ。

　一方で自由な左手を、ウサギ娘はベッドから持ち上げて、ふと長官の喉のど元もとに触れさせた。

　ぎゅっと締めたのがよかったのか、今朝彼女が結んだネクタイは、そのままの形で綺麗に残っている。

　そもそも、ウサギ娘が長官のネクタイを結びたいと申し出たのは、書しよ斎さいにあった本で知った、ネクタイの起き源げんとされる一いつ説せつが関係していた。

　それは、かつて戦いに向かう兵士達が、無事の帰き還かんを願う妻や恋人から贈られたスカーフを首に巻いていたのが始まりである、というものだった。

　長官は、時々血の匂においを纏まとって帰宅する。

　彼の毎日は、軍庁舎の十六階に置かれたデスクの前で書類を相手にするばかりではない。

　だからこそウサギ娘は、彼が無事に帰宅するよう願いを込めて、毎朝ネクタイを結んでいるのだ。

　そして、彼のネクタイを解ほどくのもまた、ウサギ娘の仕事であった。

「だんな様、ネクタイを……」

「はい、解いてくださいますか？」

　ようやく解放された右手は、ウサギ娘自身の熱と長官の体温で、じっとりと汗ばむほどになっていた。

　けれど、ウサギ娘にとってそれは少しも不快ではなく、むしろ生きていることを強く自覚させてくれた。

　自分の方に身を屈めた長官のネクタイの結び目に、ウサギ娘はまずは指をかけて少しだけ緩める。
















　ゆっくりと結び目から大剣の方を引き抜き、それをさらに後ろに引いて解くと、結び目が残らず綺麗にネクタイが外れた。

　少しだけラフになった長官を見れば、彼が今日も無事に帰ってきたのだということが実じつ感かんできて、ウサギ娘は安あん堵どする。

　そして、自分もまた死の淵に片足をかけていたことなど忘れたかのように、ウサギ娘は淡あわく笑みを浮かべ、改めて言った。

「おかえりなさいませ、だんな様」

「ただいま帰りました」

　その時、洗面器に冷たい水を張り直して、長官の姉が戻ってきた。

　彼女に礼を言った長官が、ウサギ娘の額に載っていたタオルを冷れい水すいに浸ひたし直して搾る。

　再びひやりとしたそれを額に載せられ、ウサギ娘はうっとりと目を閉じた。

　熱はまだ彼女の全身を冒したままで、頭の中は相変わらずぼんやりとしている。

「おやすみ」

　長官の姉の穏やかな声が、扉を閉める音と共に聞こえた。

「おやすみなさい」

　一方で、長官の優しい声はすぐ近くで聞こえた。

　同時に、右手がまた温かなものに包まれる。

　長官が側にいてくれることを強く感じ、ウサギ娘は安堵を覚えた。

「おやすみなさいませ、だんな様……」

　その後、高熱のせいで浅い眠りは、またもウサギ娘に様々な夢を見せた。

　嫌いやな夢もあっただろう。

　しかし、ウサギ娘が翌よく朝あさ覚えていたのは、たった一つ──幸せな夢だけ。

　ウサギ娘は白くて大きく、そして温かな手と右手を繫いで、シロツメクサ畑に立っていた。

　手を繫いでいる相手の顔は見えないのだが、長官に違いない、と夢の中のウサギ娘は確かく信しんしていた。

　ふと遠くに、白い手に引かれて歩いていく母の背中を見つける。

　──お母さん！

　ウサギ娘が呼ぶと、母は今度こそ立ち止まり──そして、振り返って微笑んだ。

　見覚えのある花柄のスカーフは彼女の襟元を飾っていて、頭には二本のウサギの耳が柔らかに揺れていた。
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　ウサギ娘は翌日の午後には平へい熱ねつに戻り、夕食は六名全員で囲むことができた。

　その四日後──長官が休みの日のブランチの後。

　ウサギ娘は長官と一緒に、表の庭にやってきた。

　翁おきなこと執しつ事じが趣しゆ味みでやっている家庭菜園の一いつ角かくを借りて、あるものを育てることにしたのだ。

「色が黄色でも、トマトはトマトなんでしょうね……」

　執事が買ってきてくれた、黄色いミニトマトの種。

　昨夜から水を吸わせていた小さな粒つぶを掌てのひらの上で転がしながら、アンニュイなため息をついている長官に、ウサギ娘はくすりと笑う。

　いきなり地面に種をまくのではなく、まずは土を張ったポットで苗なえを育て、いくらか大きくなってから菜園に植え替えるといい、と執事は教えてくれた。

　ウサギ娘は長官の掌から小さな種を摘まみ上げ、用意した種まき用のポットに落としていく。

　この小さな種が立りつ派ぱな苗に育つまで、おおよそ二ヶ月。

　苗を菜園に植え替えて、開花し実が生るまで、さらに二ヶ月。

「合計四ヶ月……小さいトマトでも、収しゆう穫かくまで結構かかるものなんですね」

　ウサギ娘に倣ならうように、ポットに種を落としていた長官が、感かん慨がい深ぶかげにそう呟く。

「実が付き始めたらどんどん生るので、せっせと収穫して食べないといけないそうです」

「どんどん、生るんですか……」

　トマトが苦手な長官は、どんどん生っていくそれを想像したらしく、難むずかしい顔をしてううむと唸うなった。

　黄色だろうと黒だろうと、長官にとってトマトはやはりトマトらしい。

　ウサギ娘はくすくすと笑いながら全ての種をまき終えると、それぞれに薄うすく土を被かぶせる。

　それからジョウロでそっと水を与えた。

　長官は、種が入っていた袋に書かれた『上手なミニトマトの育て方』を真剣に読んでいる。

「発はつ芽がするまで、土が乾かないようにしなければいけないそうですよ」

「はい、忘れないで毎日水やりします」

　数日前に、長官に黄色いトマトを育ててみるかと問われた時は、ウサギ娘は頷くことができなかった。

　何故なら、それが育ち切る四ヶ月後に自分がどこでどうしているのか、想像できなかったからだ。

　けれどそんなウサギ娘に、長官は言ってくれた。

　彼女は、自分の大切な家族だと。だからずっと、この屋敷に居ていいのだと。

　そして、安あん易いに受け入れようとした死からウサギ娘を掬すくい上げ、側で生きていくことを望んでくれた。

　今なら、ウサギ娘は未来を想像することができる。

　うまくいけば四ヶ月後、この菜園では、小さな黄色い実を鈴すず生なりに付けたトマトの木を見られるだろう。

　長官は黄色いミニトマトを口にするだろうか、しないだろうか。

　どちらにしろ、少しだけ複雑そうな顔をしながらも、一緒にそれを収穫してくれる彼の姿が目に浮かぶようだった。




「決して、人前でスカーフをとっては駄だ目めよ」

　かつて母にそう言い聞かされて、ウサギ娘は頭にスカーフを巻いていた。

　けれど、スカーフを取とっ払ぱらって生活をするようになって、二ヶ月と少し。

　もう、あんな窮きゆう屈くつな思いはしたくない。

　頭に突っ立つ二本の耳と、後ろで揺れる尻尾で風を感じながら、長官の側にあれること。

　それこそが、ウサギ娘が辿たどりついた幸せな日常であった。








終わり




































































































































　この屋や敷しきの家事を一いつ手てに担になう家か政せい婦ふは、早い時間に眠りにつく。

　主あるじたる彼女がいなくなった台所の扉が開かい閉へいしたのは、午後九時を過ぎた頃だった。

　調理台の対面に設置されたカウンターの前。

　脚の長い丸まる椅い子すを並べて、この屋敷の当とう主しゆである獣じゆう人じん保ほ護ご庁ちよう長ちよう官かんの姉と、オオカミ獣人の守しゆ衛えいが座る。

　二人がこうしてキッチンカウンターで酒を酌くみ交かわすのは、週に一度──決まって長官の休日の前夜である。

　当主の起き床しように合わせてゆっくりと一日が始まる休日の前夜なら、守衛も堂々と夜よ更ふかしができるからだ。

　それぞれ風ふ呂ろを済ませ、長官の姉は真っ白いタオル生き地じのローブ、守衛はシャツとズボンだけというラフな格かつ好こうをしている。

　彼らは無類の酒好きで、その上すこぶる酒しゆ精せいに強かった。

　長官の姉など、夕食の席でもボトルワインを半分飲んだにもかかわらず、ほんのりとも顔を赤らめていない。

　守衛に至いたっては、そもそも全身灰色の毛に覆おおわれているので、肌の色味で酔よいの度合いを測はかるのは不ふ可か能のうだ。

　守衛はさっそく自分のグラスにワインを注そそぎ、用意していたつまみの皿をいそいそと引き寄せる。

　隣となりの席では長官の姉が、守衛が持つのと同じようなグラスを片手に、それとは反対の手であるものを口に運んだ。

　サクリ、と音を立てて彼女の歯がそれに食い込む様子に、守衛は一いつ瞬しゆん見み蕩とれてしまう。

　長官の姉はなおもサクサクと咀そ嚼しやくしつつ、にっこりと笑って見せた。

「うふふ、おーいし。さっきふと齧かじった、ウサちゃんのほっぺみたいに甘あまいわぁ」

「えっ？　齧った……っ!?」

「だって、どうぞ齧ってくださいって感じで目の前にあったんだもん。ぷにぷにだったわよ」

「やめてあげてくださいよ……」

　悪わる怯びれる様子もない長官の姉に、守衛は呆あきれたようなため息をついた。

　長官の姉が食べているのは、そのウサギ娘が焼いたイチゴのパイだった。

　何なん層そうにも丁てい寧ねいにバターを折り込んで焼いたパイ生地の中に、甘あま酸ずっぱいイチゴがたっぷりと詰め込まれている。

　ここのところ、ウサギ娘は頻ひん繁ぱんにお菓子を作っており、イチゴのパイは今日で三度目だった。

　何でも、以前長官が、それを好きだと言ったかららしい。

　ウサギ娘にとって長官は、後こう見けん人にんであり、また保護者ともいえる立場にある。

　一いつ心しんに長官を慕したうウサギ娘の様子は見ていて微笑ほほえましく、彼のためにと張り切ってイチゴのパイを作る姿は実に健けな気げで愛らしかった。

　守衛がそんなことを思っていると、まるでその心を読んだかのようなタイミングで長官の姉が口を開いた。

「ウサちゃんもすっかり落ち着いたわね。あの子がうちにやってきた日は、どうなることかと思ったけれど」

「そうですね」

　長官の姉の言葉に、守衛は初めてウサギ娘に会った時のことを思い出す。

　今から二ヶ月と少し前、長官が大事そうに腕に抱かかえて帰ってきたのは、ウサギ族の獣人の少女だった。

　その大きな茜あかね色いろの瞳ひとみは恐きよう怖ふと不安でいっぱいで、彼女は何より、自身を抱える長官のことをひどく恐おそれていた。

「そんなウサちゃんが最初に懐なついたのが、こんな凶きよう悪あく面づらのオオカミ男だったなんてね～」

　そう言ってじとりと自分を見上げてくる長官の姉に、守衛は口に含んだワインをごくりと嚥えん下げしてから、凶悪面とは失礼な、と返す。

「種族は違えど、同じ獣人だということで親近感を覚えてくれたんでしょう」

「まあ、あんたは面構えが怖こわいだけで、至って人じん畜ちく無む害がいなワンちゃんだもんね。こと、うちに来てからは」

「私としては、あなたが率そつ先せんして彼女の面めん倒どうを見始めたことの方が意外でしたよ。子供はお好きではないと思っていたので」

「理り屈くつの通じない相手が苦手ってだけで、別に子供全部が嫌きらいなわけじゃないわよ」

　長官の姉は肩を竦すくめてそう言ったが、すぐに笑みを浮かべて、それに、と続ける。

「弟が、大事にしたいって思ってる子だもの。私だって、大事にするに決まってる。何より、ウサちゃん可か愛わいいし」

「そうですか」

　長官の姉は実のところ、たいへん情に厚い女性である。

　それに救われて今ここにある守衛は、彼女の言葉に目を細めて頷うなずきつつ、思い出したように言った。

「子供と言えば……獣人専門ブティックの坊ぼつちゃんに懐かれたんですね。先日電話を取った際さい、見知らぬ幼い声に〝師し匠しよう、いますか？〟って問われた時は、いったい誰のことかと思いましたよ」

「あの僕ちゃん、将来有ゆう望ぼうよ。大人になったらネコ娘を嫁にして可愛い子猫をいっぱい産んでもらう、って一族の前で豪ごう語ごしたらしいわ。それを聞いた議員のお祖じ父いさんが、泡を食ってひっくり返ったってさ」

「そもそも、人間と獣人は交こう配はいできませんのにね」

　守衛の言葉を、再びイチゴのパイに齧り付きつつ長官の姉が鼻で笑う。

　綺き麗れいに揃そろった長官の姉の歯がサクリと音を立てて、イチゴのパイに食い込んだ。

　それを見たとたん、口の中に唾だ液えきが溢あふれた守衛は、自身もイチゴのパイに手を伸ばす。

　果実の味わいが際きわ立だつスイーツは、同じく果実を原料とするワインにも合うに違いない。

「血の滴したたる生肉に食らいつきそうなイメージのくせに、あんたってば甘いものが好きよね」

　肉にく球きゆうのある獣けものの手で、イチゴのパイを器用に摑つかみ上げる守衛を眺ながめながら、長官の姉は今度はくすりと笑った。

　対して守衛は、そんな彼女が傾けるグラスを見て、思わずといった様子で問う。

「それって……このパイに合いますか？」

　長官の姉のグラスの中身はワインではなく、白い泡の層を載のせた琥こ珀はく色いろの液体──ビールだった。

「あら、知らないの、ワンちゃん。スイーツって意外にビールと合うのよ」

　彼女は笑みを浮かべてそう言うと、守衛にも飲むかと尋たずねる。

　しかし、守衛は首を横に振った。

「遠えん慮りよします。口の周りの毛に泡がつくので、ビールは苦手なんです」

「あっそ」

　とたんにつまらなさそうな顔をした長官の姉に苦く笑しようしながら、守衛は「それにしても」と続けた。

「珍めずらしいですね。普ふ段だん、ビールはあまり飲まれないのに」

「だって、樽たるでもらったんだもの」

「ああ、王子が持ってきた……」

　樽入りのビールは、国王陛へい下かから贈られたものだ。

　何でも長官が、王おう妃ひとの喧けん嘩かの仲ちゆう裁さいをしてくれたことへの礼らしい。

　樽を担かついでやってきた王子が、屋敷の中へ入れろ、ついでにウサギ娘をもふらせろ、と騒さわいだのはつい三日ほど前のことだった。もちろん守衛は、断だん固ことして彼を門の中には入れなかったが。

「あいつの話はやめて。酒がまずくなるわ」

　王子を心底嫌っている長官の姉は顔をしかめ、口直しとばかりにまたイチゴのパイを齧る。

　ちなみにビールの樽は、現在キッチンカウンターの脇わきにででんと置かれており、とにかく場所を取るので台所の主たる家政婦には不評である。

　守衛はまだまだ空からにはなりそうにない巨大な樽を眺めつつ、心に抱いだいていた疑問を口にした。

「その、だんな様が飲み会の席で国王夫妻の仲裁をしたという日……昼間、だんな様から帰りが遅くなると電話があったんでしょう？　どうしてその時、お嬢じようちゃんが熱を出していることを伝えなかったんですか？」

　その問いに、長官の姉はグラスを空にしてから答えた。

「伝えたら、弟はすっ飛んで帰ってきたでしょうね。けど、医者でもないあいつが側そばにいたところで結局は何もできないわ」

「はあ、まあ……」

「幸い、公休中の次じ長ちように電話して教えてもらった通りに人間用の解げ熱ねつ剤ざい飲ませたら、ちょっとずつ熱が下がり始めたし。そもそも、獣人保護庁長官殿どのが自分のせいで早そう退たいしてきたなんて知ったら、ウサちゃんは絶対気に病やむでしょ？」

「確かに」

　長官の姉の言葉に、守衛は納なつ得とくした様子で頷いた。

　そうして彼は、隣に座る長官の姉の顔をまじまじと眺めつつ、感心したように告つげる。

「傍ぼう若じやく無ぶ人じんそうに見えて、結構いろいろ考えて生きてらっしゃるんですね」

「……ワンちゃん。あんた、酔ってんの？」

　長官の姉がじとりと睨にらむように守衛の顔を見返す。

　しかし、守衛がその手から空のグラスを抜き取り、傍かたわらに置かれた樽からビールを注いで返すと、彼女の機き嫌げんはたちまち回かい復ふくした。

　さらに守衛は、自分のつまみを勧すすめてみる。

　長官の姉は遠慮なくそれに手を伸ばしつつ、苦笑して言った。

「これこそ、ワインに合うの？　ビールとイチゴパイより、よっぽどだと思うけど」

「えっ、そうですか？　私は合うと思いますけど……」

　守衛のお気に入りのつまみ──それは、豆まめ麴こうじと麦麴を発はつ酵こうさせたもろみ味み噌そを添そえたキュウリだった。

　キュウリは、そもそも守衛の好物である。

　もろみ味噌だって、発酵食品という点ではワインと同類だ。合わないわけがない。

　そんな守衛の主しゆ張ちように、長官の姉はいささか納得できない様子ではあったが……

「けど、ビールには文もん句くなしに合うわね。もろきゅー最高」

「もろきゅうに乾杯」

　よく分からない盛もり上がり方をし始めた二人は、もしかしたらいかばかりか酔っているのかもしれない。

　と、その時。カチャリと音を立てて台所の扉が開いた。

「あっ、お姉様、守衛さん」

　酩めい酊てい感かん漂ただよう空間に、突とつ如じよとして響ひびいたあどけない声。

　それは、今まさに酒の肴さかなにしていたウサギ娘のものだった。

　台所に現れた彼女は、足首まであるネグリジェの上にガウンを羽は織おり、ふわふわの金きん髪ぱつを背中に流している。

「あら、ウサちゃん。おいでおいで、一緒に飲もう」

「もろきゅう、食べるかい？」

　とたんに相そう好ごうを崩した長官の姉が、彼女に向かってちょいちょいと手招きをした。

　守衛も上機嫌な様子で、もろきゅうが載った皿を掲かかげて誘う。

「はい」

　ウサギ娘は二つの長い耳をぴょこんと揺ゆらして頷くと、彼らに向かって足を踏ふみ出そうとする。

　ところが……

「──いけません」

　後ろから伸びてきた腕に、抱き込むようにして止められてしまった。

「人間も獣人も、酒が飲めるのは二は十た歳ちを過ぎてからです。彼女を唆そそのかさないでください、姉さん」

「出たな、我わが家やの風紀委員長」

「守衛さんも。姉さんに感化されては困ります」

「面めん目ぼくない。つい……」

　ウサギ娘を押し止とどめ、酒飲み二人を軽く睨んだのは、守衛同様ラフな格好をした長官だった。

　長官の姉がちっと舌した打うちし、守衛は苦笑する。

　ウサギ娘はそんな大人達の顔を見比べていたが、カウンターの上を見ると問うた。

「イチゴのパイ、お口に合いましたか？」

「もちろん。今日のも最高に美お味いしいわよ、ウサちゃん」

　長官の姉の言葉に、ウサギ娘の顔が嬉うれしそうに綻ほころぶ。

　ウサギ娘と長官もこれから紅茶を淹いれ、イチゴのパイで夜のお茶会と洒しや落れ込むらしい。

　長官は今日明日と連休のため、明日の朝も早起きをする必要がないからだ。

　ウサギ娘はカウンターの向こうの調理台に回り、いそいそと紅茶のポットを用意し始める。

　長官の姉と守衛も紅茶を勧められたが、まだまだ酒を飲むつもりの二人はそれを丁てい重ちように断ことわった。

　一方長官は、湯を沸わかすウサギ娘を見守りながら、姉と守衛に忠ちゆう告こくする。

「お二人とも、お開きの際には後あと片かた付づけを忘れずに。さもなくば、おばさんに台所の出入りを禁止されますよ」

　家政婦の聖せい域いきたる台所を使用する場合は、原げん状じよう回復しておくのがこの屋敷のルールである。

「分かってるわよ、風紀委員長」

「ちゃんと片付けてから寝るようにします」

　姉の答えはともかく、守衛の答えには満足した様子で、長官は側に戻ってきたウサギ娘の手からトレイを取り上げた。トレイの上には紅茶のポットと、カップとイチゴパイの載った皿が二つずつ。

「今夜はだんな様と、書しよ斎さいでいっぱい夜更かしするんです」

　ふわふわの長い耳を揺らしながら、ウサギ娘がわくわくした様子でそう言った。

　今はガウンの下に隠かくれてしまっている彼女の尻尾しつぽも、きっとプルプルと揺れていることだろう。

　それを見守る長官の瞳ときたら、トロトロに蕩とろけてしまっている。
















　長官の姉と守衛は顔を見合わせた。

「夜更かしするんですって。若い男女が、密みつ室しつに、二人っきりで」

「間違いが起こっては大変、と止めるべきでしょうか……」

　こそこそと囁ささやき合う声は、ウサギ娘と長官の耳には届かなかったらしい。

　彼らは仲良く連れ立って、台所から出ていく。

「お姉様、守衛さん、それではまた明日」

　扉を閉める際、ウサギ娘がはにかむような笑みを浮かべてそう告げ、長官はまたそれを柔やわらかい瞳で見守っていた。

　その光景に、台所に残った二人は再度顔を見合わせ、どちらからともなくふっと笑う。

「まあ、心配ないか。なんたって、うちの弟、風紀委員長だから」

「そうですね」

　また二人っきりになった台所で、長官の姉は三杯目のビール、守衛は二杯目のワインをちびりと口に含む。

　彼らは、閉まった扉に目をやりながらしみじみと続けた。

「最初はどうなることかと思ったけど……ウサちゃんがにこにこしてるとほっとするわね」

「だんな様も、とても幸せそうでいらっしゃいますし」

　長官の姉と守衛の週に一度の飲み会は、ここ二ヶ月と少しの間、ウサギ娘と長官の話で持ち切りだった。

　小さな獣人の娘と、優しくも不器用な青年が紡つむぐ物語は、旨うま味みたっぷりの肴となった。

　美味しいつまみがあれば酒は進み、酒しゆ豪ごうと名高い長官の姉の頰ほおまでもほんのりと色づかせる。

「じれったかったり、微笑ましかったり……まったくあの子達のやりとりってば、イチゴパイみたく甘酸っぱいわよね」

　長官の姉は、サクサクと音を立ててイチゴのパイを食べ終わると、独ひとり言ごとのように続けた。

「甘酸っぱい気分なんて、私は味わったことないけど」

　すると、守衛も大きな獣の口にイチゴのパイの残りを放り込んだかと思ったら、白い犬けん歯しを剝むき出しに笑って言った。

「おや、そうですか？　私は味わってますよ。──現に、今」

「あら……」

　長官の姉と守衛が、一瞬無言で見つめ合う。

　しかしすぐに、長官の姉がふっと笑みを漏もらして首を傾かしげた。

「なぁに、ワンちゃん。私のこと、口く説どいてんの？」

「ええ、実は」
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　結局はその夜。

　忠告されていたにもかかわらず、長官の姉と守衛はキッチンカウンターの上に飲みかけのグラスと食べかけの皿を残して就しゆう寝しんしてしまった。

　よって、翌よく朝あさ彼らは家政婦から大目玉を食らい、一ヶ月の台所出入り禁止となったのである。










































































あとがき






　はじめまして、くるひなたと申します。

　この度は『ウサギ娘むすめとだんな様さま』を手にとっていただきありがとうございました。

　そもそも本作は、「獣じゆう人じん小説書くったー」なる診しん断だんメーカーをきっかけに書き始めたお話です。その時の診断は確か……「ウサギの獣人が奴ど隷れいにされる話」

　それが、なぜかこんなほのぼの萌もえ萌えモッフモフなお話になり、コソコソと描き始めた絵や漫まん画がを担当様が拾い上げてくださったことで、こうして本にしていただくことができました。

　丁てい寧ねいかつ細こまやかにお付き合いいただき、導いてくださった担当様には感謝の気持ちが尽きることがありません。ありがとうございました！

　さらに、題だい字じなどをキュートに作り上げてくださったデザイナー様や、その他刊行にご尽じん力りよくいただきました関係者の皆様、そしてそして、今まさにこの本を手にとってくださっている皆様、本当にありがとうございます！

　少しでも楽しんで読んでいただければ幸いです。

　そして、このご縁えんが末永く続くことを祈っております！


くるひなた　





































著・イラスト・漫画

くるひなた

Hinata Kuru

[image: ]




近畿地方に潜む七夕生まれ。

豆にこだわりなく珈琲が好き。

珈琲という漢字も好き。

特にウサギ好きでもウサギを飼った経験があるわけでもないのに、何故かウサギを描き続けてウン十年、ついにこのようなウサ耳だらけの本を出していただけて、感慨無量でございます。

ウサギ、バンザイ。
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